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現状報告１：からかわれています！




　四月の足音は慌ただしい。

　駅の近くにある十七階建てのオフィスビルでは、窓から差し込む午前十時の爽やかな日差しを誰ひとりゆっくり味わうことなく、多くの社員が忙せわしなく動いている。

　その理由は、業績拡大を目指すための大きな人事異動があったから。

　わたし、水みな門と和かず紗さが勤めているのは、インテリアのコーディネートや販売、レンタルを行っているアーニーデコール株式会社。住宅の建設を行っているアーニーホーム、商業施設やビルの建設を行っているアーニー建設、不動産の売買や仲介業を行っているアーニー不動産などと同じグループ会社のひとつで、社員数は約三百人。ほかの三社に比べると少なめだ。

　アーニーグループは、もともと携っていた建設業界では最大手だけど、三十年前から開始した不動産業とインテリア業では業界二位にとどまっている。今回はその業績アップを狙い、会社の枠を越えた大規模な人事異動が行われていた。

　グループ四社がこの十七階建てのオフィスビルにすべて入っているので、今日は朝からエレベーターが稼働しっぱなし。人の足音も途切れることがない。

　わたしが所属する、インテリア事業部コーディネート課も例に漏もれなくバタバタしている。

　挨あい拶さつ回りに走ったり、デスクやキャビネットを移動させたり。異動でいなくなる人を見送ったり、やってきた人を歓迎したり……そして、まだ来ない新しい人のウワサをしたり。

　でも、慌ただしいくらいのほうがいい。そのほうが、つらいことも忘れられる。

　ちょっとでも気分を明るくしようと、ミントグリーンのアンサンブルに、白のフレアスカートを合わせたけれど、気分はまったく明るくならない。ため息をつきながら、デスクに肘ひじをついて額を押さえると、眉の上でザクザクと切った前まえ髪がみに触れた。

　どうせだったら、わたしもどこか遠くへ異動したかった……。

　再びため息をついてうなだれると、胸元まで重たく伸びたダークブラウンの髪が頬ほおにかかった。それを耳にかけ、左隣の空あいたデスクを横目で見る。

　吉よし田ださんは、異動の辞令が出たとき、イヤがってたな……。

　昨日まで隣の席に座っていた吉田さんは、あと数週間で二十六歳になるわたしの、三つ上の先輩。

　入社したときから教育係として指導してもらい、そのまま一緒に仕事をすることが多くて、頼りになるお兄さんのような存在だった。わたしも四月で入社四年目となったので、さすがに独り立ちはしているけれど、困ったときはよく助けてもらっていた。まだまだ教えてもらいたいことがあったのに、残念ながら今回、アーニー不動産に出向となり、代わりに新しい人が来る。

　コーディネート課から離れることを寂しがっていた吉田さんだけど、昨日は『いい仕事ができるようになって戻ってくる』と言って、笑顔で去っていった。

　そうだ。わたしも〝異動したかった〟なんて思わず、気が紛れるくらい、今の仕事を頑張ろう。そうしたら、つらいことも忘れられるはず。

　気を取り直してクライアントに送る資料をまとめていると、後ろに人の気配を感じた。

「和紗」

　声をかけられて振り返ると、同期の赤せき谷や未み香か子こがいた。艶つやのある黒髪をひとつにまとめ、スタイルのよさが際立つシャツにパンツというシンプルな格好をしている。

「未香子、どうしたの？」

「今日から新しい人が来るんでしょ。名刺、持ってきたの。吉田さんの次に来る人は和紗の隣でいいんだっけ？」

　総務人事部の未香子は、異動してきた人の書類や名刺を準備して配り歩いている最中らしい。

「そうだよ。まだ来てないんだ」

　わたしがうなずくと、隣の空いている席に名刺が入った箱を三箱置いた。

「なんか、相当カッコいい人みたいよ。堅かた物ぶつで有名な人事部のお局つぼね様さまが嬉しそうにはしゃいでたもん」

　未香子は名刺を置いたばかりのデスクを細い指でチョンチョンと指す。そして、切れ長の目をにんまりとさせ、コーラルピンクのグロスが塗ぬられた唇くちびるから白い歯を見せて笑った。

　とっつきにくそうな美人顔の未香子だけど、笑うと途端に愛らしくなる。

「そうなの？　どんな人か、あんまり知らなくて……」

「お局様だけじゃなくて、先輩達も『これから目の保養のために毎日コーディネート課に行こうかなぁ』って言ってたくらいだからねぇ。しかも、本気っぽかった」

「そ、そうなんだ……」

　ほかの課でウワサになるほどカッコいい人と毎日一緒に仕事……しかも、隣の席だなんて。ドキドキして心臓がもたないかも。でも、それであのことを忘れられるなら、ちょうどいい。

「テレビ見なくてもイケメンを拝めるなんて最高じゃない。うちの部の情報では独身だったよ。フリーだったら狙うのもアリなんじゃない!?」

　未香子が楽しげにわたしの肩を叩たたく。

「あっ、でも……わたし、そういうのは……しばらくいいかも。今は仕事を頑張りたいから」

　カッコいい先輩がいたらドキドキするだろうし、会社に来る楽しみができるのはいいけど、今は恋愛する気になれない。

　わたしの事情を知っている未香子は、申し訳なさそうにそろりと手を引っ込めた。

「あっ、そうだよね……つい、元気になってほしくて言っちゃった」

「ううん、ありがとう」

　未香子がどういう気持ちで言ってくれたのかはわかる。わたしがお礼を言うと、彼女もホッとしたように頬をほころばせた。

「じゃあ……わたし、ほかの部も回らなくちゃいけないから。また、ご飯にでも行こうよ。落ち着いたら連絡ちょうだい」

「うん、わかった」

　慌ただしくインテリア事業部のオフィスを出ていく未香子に、軽く手を振る。姿が見えなくなると、わたしは仕事を再開することにした。

　しかし、新しくやってくる人のことが頭をよぎる。

　ほかの部署でも話題になるほどカッコいいなんて、どんな人だろう……そろそろ来てもいい頃だけどなぁ……。

　少しだけ気になってそわそわしていると、お手洗いへ行っていた先輩達、藤ふじ本もと美み奈な子こさんと桃もも原はら 瞳ひとみさんが戻ってきた。

〝今年こそ結婚！〟と婚活に励んでいる三十二歳の藤本さんは、ショートボブがよく似合う美人で、どうして結婚できていないのか不思議なくらい。

　一方、桃原さんは三十一歳で、去年結婚したばかりの幸せな新婚さん。姉御肌でしっかりした藤本さんと、結婚しても相変わらずほんわかした桃原さんは正反対に思えるけど、組み合わさるとバランスがいいみたいでよく一緒にいる。ふたりともわたしのことを可愛かわいがってくれる、いい先輩だ。

　桃原さんはわたしの向かいの席に座り、彼女の右隣に藤本さんが座った。

　わたし達がいるオフィスはインテリア事業部のフロアで、コーディネート課のほかに販売課とレンタル事業課が入っている。コーディネート課には課長を合わせて二十一人が所属し、十個のデスクを向かい合わせに並べた島がふたつある。そのふたつから離れたところに、部長と各課長の席が配置されている。

「水門さん、今度来る人ってどんな人か聞いたことある？」

　桃原さんは席に着くなり、ニコニコとした笑顔をわたしに向けてきた。

　どうやら、桃原さん達も新しい人のことが気になっていたらしい。

「さっき、人事部の同期に相当カッコいい人というのは聞きましたけど……」

「ほらー、藤本さん、今度こそ狙い目ですよ。年下いきましょう！」

　わたしの答えを聞き、桃原さんがクリリとした目で藤本さんを見る。藤本さんはあまり乗り気ではないのか、奥おく二ぶた重えの涼しい瞳をニコリともさせない。

「えー……彼のこと知ってるけど、わたしのタイプじゃないのよ。彼のほうもわたしに興味ないだろうし、お互い無関心よ。それに……」

　藤本さんは言葉を切ると、わたしの左斜め後ろにあるコーディネート課の課長席を冷ややかな目で見た。

　そこに座っているのは、白しろ矢や木ぎ真人まこと課長。スッキリと整えられた髪は色素が薄く、色白で痩そう身しん、柔らかな顔立ちは全体的に調和がとれている。スーツをキチッと着こなした姿は、真面目で温和な課長の性格がそのまま表れているようだ。

　しかし、白矢木課長の同期である藤本さんは、そんな彼をうとましく感じているみたい。

「白矢木に育てられたっていうのが気に入らない」

　藤本さんは『白矢木は思考が読めないし、気が合わない』と普段からよく言っていた。彼はそんなことを言われているとはつゆ知らず、穏やかな顔で仕事をしている。

「へぇ、今度来る人、白矢木課長の後輩なんですか」

　桃原さんは、藤本さんが拒否する理由に納得した様子だ。

「そうよ。黒くろ原はら 薫かおるくん……わたしと白矢木が仕入物流部にいたときに入社してきたの。わたしは、そのあと一年足らずでインテリア事業部へ異動になったけど、白矢木は彼の教育係だったのよ。黒原くんは三年目でイタリア支社に派遣されて、今回の人事異動で本社に引き戻されたってわけ。初めはただのチャラいイケメンだと思ったから、まさか敏腕バイヤーと呼ばれるほどデキる男になるなんて意外だったわ」

　藤本さんがサッパリと語る。そこには〝ツバをつけておけばよかった〟という後悔ではなく、やはり〝白矢木が育てたから面白くない〟という意味が含まれているよう。

　わたしは藤本さんから語られる〝黒原さん情報〟に驚いてばかりいた。

　入社三年目でイタリア支社……しかも、その働きを評価されて今度は本社に異動。絵に描いたようなエリートコースだ。

　アーニーデコールは、インテリアを総合的にプロデュースして、個人法人問わずたくさんのお客様に快適な空間を提供したり、国内外のいろいろな家具を仕入れ、販売やレンタルを行ったりしている。

　本社、関西支社のほかに、ヨーロッパの家具を仕入れる拠点として、イタリア支社がある。そこで働く社員は少ないけれど、求められる利益はかなり大きく、バイヤーとしての腕が一番必要になるところだ。

　そんなところで活躍していた黒原さん……きっと、すごい人なんだろうけど、藤本さんの第一印象がチャラいイケメンっていうのが気になる……。

　なおも先輩達の会話は続いていて、わたしも必死に耳を傾ける。

「でも、吉田くんと同期なのにすごいですねぇ。彼も仕事がデキましたけど、それ以上なんて助かりますね。いっぱい働いてもらいましょう」

　できるだけ定時に上がりたいであろう新婚の桃原さんは、瞳をキラキラと輝かせて天井を見上げる。まだ現れない黒原さんの働きに期待を寄せているみたいだ。

「仕事はすると思うけど、どうかなぁ……ちょっと変だし」

「へ、変!?」

　苦い顔をする藤本さんに、わたしは思わず声をあげていた。

「あー……水門ちゃん、黒原くんと仕事する機会が多そうだもんね。泣かされた女の子も多いって聞くし、気をつけて」

　藤本さんは可哀かわいそうなものでも見るような目をわたしに向けた。

「気をつけてって……そんなに危険な人なんですか？」

「まぁ、大丈夫よ。仕事は大好きなヤツだから。ただ、自由にあちこち動き回るし、容姿からしてネコみたいなのよ。あと、ビックリするような行動をとるから、それについていけるかどうかね。女性関係は、こっちが惚ほれなきゃいいわけだし」

「じ、自由にあちこち？　ネコみたいって……？」

　どちらかというとイヌ派なんだけど……って、そんなことどうでもよくて。

　今のところ恋愛する気はないので惚れるのは心配してないけど、いろいろ気になる言葉が多すぎる。

　しかし、仕事中なのでこれ以上雑談を続けることもできず、わたし達は無言でパソコンに向き直った。

　仕事がデキる変な人って、どんな人だろう。うまくやっていけるかなぁ……。

　ますます〝黒原さん〟という人がわからなくなる。期待と不安が入り交じる思いで、隣の席をそっと見るけど、名刺しか置かれていないデスクは〝大丈夫〟とも〝気をつけろ〟とも言ってくれない。

「水門さん、どうかしましたか？」

「白矢木課長……」

　わたしが隣のデスクをじっと見つめていると、白矢木課長がこちらに歩み寄ってきた。斜め向かいの藤本さんからわずかに視線を感じる。

　白矢木課長はそれに気づくことなく、穏やかな様子で口を開いた。

「吉田くんがいなくなって寂しいですか？」

「いえ、そういうわけではないんです。ただ、黒原さんはどんな人なのかなぁと思っていただけで……」

　吉田さんを兄のように慕っていたので寂しい気持ちはもちろんある。でも、会社が違うだけで同じビル内にいるし、今は黒原さんのことが気になって落ち着かないだけ。

　わたしが首を振ると、白矢木課長はフッと力を抜いたように微ほほ笑えんだ。

「そうですか。黒原くんは有能な人なので、きっといい勉強になりますよ。なにしろ、すでに課長昇格試験にも受かっているくらいですからね」

「えっ！　すごい……」

　吉田さんと同期ということは今年二十九歳。白矢木課長も三十二歳で最年少課長と言われているのに、その記録を塗り替える可能性があるんだ。

「そんなに怯おびえなくても大丈夫ですよ。すごくフレンドリーな性格ですし、すぐに打ち解けられるでしょう」

　白矢木課長から語られる黒原さんはいい人みたい。だけど、先ほどの藤本さんの言葉が引っかかって落ち着かない。

「白矢木くんは自分が育てた後輩だから、贔ひい屓き目めで見てるのよ」

　斜め向かいから藤本さんの鋭い突っ込みが入る。

「否定はしませんが、実際彼はすごいですし、人脈も広い」

　白矢木課長は一切動じることなく、穏やかな口調で藤本さんに反論していた。

　ふたりのやり取りを半ばハラハラしながら見ていると、ドアの近くでコピーをとっていた桃原さんから声が聞こえた。

「水門さん、営業企画部の柿かき崎ざきさんが呼んでるよぉ」

「えっ……」

〝柿崎〟という名字に、瞬時に身体が強こわ張ばる。呼ばれたほうを見ると、短い黒髪に目鼻立ちがハッキリした柿崎風ふう馬まが立っていた。

　身長一七五センチに、学生時代はずっと野球をやっていたという均整のとれた身体つき。大きな目でじっと見つめられると、それだけで萎い縮しゅくしてしまう。

「あっ、ありがとうございます」

　わたしは慌てて駆け寄りながら桃原さんにお礼を言い、オフィスの外に出てドアを閉めた。

「……どうして、コーディネート課に？」

　声が震える。それは怒りのせいか、イヤなことを思い出したせいか、自分でもわからない。

　風馬は……今一番、会いたくない人だった。

　たとえ同じ会社でも、一か月間、顔を合わさないことだってある。なんていったって、ビルの七階から十階と一階にあるショールームのスペースがアーニーデコールだけど、風馬が所属する営業企画部はビルの十階、コーディネート課は七階にある。普段、ビル内ですれ違うことは少なく、打ち合わせなどがない限り、顔を合わせる機会はほとんどない。

　こうしてわたしをたずねて来たということは、用があるからだとわかっている。そして、その内容も……察しはついている。

「和紗、話があるんだ」

　風馬の声もわずかに震えていた。

　もしかしたら、ここに来るのに結構勇気が必要だったのかもしれない。

「わたしはないよ……帰って」

「そんなこと言わずに……もう一度、謝らせてほしい。それで、俺の話を聞いてほしいんだ」

　わたしの冷めた態度に焦あせったのか、風馬の声が大きくなる。わたしの腕を掴つかみ、強引に目を合わせようと顔を覗のぞき込んできた。

「まっ、待って。ここではちょっと……。異動でバタバタしてるし……」

　廊下を見渡すと、歩いている人がちらほらいる。しかも、まだインテリア事業部のオフィス前。こんなところで話をしていては、誰に聞かれてもおかしくない。

「どうしても誤解を解きたいんだ。話を聞いてくれよ」

　風馬の顔つきは必死で、周りが見えていない様子だ。

　これじゃあ、誰かが近くに来ても、気にせずそのまましゃべり続けてしまいそう。

「わ、わかったから。……場所、移動しよう」

　わたしは風馬を促し、ひとけがないところで話をすることにした。

　廊下の突き当たりまで行き、人がいないことを確認する。近くにエレベーターがあるけど、到着したら音が鳴るし、ここなら大丈夫だと思って風馬に向き直った。

　本当は向き合うだけで、胸の奥が絞られるように痛くなる。でも、これでちゃんと終わりにできるなら……そう思って、話を聞くことにした。

「それで……話って、なに？」

　胸の痛みを押し殺してたずねる。風馬は大きな瞳を揺らして、頬を強張らせた。

「あ……あのさ……俺達もう一度、やり直せないかな？」

　わたしの一瞬の表情の変化も見逃すまいというくらい、じっと見つめながら聞いてくる。そんな彼から、わたしはそっと目を伏せた。

「……無理だよ。わたしは、もう風馬に会いたくないほど傷ついたんだから」

「そんなこと言わないでくれよ。あれは本当に出来心で、酔ってたし……悪かったよ」

　食らいつくように謝ってくる風馬に首を振った。……もう、心は決まっている。

「無理。どうせまた同じこと繰り返すよ……浮気しちゃったのは、わたしから気持ちが離れていたからだと思うよ」

　わたしと風馬は同期で、つい最近まで付き合っていた。三月の下旬、送別会の帰りに彼がひとつ年下の後輩とホテルへ入っていくところを見るまでは。

　浮気は許せない。でも、別れた理由は……それだけじゃない。

　浮気現場を目撃する前にも、風馬はわたしを好きではないんじゃないかと思うことがあった。だから、もうわたしの中では限界だった。

　そのときのこと思い出すと、目の奥が熱くなってきた。涙が零こぼれないよう、そっと唇を噛かみ締める。

「俺は和紗が好きだよ……後輩とはその場のノリでっていうか……本当に悪かった」

　風馬は申し訳なさそうに頭を下げる。

　そんな態度を見ても心は動かないし、彼の言い訳は耳を素通りしていく。代わりに耳に飛び込んできたのは、エレベーターが到着した音だった。

　誰か七階にやってきた……わたし達には気づかないかもしれないけど、できるだけ早く帰ったほうがいい。

「なにを言われても、わたしにやり直す気はないから。風馬とは……別れたの。もう、行くね」

「和紗っ、ちょっと待って！」

「やっ……！」

　呼び止める風馬がわたしの手首を掴む。振り払おうとすると、衝撃で涙が零れ落ちた。

　わたしがイヤがっても、風馬はなかなか手を離してくれない。どうしようかと、しばらく押し問答していると、風馬の手が誰かによって払いのけられた。

「元カレさん、フラれてるんだから諦あきらめたらどうかな？」

　現れたのは、雑誌や映画に出ていそうなほど、キラキラと輝くオーラを放つ男性。

　わっ……き、綺き麗れいな男の人！　だ、誰!?

　突然のことに頭が混乱していると、わたしと風馬の間にいた男性は、こちらを振り返る。風馬の手を払いのけた大きな手でガシッとわたしの肩を掴み、顔をそっと覗き込んできた。

「しつこい人はイヤだよね」

　近くで見ても、驚くほど整った顔立ちをしている。

　彼が小首をかしげると、ゆるくパーマがかかった艶やかな黒髪がふわりと揺れた。わたしを見つめるアーモンド形の黒目がちな瞳は、色っぽさの中に人を煽あおるような艶を帯び、甘い声で話しかけてくる唇は、口角がキュッと上がっていて小悪魔的な魅力がある。

　見惚れてしまうほどカッコいい男性にわたしは目を瞬またたかせた。

「だ、誰ですか？　今は俺達が話し合ってて……」

　風馬がたじろぎながら言うと、〝綺麗な人〟は怪け訝げんそうに眉を寄せた。

「話し合ってるの？　ホントに？」

「え、ええ……」

　風馬はしどろもどろでうなずく。

　しかし、その人は信じられないとばかりに首をひねった。

「どう見ても、無理やり口説いてるようにしか見えなかったな」

「む、無理やり口説くって……俺の彼女なんですけど」

　ムキになる風馬だけど、綺麗な人はいたって余裕の表情。首裏をかいてのんびりと口を開く。

「彼女？　状況から〝前の彼女〟って思ったんだけど。それに、断られてるし」

「ぐっ……」

　言葉を詰まらせる風馬に、その人は不敵な笑みを浮かべる。なにか企んでいそうな様子で、抱いたままだったわたしの肩をさらに引き寄せた。

「ということで、今から俺のターンね」

「タ、ターン？」

　順番っていうこと？

　わたしが彼にたずねると、クスリと艶っぽく笑われた。

「うん、元カレくんのターンが終わって、今から俺がキミを口説くの」

「へっ？　く、口説く？」

「そうだよ。俺が今からキミをオトす」

　黒い瞳を妖あやしく光らせ、口角をさらにクッと上げる。

　先ほどよりも妖よう艶えんな微笑みと低く甘い声に、もしかして夢でも見ているんじゃないかと思った。

「だから、ちょっとあっちで口説かれてくれない？」

「なっ、なにを言って……えっ、ちょ、ちょっと……！」

　展開が早すぎてついていけない。気がつけば、涙も乾いていた。

　彼は混乱するわたしにかまわず、肩を掴んだままズンズン歩きだす。

「お、おい！　和紗っ」

　呼び止める風馬の声がだんだんと小さくなっていった。

　な、なんだろうこの人……きっと助けてくれたんだよね。でも、誰なんだろう。

　肩を抱かれたまま、そっと上目で隣の彼を確認する。

　いくら考えても誰かわからないし、見覚えもない。社内ですれ違えば、無意識にでも覚えてしまいそうなほど目立つのに。身長も一八〇センチはありそうなほど高くてカッコいいけど、なんだか変な人……って、もっ、もしかして……！

　この人が誰か思い浮かんだときには、インテリア事業部のオフィス前までやってきていた。

　綺麗な人はネームホルダーの中に入っているＩＤカードをタッチ式センサーに当て、セキュリティを解除してドアを開ける。

「おはようございます。本日からお世話になります、黒原 薫です」

　黒原さんはわたしの肩を抱いたままオフィスへ入って、明るく挨拶をした。

「み、水門ちゃん……！」

　藤本さんが小声で悲鳴をあげていた。

「もう仲良くなったみたいですね。まぁ、よかったじゃないですか」

　その隣で桃原さんはほんわかと笑顔を浮かべている。

　ほかの人も、わたしのことを不思議そうにチラチラ見ながら、彼に歓迎の拍手を送る。

　やっぱり、この人が黒原さんだったんだ……！

　わたしが驚いて見つめていると、その視線に気づいた黒原さんと目が合った。

「ごめん、お持ち帰りしちゃった」

　ニコリと微笑む顔からは、悪いと思っている気持ちは感じられない。むしろ、この色っぽい笑みでごまかそうとしている雰囲気。

「も、持ち帰られたわけじゃありませんっ！　わたしもこの部署の者です」

　わたしは黒原さんから離れると、顔を引き締めて向き直った。

「インテリア事業部コーディネート課の水門和紗です。よろしくお願いします」

　頭を下げると、黒原さんは「よろしく」と言ってわたしのことをジロジロ見だした。その艶を帯びた眼まな差ざしに、わたしは落ち着きをなくす。

「な、なんですか？」

「いや、さっきも思ったんだけど、いいスタイルしてるなぁって……」

「ふ……普通ですけど？」

　な、なにを急に……。

　突然甘い声で褒ほめられて、動揺と警戒心からつい怪訝な顔をしてしまう。

　お世辞なら、もう少しうまいこと言ってほしい。わたしは身長一五八センチで人並みのスタイル。満員電車など、人混みに入ればすぐに目立たなくなるくらいなのに。

　黒原さんはわたしの警戒心を解くみたいにクスッと軽く笑った。

「うーん、スタイルというか雰囲気かな。全体のバランスが、俺の大好きな女王様にピッタリだ」

「じ、女王様に、ピッタリ……？」

　付き合ってる彼女とよく似ているって言いたいのかな？　でも、自分の彼女のことを女王様と呼んでいるとしたら……ウワサ通り変な人なのかも。

　言葉の意味がわからずにいると、わたし達を見ていた白矢木課長が近づいてきた。

「ふたりとも、いつの間に仲良しになったんですか？」

「白矢木さん……じゃなくて、今は課長ですね。お久しぶりです」

　黒原さんは親しみを込めた笑みを浮かべ、軽く頭を下げた。

「これからガンガン働いていただきますよ。よろしくお願いします」

　白矢木課長も嬉しそうに口元をほころばせる。昔を懐かしんでいるみたい。

「黒原くんの席は水門さんの隣です。案内してあげてください。僕はちょっと企画部に行ってくるので席を外します」

「わかりました。黒原さん、こちらです」

　わたし達の横を通り過ぎる白矢木課長にうなずき、歩きだすと、黒原さんが素直についてきた。

「よろしくね、水門ちゃん」

「ち、ちゃんっ!?」

　藤本さん以外でわたしのことをそう呼ぶ人はいない。思わず眉を寄せて、訝いぶかしげに彼を見る。警戒心をむき出しにすると、その反応を面白がるようにクスクスと笑われた。

「大丈夫だよ。ちゃんとＴＰＯわきまえるから」

　そう言って、大きな手でわたしの頭をポンと優しく撫なでる。

「ちっ、ちょっと……」

　まさか初めて会ったばかりの人に頭を撫でられるなんて。そういえば、助けてもらったときも、肩を抱かれたんだった。

　イタリアに四年間いたし、フランクな人なのかな。課長もすごくフレンドリーな性格だって言ってたし……。それに……そもそも変な人なんだし。

　それなら仕方ない。突っ込むことはやめて、そのまま足を進めた。

「黒原さんの席はここです」

　わたしの隣であり、藤本さんの向かいでもある席へ黒原さんを案内する。

「藤本さん、お久しぶりです」

　黒原さんはニコッと愛想よく声をかけた。

「久しぶり、これからよろしくね。たっぷり働いてもらうから」

『白矢木に育てられたっていうのが気に入らない』と言っていた藤本さんだけど、仕事の面ではちゃんと認めているらしく、笑顔で挨拶をした。

「黒原さん……荷物はこれだけなんですか？」

　席を外している間に宅配便が到着したようで、さっきまで三箱の名刺しか置かれていなかった黒原さんのデスクには、段ボールがひとつ置かれていた。

「うん。部署も変わったし、イタリアから持ってくる物、そんなになかったから」

「そうですか……」

　異動となったら、だいたいの人が段ボール三、四箱分は持ってくるんだけど……。

　荷物が多く、さらに面倒くさがりな人はキャビネットごとやってきて、空のキャビネットと差し替えたりもする。

　黒原さんは仕入物流部の仕入課所属として、イタリア支社でバイヤーをやっていたとのこと。仕入関係の資料や書類は引き継ぎもあるのでイタリア支社に残してきているだろうし、こんなものなのかもしれない。

　そう思っていると、彼はバッグを置いてオフィスの出入口へと向かった。

「あれっ、く……黒原さん、どこへ行くんですか？」

　声をかけると、長い足を止めて振り返る。

「ちょっと、ほかの部署へ挨拶に行ってこようかなって。イタリアにいるとき、いろんな人にお世話になったから。水門ちゃん、案内ありがとうね」

「い、いえ……」

　黒原さんは艶っぽくお礼を言うと、ヒラリと手を振ってオフィスから出ていった。

　なんか……慌ただしい人……というより、身軽な人だなぁ。

　段ボールひとつ、という荷物ではなく、彼自身を見て感じた印象。まだ会ったばかりだからよくわからないけど、なににも縛られていない気がする。

「異動してきたばかりって思えないくらい、自由ね」

　藤本さんも呆あきれていた。しかし、困ったように笑ったその表情は温かい。

　彼女の言う通り、奔放に動き回るところがネコみたいだと、早くも実感する。

　そんな黒原さんがうらやましいような、不安なような……複雑な気持ちで、残された荷物を見つめていると、書類を手にした白矢木課長が打ち合わせから戻ってきた。

「あれ、黒原くんはどこへ行きましたか？」

「今、ほかの部署に挨拶回りに行っています」

「そうですか。イタリアにいるときに電話でしか話せなかった人達と、会えて嬉しいのでしょう」

　白矢木課長は優しい眼差しになった。まるではしゃぐ弟を見守る兄みたいな表情。

　ふたりの関係性がなんとなくわかる。

「人気者の黒原くんは、きっと挨拶回りに時間がかかるでしょうし……先に水門さんにこれをお渡ししておきますね」

　白矢木課長が、手に持っていた書類をわたしに差し出してきた。

「〝単身富裕者向けマンション構想〟……ですか？」

「はい。今度、黒原くんと進めていただきたい企画の資料です。来週の月曜日に第一回目の打ち合わせがあるので、よろしくお願いします」

「わかりました……あっ」

　受け取ったレジュメの表紙には、大きく書かれたタイトルの右下に『営業企画部企画課：柿崎』と記されていた。

　ふ、風馬……！

「どうしました？」

「い、いえ。黒原さんと頑張ります」

　頬を引きつらせながら笑うと、白矢木課長はコクリとうなずいて席へ戻った。

　風馬と仕事なんて……タイミング悪い……。しかも黒原さんも一緒だなんて……。

「はぁ……」

　憂ゆう鬱うつな気持ちで白矢木課長からもらったレジュメを見ながら、大きなため息をつく。

　仕事は選べないし、選ぶつもりもない。でも……ちょっとだけ気が重い。

「うーん……」

　気まずい。悩んだところでどうにもならないし、普通にしていればいいこと。そうわかっていても、ついいろいろと考えてしまう。

「水門ちゃん、うなり声あげてどうしたの？」

　藤本さんが出かける準備をしながらたずねてくる。

「あっ……いえ。ちょっと考え事していました……」

「なにか面倒な仕事？　わたし打ち合わせに行ってくるけど、手伝えることがあったら言ってね」

「すみません。助かります。困ったときはお願いします」

　わたしはオフィスから出ていく藤本さんの背中に頭を下げた。すると、彼女とすれ違いざまに黒原さんが入ってくる。

「ただいま。なにかあったの？」

　わたしの様子を見て気になったのか、黒原さんが席に戻るなりたずねてきた。

「いえ、なんでもありません。黒原さんは挨拶回り、終わったんですか？」

「だいたい。まだ会えてない人もいるから、あとでまた回ろうかな。部署がわからない人もいたけど、人事の人達が教えてくれたんだ。ここは優しい人が多いね」

　黒原さんは黒目がちな瞳を嬉しそうに細め、引き締まった身体をイスに預ける。動作のひとつひとつが洗練されていて、無意識に目で追ってしまう。

「そ……そうですね」

　総務人事部に行ったんだ……未香子が言っていたお局様や先輩達、大喜びだっただろうなぁ。

　部署を問わず、ほとんどの女性は黒原さんみたいな人に微笑まれたら、優しくせざるを得ない気がする。

　鼻歌でも歌いだしそうな上機嫌の黒原さんに、わたしは睨にらめっこしていたレジュメを差し出した。

「あの、黒原さん。早速で申し訳ないんですが、これ……来週の打ち合わせの資料です。わたしも一緒に参加しますので、よろしくお願いします」

「ありがとう。どれどれ……アーニー不動産からの依頼か。グループ会社との打ち合わせだったら、同じビルでできるから便利だね」

　黒原さんはレジュメを受け取ると、長い指でパラパラと資料をめくりだした。

　黒原さんの言う通り、アーニー不動産は同じビルの二階から五階に入っているからビル内の移動で済むし、プレゼンなどを行うときに使用する機材の使い勝手がわかるので、打ち合わせしやすい。

　アーニーデコールは一般のお客様の仕事も請け負うが、こうしたグループ会社からの仕事も多い。

「わっ、しかも富裕層向けのマンションじゃん。こういうのって立地条件にもこだわってるんだよね。だから、窓から見える景色もいいし、内装も良質だし……やりがいあるなぁ」

　黒原さんが弾むような声をあげた。ページをめくるたびに彼の瞳がキラキラと輝いていく。

　藤本さんの言っていた通り、黒原さん、すごく仕事が好きなんだ……。

　今の表情だけでわかる。どことなく漂う色っぽさが鳴りを潜め、無邪気な様子だ。

　ひと通り確認をした黒原さんは、レジュメを閉じると、まじまじと表紙を見た。

「ん？　営業企画部企画課の柿崎くんって……さっきのしつこい元カレくんだよね」

「おっ、大きな声で言わないでください！　秘密にしてるんですからっ」

　小声でたしなめ、慌てて周りを見渡す。藤本さんは打ち合わせに出ているし、桃原さんは特に気づいていないみたい。ほかの人も聞いていた人はいないようで、ホッと胸を撫で下ろした。

「そっか。ごめん」

「いえ……それより、どうして風馬……柿崎くんの名前を知ってるんですか？」

「ネームホルダー」

　黒原さんが自分の首から下げているネームホルダーの青い紐ひもをチョイとつまんでみせた。そこには名札と、各オフィスへ入るためのＩＤカードが入っている。

　まさか、エレベーター近くで助けてもらったとき？　会話しながらそんなところも見ていたんだ。

　飄ひょう々ひょうとしているようで鋭い。さすが、仕事がデキるとウワサされるだけある。

「あと、さっき営業企画部に行ったときに見かけたんだ。彼は俺のほうを全然見てくれなかったけどね。私情を挟むなんて子どもだなぁ」

　黒原さんは肩をすくめた。

「すみません、巻き込んでしまって……」

「なに言ってんの、俺が勝手に巻き込まれたんでしょ。謝るくらいなら、俺にオチてくれる？」

　黒原さんが煽るような目でわたしをじっと見つめてくる。いたずらに微笑む唇が妙に色っぽい。

「オ、オチませんよ」

　ついキッと睨みつけるようにして、キツイ口調で言い返してしまう。

　しかし、黒原さんはまったくこたえた様子もなく、わたしの反応を面白がってクックッと小さく笑った。

「なんだ、残念」

『残念』と言うわりにヘコんだ様子はなく、ただ楽しそうにしている。

　わたし……初日から、からかわれてる？　冗談に対して真面目に返事しすぎかな。

　なんだか居心地が悪くなって、身を小さくしてパソコンに向き直る。

　仕事を進めていると、黙々と片づけをしていた黒原さんが声をかけてきた。

「水門ちゃん、今日はなにするの？」

「今日は資料を作成して、十五時からショールームに置くインテリアの現物確認と、その打ち合わせに出かける予定です」

　アーニーグループのビル一階には、アーニーデコールのショールームが設置されていて、四つか五つのスペースに区切られている。三か月ごとに寝室やリビング、バーやカフェなどと部屋のテーマを決め、スペースごとにカントリー調やスタイリッシュなど、テイストを変えてコーディネートしたものを展示している。今回、その一角を任されていた。

「へぇ、いいな。俺も行っていい？」

　甘えておねだりというより、色気で口説き落とすように、なまめかしい声でたずねてくる。

「もちろんです……けど、片づけはいいんですか？」

　依然として黒原さんのデスクには段ボールが置かれたまま。さっきから黙々と片づけているように見えたのは、持ってきたバッグの中身を、デスクの引き出しに入れていただけだったみたい。

　わたしが段ボールをチラリと見ると、それを隠すように床に置いてしまった。

「うん、大丈夫。それより早く仕事して、コーディネート課に馴な染じみたいしね」

　黒原さんはそう言うけど、誰とでも気さくに話しているのでもう馴染んでいる気がする。

　結局、特に断る理由もなかったので了承すると、黒原さんは早速、白矢木課長に外出の許可をもらっていた。

　午後にアポを入れていることを告げると、黒原さんは片づけをそこそこに、またどこかへ出かけてしまった。……たぶん、挨拶回りなんだろうけど。




　就業時間は九時から十八時。悲しいことに、時間通りに終われることは少ない。お昼休憩は十二時から十三時までなので、わたしはそれに合わせて十一階の食堂でご飯を済ませ、就業開始の五分前に席へ戻った。

　隣の黒原さんはすでに席に着いていて、スマホを見ながらなにやらニヤニヤと頬をゆるめている。大好きな女王様とメールでもしているのだろうか。

　そんなことを思いながら彼の足元を見ると、床に置かれていたはずの段ボールはなくなっていた。

　よかった……片づけもしていないまま一緒に出かけたら、許可をもらった白矢木課長はともかく、部長になにを言われるかわからない。

　やがて十三時となり、就業開始のベルが鳴る。黒原さんはスマホをズボンのポケットにしまったかと思うと、どこかへ出かけてしまった。

　また挨拶回り？　それとも、異動してきたばかりだから、総務人事部に書類をもらいに行ったり、提出したりしてるのかな。ちゃんと十五時には戻ってくるよね……？




　心配しながら仕事をしていると、十五時まであと五分というところで黒原さんが戻ってきた。

「水門ちゃん、そろそろ出る？」

　意外と時間にはキッチリしているのか、はたまたインテリアショップへ行くのが楽しみなのかわからないけど、戻ってきてくれてホッとした。

「はい。では、行きましょう」

　わたしはベージュのスプリングコートを羽織り、打ち合わせで使う資料を入れた荷物を持つと、黒原さんと一緒にビルから出た。

　春の日差しは暖かいけれど、今日は目を開けていられないほど風が強い。そのせいで満開の時期を過ぎた桜が舞い散っていた。

「電車で移動なので、まずは駅へ……」

　わたしは風で乱れる髪とスカートを押さえ、重たい荷物を抱えながら黒原さんに説明する。

　今から向かうインテリアショップには、駅から、電車一本で行ける。社用車を使って移動もできるけど、すべて使用中だった。

　こんなことなら、社用車の予約をしておけばよかったな……。

　運転が苦手なので、ひとりのときはもっぱら電車移動。駅まで歩くことも慣れているけど、それでもこんな日は車移動のほうがよかったと、歩きだして思う。

「日本で桜を見るのも久々だなぁ」

　黒原さんは髪が乱れるのも気にせず、風に舞う桜の花を見て楽しんでいる。彼のふわっとした黒髪に花びらが乗ると、ＣＭになりそうなほど絵になった。

　わたしが目を奪われていると、なにかに気づいた黒原さんが手を伸ばしてきた。そして、わたしから荷物を取り上げると、風上に立ってくれた。

「あっ、黒原さん……荷物っ……！」

　黒原さんが持ってくれた黒の大きなバッグは、財布などが入っているバッグとは違い、分厚いカタログやタブレット端末、何十枚もの書類が入っていてかなり重い。

「持つよ」

「い、いいですよ。いつも自分で持ってますし」

　外へ出るときは毎回、今日と同じような荷物を両手に持って移動している。こんなこと、電車移動と同じくらい慣れていた。

「今日はいつもと違って俺がいるから」

　黒原さんがフッと笑う。有無を言わさない笑み……柔らかな強引さを感じる。

「あ……ありがとうございます」

　せっかく持ってくれたんだし、このまま甘えてしまおう。

　わたしはお礼を言うと、一緒に駅まで歩いた。

　最寄り駅の人の流れは、昼間はだいたい落ち着いているけれど、今日は駅近くの会館でイベントが行われていたらしく、人がごった返していた。

　ホームに入ってきた電車に乗り込むと、手に持っていたバッグがぶつかり合う。

「混んでるね……大丈夫？」

　人混みの中、黒原さんは壁際をキープすると、さりげなくわたしをそちらへ促してくれた。

「はい、大丈夫です」

　黒原さん……わたしを守るように立ってくれてる。

　これだけカッコよければモテるだろうし、女性の扱いにも慣れているんだろうな、なんて皮肉に思いながらも、ありがたく感じる。

「あっ、そうだ。こういうとき、両手上げてないとチカンに間違われるんだっけ？」

「いえ、そんなことは……」

　否定するのを聞かず、黒原さんは荷物を足元に置くと、わたしの顔を挟み込むように壁に両手をついた。

　長い睫まつ毛げの一本一本がハッキリと確認できる距離、そして近くにある力強い腕に胸がドキリと音を立てる。

　ドキリって……いやいや、相手は黒原さん！　会社の先輩なんだから。しかも、相手には彼女らしき人がいるし！

　恋愛する気はないのに、ふいに高鳴った胸に自分自身が焦ってしまう。鼓こ動どうを落ち着かせようとしても、黒原さんの綺麗な顔をチラリと見ると、また心拍数が上がってしまった。

　だ、ダメだ……なにか、気を紛らわせなくちゃ。

　わたしは呼吸を整えると、必死に話題を探した。

「に、日本で桜を見るの、久々だと言ってましたけど、こちらにはあまり帰っていなかったんですか？」

「うーん……夏とお正月くらいかな。そのときに日本の情報を仕入れてたんだ」

「情報……ですか？」

　会社じゃなくて日本の情報？　今のチカンの冤えん罪ざい対策とかかな？

　わたしが疑問に思っていると、黒原さんはニッと白い歯を見せ、上目遣いで微笑んだ。まるで、すべての女性の心を射抜くような視線に、胸の奥がざわめく。

「そう。例えば……今、俺がやってるのって〝壁ドン〟でしょ」

　なにもかも見透かしたような、あざとい目つきで見つめてくる。

「くっ、黒原さん……っ！」

「ドキッとした？」

　耳元に唇を寄せ、もともと甘い声を、より一層甘くして囁ささやいてくる。

　この人、わざとやってるんだ！　ここ……電車なのに……信じられない！

「ド……ドキッとなんてしません！　それに、壁ドンじゃありませんからっ！」

「え、違うの？　壁に手をついたら壁ドンじゃないの？」

　壁ドンの定義なんて知らない。なんとなく悔しくて、黒原さんのことを否定したくなっただけ。

　結局、駅に到着するまで、黒原さんはわたしの肩上の壁に手をついたまま、ずっと眉を寄せて混乱していた。

　電車から降りると、わたしと黒原さんは並んでインテリアショップを目指した。

　黒原さんは背が高いから足も長いし、歩幅は大きいはず。それでも、わたしと歩調は一緒で、むしろちょうどいいくらいだ。合わせてくれているのだと思うけど、まったくそれを感じさせない。

「お店はここから近いの？」

　黒原さんは無邪気な様子でたずねてくる。店に行けることがよほど楽しみみたいだ。

　まったく……さっきの壁ドンのときとは大違いだよ。

　わたしはげんなりしつつも、細い道にオシャレで低い建物が立ち並んでいる街並みの一角を指差した。

「もうすぐ看板が見えてきますよ」

　黒塗りの板に白字で店の名前が書かれた看板が現れる。

　それを見た黒原さんは声を弾ませた。

「あー、ここ一回来てみたかったんだ」

「ご存知なんですか？　このブランド、まだ日本にしかないはずですけど……」

　ここは小さな家具メーカーに勤める若いデザイナーのブランドを扱っているお店。もともと、ここでインテリアショップを営んでいたオーナーが気に入り、ここをそのブランド専門のショップにしたのだ。

　アーニーデコールも小さな企画でお世話になっているだけなのに、イタリアにいた黒原さんが知っているなんて思わなかった。

「もちろん。情報を仕入れてるって言ったでしょ。ここのインテリアはどれも落ち着いてて、温かみがあるよね。オーナーが気に入るのもわかるよ。絶対これからもっと世間に広まっていくと思う」

　黒原さんは自信たっぷりに言ってのけた。

　なんだ……日本の情報って、ちゃんとインテリアの情報もあったんだ。冤罪対策とか流は行やりのモテテクだけかと思った。さすが敏腕バイヤーと呼ばれていただけある。

「入ってもいいかな？」

「はい。行きましょう」

　嬉しそうにたずねてくる黒原さんに、わたしまで、注文していたインテリアに出会うことが楽しくなってきた。

　店に入り、黒とグレーでまとめられた上品な店内を見渡していると、恰かっ幅ぷくのいい男性がやってきた。

「水門さん、いらっしゃいませ。いつもお世話になっています」

　わたしに声をかけてきたのは、このインテリアショップのオーナーだった。

「こちらこそ、お世話になります。あの、以前お願いしたバースツールとカウンターの見本を見せていただきに来ました」

　今回のショールームのテーマは〝バー〟。わたしが担当するテイストは〝シック〟ということで、それにピッタリのインテリアを選んだつもりだけど……どうかな。

　カタログ写真は現物とイメージが違うことが多々ある。細かなところや実際に部屋に配置してみたときの映はえ方などは、直じかに見てみないとわからない。

　オーナーに挨拶をし、黒原さんの紹介がまだだったことを思い出す。

「あっ、それと……こちら、今日からコーディネート課に配属になった黒原です」

「黒原 薫です。よろしくお願いします」

　黒原さんは頭を下げると、作られたばかりの名刺を差し出した。

「こちらこそ、よろしくお願いします。見本は一番奥のスペースにありますので、まずはゆっくりご覧になってください。そのあと打ち合わせをしましょう」

　そう言ってオーナーは一礼すると、スタッフルームへ入っていった。

「じゃあ、奥へ行きましょうか」

「そうしようか。想像通りの物だったらいいね」

　わたしが前に立ち、一緒に歩きだす。

　しかし、いつの間にか、後ろにいた黒原さんの気配が消えていた。

「あれ……黒原さん？」

　店内を見渡すと、黒原さんは別のインテリアのほうに寄り道をしていた。

　仕事が好きというか、インテリアが好きというか……まぁ、いいか。

　わたしは自由に行動する黒原さんに少し呆れながら、ひとりで奥へと進んだ。

　そこには、黒を基調にしたマーブル模様のカウンターに、スラリと背が高い革張りのバースツールがあった。

　重厚感があって、だけど古くさくなく洗練されていて、カタログの通り……いや、それ以上に美しくて安心する。

「このカウンターとスツール？」

　じっくり確認していると、ひと通り寄り道を終えた黒原さんが、わたしのそばへやってきた。

「はい。黒原さんから見て、どうでしょうか？」

　黒原さんは顎あごに手を当て、じっと静かにカウンターとスツールを眺める。それから、瞳を妖艶に細めた。

「うん……すごく綺麗だ」

　黒原さんは満足げに呟つぶやくと、長い指でカウンターをスルスルとなぞりだす。彼の雰囲気のせいか、その仕し草ぐさが妙に色っぽい。見ているだけで、自分の背中をなぞられているようなゾクゾクとした感覚が走り、思わず目を逸そらした。

　なにをやってもキマるというか、色気があるというか……。

　戸と惑まどうわたしにかまうことなく、黒原さんはセットされたカウンターとスツールをいろんな角度から見ていく。

「カウンターもいいけど……このバースツールが完璧。座面の黒革もいいし、浅い背もたれのデザインもカッコいい。でも、なによりこのまっすぐ伸びた脚が最高だ」

　黒原さんはスツールを褒め称えると、なんの躊ちゅう躇ちょもなくしゃがみ込んで床に膝をつき、這はいつくばった。

「く、黒原さん……!?」

　驚くわたしにかまわず、長い手足で身体を支え、しなやかに背を反らして、下からスツールを見上げる。まるでネコが塀の上へジャンプしようとしているみたい。

　引き締まった身にまとっているスーツは、素人目に見てもわかるほど仕立てがいい。恐らく有名なブランドの物なのに、汚れることを気にせず、スツールを隅々まで見ている。

「あー……ホント美しい。まっすぐに伸びたシルバーの脚がたまらないな」

　黒原さんの口角がクッと上がる。甘い吐息が聞こえてきそうだ。

　わかった……藤本さんが言っていた〝ちょっと変〟の意味が、今すごくわかった！

　店内にいたお客さんがチラチラとこちらを見ている。

　恥ずかしいというより、わたしは呆気にとられてなにも感じない。

「黒原さんって……インテリアに対してすごい愛情ですね」

「うん、家具やインテリアには絶対服従。ひざまずいてひれ伏すね。特にイスには心酔してる」

　黒原さんは当たり前のように言うと、ヒョイと立ち上がった。手についたホコリをスツールにかからないように払ったあとも、まだうっとりとした表情で見つめていた。その表情こそ、心酔している証あかしだろう。

　黒原さんって……家具オタク？　〝心酔〟って相当だよね。あ、でも彼女らしき人のことも〝女王様〟って呼ぶし……惚れやすくて、Ｍ体質なのかな。

「もしかして、女性に対してもそうなんですか？」

　なんとなく聞いた。ただ、インテリアに対してこれだけ愛情を注ぐ人が、女性に対してはどうなるんだろうと思っただけ。

　わたしの質問に、黒原さんはニッと小悪魔的な笑みを浮かべる。

「どんな風に見える？　素っ気なさそう？　それとも、うっとうしいほど溺愛しそう？」

　瞳を妖しく光らせながら、わたしにジリジリと近づいてきた。

　面倒くさいことになってしまった……。

　わたしは聞いたことを後悔した。

「いえ、別に深い意味はなくて……家具やインテリアに絶対服従だし、彼女に対しても尽くすタイプなのかなぁ……って、思っただけです」

　わたしがたずねた理由を述べると、黒原さんは顎に手を当て、ちょっとだけ考える素振りを見せた。

「女性はいろんな人がいるからね。俺が尽くす場合もあれば、相手に尽くしてもらったほうがいい場合もある。水門ちゃんは……どうかな」

　艶を孕はらんだ黒い瞳が、じっとわたしを見つめてくる。

　その視線に耐えられず、うつむいて目を逸らした。

「わ、わたし……？」

「水門ちゃんは……ひざまずかせたいかな」

「ひ、ひざっ……!?」

　黒原さんは美麗な唇をゆがませ、ニヤリと笑った。

　そのいたずらな笑みに、背筋がゾクリと寒くなる。

「そう。尽くす尽くさないの問題じゃなくて、ひざまずかせたい」

「えっ……そ、そんな……」

　ひ、ひざまずかせたいってどういう意味なんだろう。どうしよう、もしかしてこれから下僕のように扱われるんじゃ……。

　不安が胸に押し寄せる。どうしたらいいのかとうろたえていると、黒原さんがフッと噴き出した。

「本気にしちゃった？」

「か、からかったんですか!?」

　ヒドイ……！

　ちょっと怒りぎみに言ったけれど、黒原さんは依然として楽しそうに頬をほころばせたまま。

「ううん、本気」

「なっ……！」

　本気!?　ひざまずかせるつもりっていうこと？　というか……わたしのこと、やっぱりからかってるよね。なんなの、黒原さんって……。

「ふざけないでくださいっ」

　ちょっとムッとしてみると、黒原さんが端整な顔を崩して、より一層笑った。

「ほら、そういう反応がたまんないんだよ」

　な……なんなの、この人！

「もうっ……わたし、オーナーと打ち合わせしてきますから」

　黒原さんが持ってくれていた黒いバッグをひったくるように取り、店員にオーナーを呼んでもらう。その間、黒原さんはただおかしそうに笑っているだけだった。




　オーナーとの打ち合わせが終わり、インテリアも問題ないと確認できたので、今日のここでの仕事は完了。帰ろうと思って黒原さんを探していると、女性店員と楽しそうに談笑していた。

　イスに心酔……とか言いつつ、やっぱり女の子が好きなんじゃない。だいたい、大好きな〝女王様〟がいるんでしょ？　なのに、ほかの女性に軽々しく話しかけて……最低だ。

　つい浮気された自分の立場に置き換えてしまい、心の中で毒づいてしまう。すると、わたしの姿に気づいた黒原さんが店員に挨拶をして、こちらに歩み寄ってきた。

「水門ちゃん、打ち合わせ終わったの？」

「はい、なので帰ります。まだ見たければ残っていただいても結構ですよ」

　インテリアが楽しみでついてきたのに、女性店員と楽しそうに話をして……と思うと、ついツンとしてしまう。

　スタスタと出入口へ向かっていると、黒原さんはすべてお見通しであるかのようにクスッと笑った。

「ううん、店員さんから面白いブランドについても聞けたし。ここにはまた落ち着いてから伺うことにするよ」

「……そうですか」

　なんだ……ちゃんと仕事してたんだ。

　冷たい態度をとってしまったことを、ちょっとだけ反省した。




　帰りは夕方のラッシュで混み合う時間だったけれど、始発駅から近い駅だったのでふたつ空いている席を見つけて並んで座ることができた。

　これで壁ドンされずに済む……。

　安心しながら電車に揺られていると、ひと駅停まるたびに人がいっぱい乗り降りして、わたし達の前にも、真新しいスーツを身にまとった新社会人と思われる男性ふたりが立った。

「この時間は混みますね……」

　何気なく黒原さんに話しかけると、スマホを見ながらまたニヤニヤしていた。

「〝女王様〟ですか？　大好きなんですね」

　呆れながら言うと、黒原さんは恥ずかしがることなく、大きくうなずいた。

「そうなんだ。素晴らしいんだよ、この女王様は。佇たたずまいがたまらない。ボディラインもさることながら、悩ましげな脚線は美の極致。華きゃ奢しゃでありながら意外としっかりした背中にも、白くふくよかな場所にも、すべて口づけしたくなる……」

　黒原さんは蕩とろけたような顔で女王様を褒めだした。

　顔つきはもちろん、言葉でも色っぽいことを言うから、こちらが恥ずかしくなってくる。

　前にいる男性達に聞かれたら、変な想像されちゃうんじゃ……なんて、勝手に心配していると、黒原さんがヒョイとスマホの画面を見せてきた。

「見る？　これが、俺が身も心も心酔しきっている女王様」

　どれほど美人でグラマラスな女性だろうと思いきや、そこには、美しいエレガント調のアイボリーのイスが画面いっぱいに映し出されていた。

「……えっ？　こ、これ……イス、ですよ？」

　美しい女性を見せられるとばかり思っていたので、思考がついていかない。

　画面を指差してたずねると、黒原さんはなまめかしい笑みを漏らす。

「うん、このイス……リコルディのイスなんだけどね。俺の女王様」

「ええっ……だ、だって……脚線とかふくよかとか……！」

　確かに、黒原さんの言う通り綺麗な猫足で、ふっくらとしたアイボリーの座面には繊細な刺し繍しゅうが施されていて上品。

　だけど……女性じゃなくて、イス。普通ならイスを女王様と呼ぶなんて、あり得ない！　……けど、この家具オタクならあり得る……かも。

　納得していると、黒原さんが面白がるような瞳で見てきた。

「水門ちゃん、やらしい想像しちゃった？」

「そ、そんなわけありませんっ！」

　またからかわれた！　……でも、彼女だと聞いていたわけじゃないし、今回はわたしの勘違いだもんね……。

　最初に会ったときに『女王様にピッタリだ』と言われたことを思い出す。ということは黒原さんからすると、わたしはそのリコルディのイスに似合うということだ。

　ただ、わたしが知っているリコルディとは少し違うみたい。

　わたしが知っているリコルディは、イタリアのインテリアメーカーのひとつ。〝思い出〟という意味がある社名で、長く使える家具をコンセプトに、無駄なところをすべて省いたシンプルで洗練されたモダン調の物を作っているところ。

　黒原さんが見せてくれたエレガント調のインテリアは作っていないはずだけど……。まさか、わたし……どれだけインテリアを知っているのか試されているのかな？

　真意を探りたくて、眉を寄せて上目で黒原さんを見る。するとそれに気づいた彼は、にこやかな表情を向けてきた。

「ん？　お茶でもして帰る？」

　この人がなにを考えているのか……わからない。

「結構です……」

　この先黒原さんとやっていけるんだろうか。それを考えると、頭がズッシリと重くなった。




「も、戻りました……」

　会社に着くと、一日働いただけなのに、一週間働いたと感じるくらいの疲れがドッと押し寄せてきた。席に座ると、しばらくは立ちたくないと思うほど生気をなくしてしまった。

「水門さん、大丈夫？」

「だいぶ疲れてるわね……なにか飲む？」

　桃原さんと藤本さんが向かいの席からわたしを気遣ってくれる。

「だ、大丈夫です……元気ですから」

　わたしはヘロヘロになりながらも笑ってみせた。

　体力的には問題ない。ただ、精神的に疲れただけ。

「俺のことは心配してくれないんですか？」

　黒原さんがパソコンの隙間から藤本さんを覗き見て、わざとらしくたずねる。

「なに言ってるの。水門ちゃんの疲れは黒原くんが原因なんだから。その必要はないでしょ」

　藤本さんはハッキリと言い放つ。なかなか鋭い口調に、こちらまで萎縮してしまう。

　そうこうしていると、帰ってきたわたし達を見つけた白矢木課長が、ニコニコしながらこちらに歩み寄ってきた。

「おかえりなさい。お疲れのようですが、現物はどうでしたか？」

「はい、とてもよかったです……」

　わたしは力なくうなずいた。

「それはよかった。では、黒原くんとの初仕事はどうでしたか？」

　初仕事……そういえば、そうなんだ。

「なんだか、一緒に仕事をしたというより……、もてあそばれてます……！」

　半泣きで白矢木課長に報告すると、隣の席から面白がるようにクスクスと笑う声が聞こえた。










現状報告２：ちょっと変な人です！




　十六階の会議室。大きな窓から差し込む朝日をブラインドで遮さえぎり、資料をめくる音を響かせる。

　風馬が担当する企画の会議で、コーディネート課からはわたしと黒原さん、アーニー不動産からは担当者二名、企画課からは風馬を含めて四名が出席していた。

　天井からつり下げた大きなスクリーンの前で、紺色のスーツに身を包んだ風馬が説明を始める。

「今回、グループ会社であるアーニー不動産のご依頼で、富裕層単身者向けマンションのインテリアを担当することになりました。最近、こういった企画は人気で……」

　風馬はパソコンを操作し、スクリーンの画像を切り替えながら、淡々と企画の説明をしていく。

　風馬と仕事をしたことは何回かあるけど、毎回そつなくこなしている印象だ。いつも考えすぎて仕事のスピードが遅くなるわたしにとっては、その姿がうらやましく思え、カッコよく見えたこともあった。

　でも、今はそんな風に思えない……むしろ、風馬なんか見えないところに行きたいくらい。

「では、次ページをご覧ください」

　スクリーンには、大きな字でコンセプトが映し出された。手元の資料をめくると、そちらにもひと際目立つ文字で同じことが書かれている。

「コンセプトは〝ラグジュアリーなアーバンライフ〟」

　風馬が強調して言うと、彼の先輩である企画課の男性達はうなずいた。

　ラグジュアリーなアーバンライフかぁ……。

　資料を見つめながら、企画課が提案するコンセプトについて考える。

　富裕層の方達の興味を惹ひくにはもってこいの横文字。わたしも何度かこういったコンセプトのインテリアを担当してきた。

　今回は今まで使ってきたメーカーの物より、少し高く見えるような物のほうがいいかもしれない。エレガント調の物で揃そろえつつ、派手すぎないようにして……。

「このコンセプトから、イメージできるメーカーはなにかありますか？」

　考え込んでいると、アーニー不動産の担当者から質問を投げかけられた。

「あっ……そ、そうですね……贅ぜい沢たくで豪華。それでいて上品な物にしたいと思います。このようなコンセプトなら、今までユーロベイカーやイクスタシーイタリアなどのメーカーが好評でしたので、そちらでいかがでしょうか？」

　コンセプトに合い、名前もよく知られているメーカーをふたつほど挙げる。今まで富裕層向けのマンションで取り扱ったことがあるし、好評を得た実績もある。

　企画課の反応は悪くなかったけれど、アーニー不動産のずっと黙っていたひとりが渋い顔をした。年齢は四十代後半くらいだろうか。眉間にしわを寄せている。

「それもいいんだけど、新しさがないなぁ」

「新しさ……」

　取り扱ったことがないブランドのほうがいいのだろうか。だけど、あまり知られていないメーカーとなると、年齢が高い顧客は不安を抱き、買い渋る傾向がある。

　わたしが言いよどんでいると、隣にいた黒原さんは持ってきていたタブレット端末を操作しだした。それからインテリアメーカーのホームページを表示すると、アーニー不動産の担当者達に見せた。

「水門が解釈したコンセプトに新しさをプラスされるのでしたら、日本でよく知られているメーカーで、こういったブランドがあります。このブランドは発表されたばかりのものですので、まだ浸透していませんが、日本人にも馴染みやすいデザインで、落ち着いた空間もご提供できると思います。今の予算ですと、すべてここで揃えることが可能です」

　黒原さんがキリリとした真剣な顔つきでスラスラと説明すると、アーニー不動産の担当者達は満足そうにうなずいた。

「へぇ、いいじゃないか」

　渋い顔をしていた男性も、前のめりになって黒原さんのタブレットを覗き込んでいる。

「ブランドの浸透が浅くても、聞いたことがあるメーカーなら、きっと顧客も安心しますね」

　企画課の担当者達も、いいブランドが見つかったと、晴れやかな顔をしている。

　黒原さんが提示したブランドを作っているのは、日本でもよく知られている海外メーカー。最近発表されたブランドはまだ取り扱ったことがなくて、わたしもチェックはしていたものの、すっかり頭から抜けていた。

「ほかにも心当たりのあるブランドがありますので、いくつかリストアップして本日中にメールでお送りいたします」

　黒原さんがニッコリ笑うと、アーニー不動産の担当者達は安心した様子だった。

「……では、説明を続けます」

　少し間を置いて、風馬がどこか冷めた口調で説明を再開した。

「黒原さん、ありがとうございます」

　ほかの人の迷惑にならないよう、身を小さくし、小声でお礼を言う。

「お礼なら、今度デートしてくれないかなぁ」

「なっ……なに言ってるんですか」

　わたしが睨みつけると、黒原さんは〝冗談だよ〟とでも言いたいのか、茶化すように微笑んだ。

　それから再び資料に視線を落とすと、隅にいくつものメーカー名を綺麗な字でサラサラと書き出す。わたしが知っているものもあれば、知らないものもある。

　この短時間でよく思い浮かぶなぁ……。からかわれて悔しいけど、やっぱりすごい。

　感心と称賛の目で黒原さんを見ていると、説明をしている風馬から痛いほど視線を感じた。

　プレゼンをよどみなく進める風馬。口はきちんと仕事をこなしているけど、目はわたしを咎とがめているよう。

　そうだよね……黒原さんの仕事ぶりに感心している場合じゃない。今は風馬の説明を聞かなくちゃ。

　わたしは肩をすくめると、資料に向き直った。




「では、以上で本日の会議は終わります。ありがとうございました」

　完成までのスケジュールなどを確認し、会議が終了した。

　壁にかかった時計を見ると、そろそろお昼休憩の時間だ。

「では、わたし達はこれで……」

　アーニー不動産の担当者達が会議室から出ていき、次いで企画課の人もふたり出ていく。残されたわたしと黒原さん、風馬と彼の先輩の四人でスクリーンを片づけ、向かい合わせに並べていたデスクをもとの位置に戻した。

　荷物をまとめていると、黒原さんが歩み寄ってくる。

「水門ちゃん、先に帰って。俺、企画課に確認したいことがあるから」

「わかりました」

　返事をすると、黒原さんは企画課の先輩と話を始めた。すでに思いついたいくつかのブランドについて話をしているようだ。ふたりの邪魔をしないよう、わたしは静かに会議室から出た。

　いい時間だし、このまま食堂に行こうかな。

　オフィスへ戻るか、食堂へ行くか……迷いながらエレベーターを待っていると、風馬が走り寄ってきた。

「和紗っ！」

「ち、ちょっと……大きい声で名前っ……」

　わたし達のことを知っている黒原さんはともかく、企画課の先輩が近くにいるのに。

　慌てて注意すると、軽く「悪い」とだけ謝られた。なにやら、それどころじゃない必死の形相だ。

「和紗、ちょっとこっちに来て。聞きたいことがあるんだ」

　風馬の手がわたしの手首を掴む。

「ヤッ……ヤダ、離してっ」

　振り払おうとしても、元野球部の力にかなうはずもない。

「ここじゃ、話しづらいだろ。ちょっとだけだから、お願い」

　風馬が瞳を揺らしながら頼んでくる。

「もうっ……」

　風馬のお願いを聞くわけじゃないけど、エレベーターの前ではいつ誰に聞かれてもおかしくないので、隅のほうへ移動することにした。

「それで……聞きたいことって、なに？」

　わたしがふてくされた態度で言うと、風馬は萎縮した様子で口を開いた。

「なぁ……もう、黒原さんにオトされた？」

「えっ!?　オ、オトされてないよ！　なに言ってるの!?」

　なんで、そんな風に思われているのかわからない。思ってもみなかった質問に、焦って舌がもつれ、声のボリュームが上がった。

　素直に答えてしまったことがなんとなく悔しいけれど、風馬は納得していないのか怪訝そうな顔をした。

「じゃあ、なんであんなに黒原さんのこと、うっとりした目で見てたんだよ」

「う、うっとりって……」

　会議のときのことかな。全然そんなつもりなかったのに……。

　風馬の勘違いにげんなりする。

「うっとりなんかじゃなくて、すごいなっていう尊敬の目で見てたの」

　わたしはすぐに新しいメーカーやブランドを挙げられなかった。

　なのに、黒原さんは瞬時にいくつも頭に浮かべていたようだ。一緒に仕事をするうえで頼りになるし、尊敬する。

　わたしの答えを聞いた風馬は、落ち着きを取り戻したように肩の力を抜いた。

「そっか……。あ、それなら……やっぱり俺とのこと、考え直してくれないかな？」

「どうしてそうなるの？　わたし達のことと、黒原さんは関係ないでしょ」

　風馬には何度も無理だと言っているのに、どうしてこんなにしつこく迫ってくるんだろう。

　思わず顔をしかめてしまう。

　わたしの反応に、風馬の肩には再び力が入り始めた。

「関係あるよ。和紗に好きな人ができたら、復縁の望みが薄くなるだろ。俺には……和紗しかいないんだよ。和紗といるときが、一番心地いいんだ」

「今さら、そんなこと言われても……」

　信じられない。それならなぜ後輩と浮気するのか。男の心理だとか、性欲だと言われてもわたしには理解できない。

「それに、風馬は別にわたしのこと……好きじゃないでしょ」

　胸がズキリと痛む。目の奥が熱くなり、涙が零れないよう唇を噛み締めた。

　ずっと抱えていた思い。もう乗り越えたものだと思っていたのに、言葉にすると想像以上につらかった。

「え？　どういうことだよ」

　風馬はわからないとばかりに、眉を寄せてたずねてくる。

「風馬……吉田さんに、わたしのこと色気がないって、女として見られないって言ってたじゃない。ふたりが話しているとき、たまたま近くにいたの」




　風馬と吉田さんが一緒に仕事をしていたときのこと。わたしが頼まれていた資料を持って遅れていくと、会議室のそばにある休憩室で、ふたりは入口から背を向けた状態でソファに座り、コーヒーを飲んでいた。

『柿崎は水門のこと、なんとも思ってないの？　同期だろ？』

　声をかけようとしたとき、自分の名前が聞こえ、咄とっ嗟さに入口のそばで身を潜めた。知らないところで自分の話をされて、つい好奇心が湧いてしまったのだ。

『別に、なんとも思ってません』

　付き合っていることが会社の人に知られると、お互いに仕事がしにくくなると思い、ふたりで内緒にすることを決めた。それなのに、つい胸が痛くなる。

『そっか、可愛いのに』

　吉田さんがコーヒーを飲みながら、軽い口調で褒めてくれる。兄のように慕う吉田さんから言われると妙にくすぐったかった。

　風馬はどんな風に返事をするのだろうか。仕事は無難にこなすし、きっと返答も淡泊で〝そうですね〟くらいに返すだろうと思っていた。

　……なのに、風馬は褒めた吉田さんを嘲あざ笑わらった。

『なに言ってるんですか。全然可愛くないですよ。性格は真面目で面白味がないですし、色気もない。女として見れませんって』

　一瞬、目の前が真っ暗になり、倒れそうになった。壁に手をついてこらえ、胸の奥から込み上げてくる、怒りとも悲しみともつかない感情を押し殺す。

　風馬は、わたし達の関係を隠そうとしてウソをついている。

　そう思い込むことに必死で、あまりのショックで涙が出てくる気配すらなかった。しばらくその場に立ち尽くし、深呼吸を繰り返してから落ち着いた状態で中に入った。

『すみません、遅くなりました！』

　声が震えないよう、思いきり元気のある声を出した。ふたりともうろたえた様子ではなかったので、わたしが聞いていたことに気づいていなかったみたいだ。




　あのときのこと……忘れたくても、頭にこびりついて忘れられない。

　風馬もそのときのことを思い出したのか、目をハッと大きくした。

「あ……あれは、吉田さんが和紗のこと可愛いって言うから……ちょっと嫉しっ妬として、カッとなって言いすぎたんだよ。お前のよさは俺だけがわかっていればいいし」

　風馬は言いにくそうに口ごもると、わずかに頬を赤くした。

　その様子から、ウソは言っていないように思える。

　だからといって、あのとき受けたショックがなくなるわけではない。

　もちろん、〝風馬がウソをついただけだ〟〝もしかしたら聞き間違いかもしれない〟〝ただ社内恋愛を隠そうとしただけなのかもしれない〟……と、何度もポジティブに考えようとした。

　でも……あの日から風馬と一緒にいると、どうしても〝彼はわたしのことをそんな風に思ってるんだ〟という思いが頭をよぎり、自分の魅力のなさに悩んだ。

　そんなときに、彼が後輩と浮気しているのを目撃してしまった。女としての価値のなさを思い知らされたようでつらかった。それから数日間は真っ暗な井戸の底にいるような状態で、どうやって過ごしたか記憶にない。

　暗闇の中で辿り着いた答えは、〝風馬はわたしのことを好きではない〟ということだった。風馬の口から聞いたわけではないけど、そう考えるとすべて納得がいった。

　受け入れるには時間がかかったし、いまだにつらい。だけど、一度納得すると徐々に心が楽になっていき、風馬とはもう終わりにして、ほかのことに目を向けていこうと、ようやく気持ちを切り替えられつつある。

「なにを言われても、わたしの気持ちは変わらないから……」

　わたしが再度断っていると、風馬の後ろからスマートな影が現れた。

「しつこいうえに、サイテーだなぁ」

「黒原さん……」

　どこから聞いていたんだろう。

　彼は風馬をじっとりとした目で睨みつけると、わたしの横に並んで肩を抱き寄せた。

「今さら言い訳なんて見苦しいよ」

　わたしに顔を近づけると、風馬に挑発的に言ってのける。

「ちょ、黒原さん……近いですよ」

　自分の顔のそばに、あの甘い顔があると思うと見ることができず、うつむきながら注意する。

　しかし、顔をどけてくれる気配はなく、風馬にさらに言葉を投げかける。

「あとね、水門ちゃんはまだ俺が口説いている途中だから。抜けがけ禁止」

「抜けがけって……」

　呆れる風馬に「じゃあ、お疲れ」と挨拶すると、わたしの手を引いてエレベーターの前まで歩きだした。

「あのっ、黒原さん……！」

　わたしは慌てて呼びかけるけれど、黒原さんは黙ってエレベーターのボタンを押す。唇を固く引き結んだ顔は、少し怒っているように見えた。

「水門ちゃん、一緒に食堂行かない？」

　声にいつもの抑揚がない。不愉快な様子で誘われて、どうしようか迷う。でも、もともと行くつもりだったし……黒原さんの態度の理由も気になる。

「はい……」

　わたしがうなずくのを確認した黒原さんは、エレベーターに乗り込むと、食堂がある十一階のボタンを押した。

　お昼休憩の時間まで、あと五分ある。

　食堂には、わたし達のように会議が終わってちょうどいい時間だから……といった人達しかおらず、並ばずに買えて席も余裕で選べた。

　窓際にあるふたり掛けの席に着くと、向かいに黒原さんが座る。テーブルを見ると、同じ白身魚の野菜あんかけ定食だった。

　黒原さんをそっと上目で見ると、眉をひそめてまだイラついた顔をしている。

　わたし……なにかやっちゃったのかな？

「水門ちゃんさぁ……」

「はっ、はい……」

　怯えていたため、声がひっくり返ってしまう。

「なんで柿崎くんと付き合ってたの？」

「えっ、ふ……風馬……ですか？」

「そう。いいヤツだったの？　俺にはまだ見えていない、彼の魅力があるのかな」

　黒原さんが機嫌悪そうに見えたのは、風馬について考えていたからだったみたい。

　なにか仕事で失敗をしたのかと心配していたので、ホッと胸を撫で下ろした。

「柿崎くんとは同期で……もうひとり、総務人事部に赤谷未香子という同期がいるんですけど、三人でよくご飯に行ったりしていて。グチを話し合ったり、気軽に話したりしているうちに、自然と意識するようになってたんです」

　初めはただの仲間意識しか抱いてなかったけど、同じ時間を過ごすうちに情が生まれ、愛情に変化した。風馬といると楽しかったし、気も楽だった。

　未香子にはその頃から彼氏がいて、わたし達のことをずっと見守ってくれていた。

「そっかぁ。まぁ、同期で付き合うっていうのはよくあることだよね。お互いの立場もよくわかるし、意気投合しやすいし」

「はい……いつの間にか……っていう感じですね。わたし、恋愛があんまり得意じゃないというか、奥手というか……。高校が女子校で、大学は共学でしたけど、それまで男性と接する機会が少なかったので、女子とばかり一緒にいて男友達もいなかったんです。……だから、風馬と仲良くなって、すぐに好きになっちゃったんですよね。それで風馬も、わたしを好きになったのかも」

　黒原さんは納得したのか、もう不機嫌そうな顔はしていなかった。

　入社一年目の冬に風馬から告白され、舞い上がって眠れなくなるほど嬉しかったことを思い出す。誰かと付き合うこと自体が初めてのわたしに、風馬は優しく接してくれた。

　それなのに楽しさに慣れて、心地良さは怠惰へと変わり、いつの間にかすれ違ってしまった。そうなったのは、やっぱりわたしの魅力のなさが原因だったのかもしれない。

　もそもそと白身魚を口へ運ぶ。

　すると、黒原さんの視線を痛いほど感じた。

「な、なんですか？」

　耐えられなくなってたずねる。

　それでも彼は、わたしの瞳を覗き込むように、ただじっと見てきた。なにか見えないものを見るように、軽く眉を寄せている。

「水門ちゃん、もしかして『色気がない』って言われたこと、気にしてる？」

「うぐっ……！」

　魚が喉のどに詰まる。

　まさか、こんなにストレートに聞かれるとは思わなかった。

　ゴホゴホとせき込んでいると、黒原さんが水を手渡してくれた。こんなに動揺していたら、図星だとバレバレで否定もできない。

「気にしなくていいと思うよ。本人も嫉妬からだって言ってたじゃん」

　黒原さんのフォローが逆に悲しい。否定することは諦めて認めることにした。

「そ、そうですけど……実はちょっとコンプレックスでもあったので」

　色気がないということは、子どもっぽいということだ。年齢より若く見られるのは嬉しいけど、女性としての魅力が欠けているのかと落ち込んでしまう。

「コンプレックスかぁ……」

　黒原さんはわたしを案じてくれているのか、小さく息をつく。それから箸はしを置くと、顎に手を当ててなにやら考えだした。

「うーん……そうだな。もうちょっと前髪伸ばして、横に流してみたら？」

「ま、前髪……」

　わたしは眉の上でザクザクと切られている前髪を押さえた。仕事の邪魔にならないよう気をつけたのが、女子力の低下に繋つながってしまったのか。

「それから、髪は全体的に軽くして動きを出して……メイクは濃いめにしてドレスアップしたら、もっと綺麗になるよ」

「は、はい……」

　髪型を変えて、メイクを濃くして、服装まで……って、結構変えなくちゃいけないんだ。それくらいしないと、色気って出ないのかな。

　情けなく感じていると、黒原さんはさらに言葉を続けた。

「あとはしゃべり方も変えて、歩き方も立ち振る舞いも変えて、もっと遊んで……派手になったらいいんじゃない？」

　しゃべり方も、歩き方も……しかも、もっと遊べって!?

「ヒ、ヒドイ……！　それじゃ、わたしじゃなくなります！」

　声を荒らげると、黒原さんは悪びれもせずお腹を抱えて笑った。

　全部変えれば、そりゃ今の子どもっぽいわたしはどこにもいなくなるけど……でも、そうやって指摘されると、全部ダメみたいですごく悲しい。

　キッと睨みつけると、黒原さんは申し訳なさそうに口を開いた。

「ごめんごめん。でも、髪型とメイクは本当にちょっと変えるだけで、もっと女性らしくなれるよ。それにリコルディのイスにもさらに似合うようになる」

　黒原さんが向かいの席から手を伸ばし、わたしの髪をひと房取り上げる。指先にクルクルと絡ませ、もてあそびだした。

『リコルディのイス』とは黒原さんが〝女王様〟と崇あがめているあのイスのことだろう。

　髪型とメイクをちょっと変えるだけで印象が変わることには納得できる。だけど、今リコルディの話は一切していないのに……。

　わたしは膝の上で拳こぶしをギュッと握り締めた。

「水門ちゃんはそのまんまでも可愛いし、リコルディとも合うんだけど……ドレスアップしたら最高に似合うだろうなぁ。そうしたら……俺、キミにひざまずくかも」

　黒原さんの唇が弧を描き、艶を帯びる。髪から手を離すと、わたしのことをくすぐるように見つめてきた。

　しかし、そんな色香が漂う視線や笑みは、今のわたしに通用しない。

　こ……この家具オタク……！

「ひざまずかなくて結構ですっ！」

　怒りで全身が震える。わたしは勢いよく立ち上がると、食堂から出ていった。




　午後からは、食堂でのやり取りをわずかに引きずりながら、黒原さんと挨拶回りをした。

　取引先にはふたりとも愛あい想そよくしていたし、特に問題はなかった。ただ少し、シルバーの社用車で移動する際中の会話がぎこちないだけ。

　運転しているのは黒原さんで、わたしは助手席に座っている。

「挨拶回りって結構楽しいよね。オフィスでパソコンの前に座ってるより、ずっといいよ。自由にさせてもらってる感じで」

「はぁ……」

　すっかり暗くなった夜道を走り抜けていると、運転席から甘く落ち着いた声で話しかけられた。わたしはそちらのほうには目を向けず、窓に映る景色を見た。

「ドライブ気分になったし、久しぶりにいろんなところを走ったから、気になるお店も見つけられたし」

「へぇ……」

　会話がぎこちないといっても、わたしが素っ気ないだけで黒原さんはいつも通り、というかむしろ上機嫌。本人の言う通り、堅苦しい打ち合わせや、文字と数字だけを見つめる事務作業から解放されているからだろう。

「あ、水門ちゃん。このまま直帰、っていうことにして、一緒に夜ご飯食べて帰る？」

「いいえ。会社に戻って、家に帰ってご飯を食べます」

　キッパリ言い返すと、赤信号で停まった黒原さんが顔を覗き込んできた。

「お昼のこと……まだ、怒ってる？」

「怒っていません」

　嫌味っぽく言い返すと、黒原さんは噴き出した。

「なんで笑うんですか」

　ムッと頬を膨らませると、さらに笑われてしまう。

「だって、水門ちゃん……完全に怒ってるじゃん」

　人の気も知らずに楽しげで腹立たしい。いくら先輩とはいえ、知り合って間もないのに、人のことをおちょくってばかりで……憎たらしいなぁ。

　イラ立ちを込めて睨みつけてみても、黒原さんはまったく気にすることもなく余裕の表情。悔しいけど、その顔はやっぱり綺麗だ。

　むしろ、黙っていれば近寄りがたいほどの美しい顔が、笑顔で崩れて親しみが湧き、より魅力的になっている。社内でそんな顔をしたら、遠巻きに見ていた女性達が一気に押し寄せるのではないかと思うほど。

　だけど、わたしはその顔に惑わされないんだから。

「全っ然、怒ってません。すっごくフツーです」

　無表情で強く言い返し、また窓のほうを向いた。

　魅力がないと悩むわたしにすべて直すように指摘してきたこととか、いつの間にか家具の話にすり替わっていたこととか……いろいろ怒りたいところはあるけど、別に怒った態度をとっているつもりはない。

　そもそも、黒原さんにコンプレックスを話したこと自体が間違いだったんだから。

　信号が青になり、車がゆっくりと発進する。

「んー……じゃあさ、怒ってるフリしてよ。それで、俺に〝ごめんなさい〟ってことでご飯おごらせてくれない？」

「怒ってるフリって……なんですか、それ」

　そんなこと言う人、なかなかいないよ。

　つい頬がゆるんでしまった。

「あ、やっと笑った。笑顔のない水門ちゃんは、水門ちゃんじゃないからね」

「もう……黙って運転してください」

「はいはい、了解しました」

　黒原さんは楽しげに返事をすると、無駄のないハンドルさばきで会社まで運転した。

　オフィスに戻ると白矢木課長に挨拶回りが終わったことを報告し、デスクを片づけて退社する。




「前髪を横に流して……全体的に軽く、かぁ……」

　家に帰ってご飯を食べたあとお風呂へ入り、ドライヤーで髪を乾かしていると、ふと黒原さんの言葉を思い出した。

「似合うのかなぁ……」

　鏡に映るすっぴんの自分を見る。胸元まで伸びて切り揃えた重たい髪の毛が、ドライヤーの風によって舞い上がっている。

　もう十年くらいこの髪型だ。ちょっとくらいだったら、変えてもおかしくないかもしれない。

「でも……黒原さんに言われた通りにするのは、なんとなく悔しいしなぁ……」

　今、女性として見られたい人がいるわけでもないし。好きな人ができてからでもいいかな。

　乾かした髪をクシで梳とくと、わたしは寝ることにした。




　次の日の朝。いつもより早い時間に目が覚めたわたしは、通勤ラッシュを避けるために早めに家を出た。

　会社へ着くと、まだ誰も出勤していないオフィスで、黒原さんが好きだというリコルディのホームページを見る。

　パソコンの画面に出ているのは、無駄を省いたシンプルでモダンなデザインの物ばかり。黒原さんにリコルディの名前を聞いて、わたしが思い浮かべた物と一緒だった。

「じゃあ、黒原さんが好きなイスはリコルディじゃないのかな……？」

　ホームページをいくら探しても、エレガント調のインテリアはひとつも出てこない。

　本当は違うメーカーで、からかわれただけなのかな……。

　パソコンを見つめながら疑問に思っていると、黒原さんが出勤してきた。

　彼がコーディネート課に来てから約一週間が経ったけど、家が会社から近いらしい黒原さんは、家にいても時間を持て余すからか、仕事が好きだからか、いつも早く来ているとほかの人から聞いた。

　ただ、わたしが出勤したときに席を外していることが多いので、社内のどこかでのんびりした時間を過ごしているみたい。

「おはよう、水門ちゃん。今日は早いね……あ、リコルディじゃん」

　わたしの後ろを通り過ぎるとき、チラリとパソコンの画面が見えたらしい。黒原さんが嬉しそうにわたしの肩口から覗き込んできた。ふわりと爽やかな香りがする。あまりにも距離が近かったので、反射的に身をよけた。

「おはようございます。あ、あの、黒原さん……リコルディって、モダン調の物しか見当たらないんですけど、黒原さんの女王様は本当にリコルディなんですか？」

　たずねると、黒原さんは席に着いて、ポケットからスマホを取り出した。画面を見つめる目が蕩けたようにうっとりし始める。

「そうだよ、初期の頃のリコルディ。こういうエレガント調のブランドも打ち出していたんだけどね、なかなか人気が出なくて。結局、当時先進的だったモダン調のブランドだけが残ったんだ」

　インテリア業において、モダン調は今となっては定番だけど、中でもリコルディのそれには定評がある。理由はいち早く、モダンデザインを作り出したから。

　パソコンでもっと詳しく調べると、黒原さんが言っていた通りの情報が出てきた。

「本当だ……一部マニアには初期のエレガント調の物が人気……」

　一部マニア……さすが、黒原さん。

　思わず納得してしまう。

「中でもダークグリーンとボルドーが人気なんだ。構造部材の天然木との調和が美しいって評判でさ。……でも、俺は断然アイボリー」

「アイボリーですか。なんだか、汚れが気になりそうですけど」

　わたしが思ったことを口にすると、黒原さんは大げさな身振りで否定し、甘い吐息を漏らした。

「そこがいいんだよ。あの、うかつに触れたら汚してしまいそうなジリジリ感がたまらない。純粋ですべて受け入れてくれそうなのに、気安く触らせてくれないんだ。俺にとっては女王様だよ」

「は、はぁ……」

　女王様の由来はそこから来たのか。ダメだ……黒原さんの熱についていけない。

　隣の黒原さんは、スマホの待ち受け画面を愛いとおしそうに見つめ、時折指先でその形をなぞっていた。

　何軒か一緒にお店を回って、黒原さんの家具への服従心に慣れてきたつもりだったけど、まだまだ甘かったみたい。

　でも、なんでそんなイスにわたしがピッタリなんだろう……。モダンなリコルディのイスも似合わないけど、エレガントなリコルディも似合うとは思えない。ましてや、うっかり触られても怒らないし、女王様でもないのに。

　疑問に思い、たずねようとしたら、藤本さんが出勤してきた。ブランド物のバッグをデスクに置き、ジャケットを脱いで席に着く。目の前に座っている黒原さんを見るやいなや、クールな顔をゆがめた。

「ヤダ、黒原くん……朝からスマホ見てニヤニヤしないでよ。彼女？」

「違いますよ。でも、それくらい愛しい存在です」

　リコルディについて語る声が、いつもより優しく、甘さを帯びている。

「え？　愛しい存在？　なにそれ」

　黒原さんの意味ありげな言い方に、藤本さんは眉をひそめる。

「黒原さん、大好きなイスを見てるんですよ」

　わたしが教えると、藤本さんは呆れた様子で肩を落とした。

「えー……それでニヤニヤしてたの？　そういうところ、入社したときから変わらないのね。ホント、変態っぽいというか、家具オタクというか……」

　藤本さんはやれやれといった様子で、ポーチを持ってお手洗いへ行ってしまった。

　黒原さん、入社したときからこんな感じだったんだ……。しかも、藤本さんにも『家具オタク』って言われてるし。

　黒原さんは藤本さんの言葉にまったくこたえた様子もなく、まだスマホを眺めていた。

　その〝愛しい存在〟と言えるイスに、わたしがどう似合うのか聞きたかったけど、また熱く語りだされても困るので、やめておいた。




　それから一週間ほど、わたし達は個別で仕事を進めた。

　わたしは任されていたショールームを完成させて、昨年度から引き継いでいた仕事を片づけ、黒原さんは新しい仕事を次々にこなしていた。

　四月も下旬に差しかかった頃。お昼前の陽気の中、黒原さんがクライアントとの打ち合わせから帰ってきた。

「今日、午後から柿崎くんと打ち合わせだよね。どこの会議室かな？」

　わたしにたずねながら、ジャケットを脱いでワイシャツにストライプのネクタイだけになった。袖をまくり上げると、彼の頼りがいのありそうな力強い腕が露あらわになる。つい目を奪われてしまい、慌てて逸らした。

「一〇五会議室、と連絡がありました。あと、内容は予算の変更についてのようです」

　風馬との打ち合わせは、黒原さんと一緒に担当することとなった富裕層向けのマンションについて。内容が〝予算の変更について〟というだけで、具体的な数字はまだ聞いていない。

　アーニー不動産の人とも話し合い、いろいろ決まりだしていただけに変更は痛い。大きく変わらなければそのまま進められる可能性もあるけど、そうじゃなかったら、また一からやり直しだ。

　ただでさえ風馬と打ち合わせということで気が重いのに、さらに重たくなる。

「予算の変更ってキツイよね。今までやってきたことはなんだったんだろう……って思うわ……」

　向かいの席でわたし達の話を聞いていた桃原さんは、パソコンを打ちながらため息をつく。桃原さんも何度か経験したことがあるらしい。

「でも、やるしかないわよね。クライアントがそう言うんだもん」

　藤本さんはサッパリとした口調で言う。

　確かに予算の変更は厳しいし、今までのことが無駄になるみたいで残念だ。……だけど、やるしかない。それもわかっている。

　ふたりとも、わたしの心を代弁してくれているみたいだ。

「どうにかしないと……」

　つい肩に力が入ってしまう。

　すると、隣に座っていた黒原さんがのんびり笑った。

「大丈夫だよ。なんとかなるから」

「黒原さん……」

　なんとかなる……なんて曖あい昧まいなセリフだけど、黒原さんが言うと本当にうまく事が運びそうで心が軽くなる。




　お昼休憩を挟み、午後イチで十六階の会議室に集まる。今日は企画部から風馬と彼の先輩しか来ておらず、四人での小さな打ち合わせだった。

「昨日、アーニー不動産との打ち合わせで予算の変更が決定しました。この金額で、全室のインテリアをすべて揃えていただきたいと思います」

　風馬から一枚の紙が渡される。そこには数字が羅列されていて、インテリアの部分を見るとかなりの削減となっていた。

　施工に予定外の費用が必要になったことが理由らしい。この金額では、今の予定を大幅に変更しないと実現できない。

「今、インテリアがほぼ決定していることは重々承知です。なので、カーテンや小物だけ変更し、価格を抑えていただくのでもかまいませんが……」

　風馬が大きな変更をなくそうと提案してくれる。大きな物だけ揃え、小さな物を少し手頃な物にすれば室内の雰囲気は損なわれないのかもしれない。

　今から手配することを考えると、そうするしかないのかな……。でも、細かいところで手を抜くなんて、どんなにメイン料理が美お味いしくても、脇役のパンがいまいちなレストランみたいでイヤだなぁ……。

　わたしが黙って考え込んでいると、資料から目を離した黒原さんがまっすぐ風馬を見つめた。

「それはやめたほうがいい」

　風馬の提案をキッパリと否定する。いつもどこか優しい口調なのに、強くハッキリと言い返す。黒目がちな瞳は真剣そのもので、キリッとしている。

　男らしい表情に、思わず胸がドキリと跳ねた。

「小さな部分で手を抜くと全体的に安っぽくなる。すぐ見抜かれるよ」

「黒原さん……」

　室内の雰囲気は損なわれないかも……なんて、少しでも考えてしまった自分を恥じる。お客様は気づかない、と無意識に見下していたということだ。

「確かに、お客様は目が肥えた方が多いので安っぽくはしたくありませんけど……」

　風馬も黒原さんの意見に納得するが、予算内に収まる、代わりのブランドがすぐに出てくるのか不安そうだ。

「あのさ、このメーカーなんて、どうかな？　一応、予算の変更って聞いていたから、いろいろ探しておいたんだ」

　黒原さんはタブレット端末を操作し、ひとつのメーカーを出した。

　画面を覗くとどうやら英語ではなくイタリア語みたいで、わたしには書いてある文章はまったく読めない。メーカー名もブランドも知らないけれど、落ち着いた重厚感があるソファや、華奢な脚なのに安定感のある絶妙なバランスのテーブル、スッキリとした四角いルームライトなど様々なインテリアが並んでいた。

「まだうちが取り扱ったことはないし、日本では知られていないメーカーだけど、物はすごくいい。イタリアにいるとき、展示会で何度か見たんだ」

「うちと取引がないうえに、日本に馴染みのないメーカーですか……。うん……雰囲気はとてもいいですね。ただ、物件と合うかどうか……心配です」

　不安そうな風馬を見て、黒原さんは画面をタップし、ブランドのシリーズが並ぶページを表示した。

「このメーカーは、どのブランドも本当に丁寧にデザインして作られているんだ。画像だけじゃわかりにくいけど、壁紙とか床が予定通りに仕上がれば、絶対に合うよ」

　不安を吹き飛ばすような明るい声。

　わたしもまじまじとタブレットを覗き込むと、手触りのよさそうな革でできたオフホワイトのソファや、それに合わせたローテーブルなど、洗練されたインテリアが並んでいた。

　確かにイメージに合いそう。瞬時にここまでピッタリなメーカーを提案できるなんて、さすが黒原さんだ。

「わ……わかりました。アーニー不動産の方達は安心感のほかに、新しさも求めていましたし……いけるかもしれません。黒原さんにお任せします」

『任せる』と言った風馬の顔は、不安が解消されたというよりも悔しそうで、どこか敗北感を滲にじませていた。




　打ち合わせが終わると、夕方から約束をしていたクライアントに会うため、外出した。今回は黒原さんと一緒に進める仕事だった。

　車より電車のほうが都合のいい場所だったため、ふたりで乗り込む。帰宅ラッシュの時間にはまだ早かったので、今日はむやみな壁ドンをされずに済んだ。

　クライアントは、駅近くで小さなバーを営む店主だった。白ヒゲをたっぷりとたくわえた店主は、わたしが設置したショールームを見て、バーカウンターとスツールを気に入ってくれたらしい。

　しかし、いざ訪れてみると、クライアントのバーはオシャレで落ち着いてはいるものの、シックというよりクラシック調のジャズバーだった。わたしがコーディネートした物とは少し合わない気がする。

「こちらはどうですか……この上品な造りが店内の内装とよく合いますが」

　持っていたカタログとタブレットを使って、ほかのインテリアを提案してみる。クライアントはうなずくものの、その表情は硬い。

「確かに、悪くない。しかし、どうしてもあのイスとカウンターがいいんだ。あれが気に入ったんだよ」

「そうですか……」

　わたしが見つけたインテリアを気に入ってくれるのは嬉しい。インテリアショップのオーナーだって喜ぶだろう。この店に合わないわけでもない。ただ、今提案している物のほうが合うというだけだ。

　どうしようかと思っていると、黒原さんがゆっくりと口を開いた。

「じゃあ、ショールームで飾っていたスツールとカウンターにしましょう」

「く、黒原さん……？」

　わたしより、黒原さんのほうが折れないと思っていたのに。

　彼の言葉に驚きを隠せず、つい、聞き返してしまう。

　黒原さんはわたしと目を合わせると、わかっているとばかりに浅くうなずいた。

　わたしとイスをコーディネートするくらい、インテリアを中心に考える人。〝合わない場所に置かれたインテリアが可哀そうだ！〟なんて言いだすかと思っていたのに。

「色は黒でいいですか？　焦げ茶色もありますよ」

「黒でいい。黒がカッコいいんだよ」

「では、そうしましょう」

　黒原さんはすべてクライアントの要望通りに決めてしまった。

　ま……まさか黒原さん……投げやりになってるんじゃ……！




　クライアントとの話が終わり、会社に戻るため電車に乗る。帰宅ラッシュで混みだしていたので、座ることも奥へ入ることもできず、ふたりでドアのそばに立った。

「じゃあ、今日も壁ドンして俺が守って――」

「もう、それ流行ってませんよ」

　すかさず黒原さんを牽けん制せいする。毎回、壁ドンをされていては心臓がもたないし、なにより恥ずかしい。そもそも、使い方が違う気がする。

「えっ、ウソ……じゃあ、次はなにが流行るんだろう。また検索しないと」

　黒原さんは眉を寄せると、ゆるいパーマがかかった髪をかいた。それから車内が蒸して暑いのか、少しだけネクタイをゆるめる。男らしい首筋と喉仏が見えて、目のやり場に困った。

「黒原さんはなにもしなくていいですよ……」

　なにもしなくてもモテるという意味と、なにもしてほしくないという意味の両方を込めた。つい、ため息が零れてしまう。モテテクを考える姿は、数十分前まで仕事をバリバリこなしていた人とは思えない。

　でも、さっきの仕事ぶりは黒原さんらしくなかった気がしたな……。

「黒原さんは……先ほどのバーに、あのインテリアでよかったと思いますか？」

　呟くような頼りない声音でたずねて、黒原さんを見る。

　彼は店や家の明かりが流れていく窓の外を見ていた。その表情は、柔らかく微笑んでいる。

「うん、よかったと思ってるよ。クライアントがすごく気に入ってくれているから。正直、色は焦げ茶にしたかったけど……まぁ、絶対合わないわけじゃないしね」

「そうですね……」

　わたしもクライアントが気に入ってくれたことが嬉しかったし、だからこそあまり強く言えなかった。

「それに、使う人に好かれなくちゃ、インテリアが可哀そうだ」

　そういうことだったのか。

　とても黒原さんらしい理由で、心の底から納得した。

　やっぱり、インテリア一番の人だ……。

「本当に、インテリアが好きなんですね」

「うん。家具も人も一緒……大切にされなくちゃ、つらいよ」

　電車のガタンガタンという音に交じり、黒原さんの声が優しく響いてきた。妙に胸がズキリと痛む。

　なんで……痛むんだろう。

　わからずにいると、黒原さんの手がわたしの頭にそっと伸びてきた。

「だから……たとえ嫉妬からの言葉だったとしても、一瞬でも大切にされなかったら、傷つくのは当たり前なんだよ」

「っ……！」

「彼が本音じゃないとわかっていても、つらかったでしょ。傷つけられたら、なかなか立ち直れないよね」

　黒原さんの大きな手のひらが優しい手つきで頭を撫でる。

　わたしが、風馬からの心ない言葉に傷つくのは当たり前で……まだ、傷ついたままでもいいんだ。

　傷つけられたことを忘れたくて、無理やり気持ちを切り替えようとしたり、自分の心から目を背そむけて早く立ち直ろうとしたりすることばかり考えていた。そのことに今、気づかされている。

　涙が溢あふれそうになり、わたしは無言でうつむいた。

　風馬と会いたくないと思っていても、仕事は普通にできている。だから、もう乗り越えられたと思っていたのに……。しかも電車の中だし……黒原さんのバカ……。

　心の中で咎めながらも、胸の奥から温かなものが溢れてくる。わたしはただそれが目から零れないよう、必死に唇を噛み締めていた。

　それから二十分、会社の最寄り駅がアナウンスされるまでわたしはうつむいたままだったけど、その間、黒原さんはひと言も話しかけてこなかった。

「あ、着きましたね」

　電車が駅に到着し、わたしは顔を上げた。もう、涙は引っ込んでいる。

　何気ない感じを装って黒原さんに話しかけるけど、彼からは返事がなかった。

　もしかして、泣きそうになっていたこと……わかったかな？　気まずいな……。

「黒原さん？」

　電車から降りて、黒原さんの様子を探るように上目で見ると、彼は困ったような笑みを浮かべた。

「あ……ごめん、このまま直帰するから白矢木課長に言っておいてもらえるかな。柿崎くんの企画のインテリアで、メーカーと連絡がとりたいんだけど、資料が家にあってね。今なら、イタリアは午前中だし」

「わかりました」

　正直ホッとする。あんな風に優しくされたあとだから、どういう会話をしていいかわからなかった。




　オフィスに戻ると、今日はみんな結構早く仕事が片づいたのか、残っている人はごくわずかだった。桃原さんはもちろん、珍しく藤本さんも帰っている。

「戻りました」

「おかえりなさい。おや……黒原くんはどこかへ置いてきたんですか？」

　ひとりで戻ってきたわたしを、白矢木課長が不思議そうに見てくる。

「あ、いえ。今日は黒原さん、今進めている企画の仕事を家でするそうで、そのまま直帰しました」

　白矢木課長のそばへ行き、イタリアのメーカーと連絡をとることを説明すると、納得したようにうなずいた。

「打ち合わせはうまくいきましたか？」

「はい。いろいろご提案したのですが、やはりクライアントの好みが大事だと思ったので、気に入っていただいたショールームのインテリアをそのまま購入いただくことになりました」

「そうですか。持ち主に好かれた家具はいい味が出ます。いい仕事をしたと思いますよ」

　白矢木課長は穏やかにうなずく。黒原さんと同じ考えであることに、ふたりの気が合うわけがわかった。

「それで……黒原くんとはどうですか？」

「ど、どうと言われましても……」

　わたしが『もてあそばれてます』と嘆いていたことを、心配してくれているんだ。

　今日はケンカなんてしていない。しかも、からかわれるどころか、優しくされた。

　でも……それを言うのはなんだか癪しゃくに障る。

「とりあえず……とことん家具オタクだということはわかりました」

　インテリアを見る姿から、クライアントに勧める理由まで。すべてがインテリア中心だった。そして、人に対しても……実はすごく優しいんだということもわかった。

「素晴らしいですね」

　白矢木課長は満足そうに微笑んだ。

「は、はぁ……」

　褒められるとは思わなかった。

　気が抜けたまま席に着くと、デスクを片づけて早めに帰ることにした。
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「さてと……これで手配完了だな」

　会社から歩いて五分のところにある高層マンション。３ＬＤＫの部屋は、本社に配属が決まってから新しく借りたので、まだ馴染まない。

　寝室と書斎、それと物置と化した部屋、あまり使用していないキッチンはピカピカで、大きなソファを置いたリビングもショールームのように整然としている。……いや、ショールームに比べたら、ホコリが幾分多いか。

　水門ちゃんと別れてから家へ帰り、楽な服装に着替えて書斎で仕事をしていた。

　ヘッドセットを置き、パソコンの電源を切る。イタリアのメーカーとうまく連絡がとれ、インテリアの見本を送ってもらえることになった。

　そのメーカーとは、会社としては取引がないものの、展示会へ行ったとき、メーカーに勤めるイタリア人の男性と個人的に仲良くなった。休日に何度か飲みに行ったり、一緒にショールームを巡ったりするほどの仲になり、今回のことも快く了承してもらえた。

　会社でやり取りをしてもよかったけれど、あのまま水門ちゃんと会社まで帰ると、俺の前で平静を装おうとしていた彼女に無理をさせることになるので気が引けた。

　……涙は苦手だ。

　何人の女性に『連絡がない』『もっと一緒にいて』『インテリアばかり見ないで』と泣かれたことだろうか。『ごめん』と謝っても、『信じられない』とまた泣かれる。どうしたらいいのかわからなくて、〝去る者追わず〟主義になった。

　原因が〝来る者拒まず〟だからと理解したのは、イタリアに行ってから。俺に好意を寄せてきたイタリア人女性と軽い気持ちで付き合ったら、『愛が足りない』と怒られた。

　そうは言っても、情熱的に愛を伝えたい相手じゃないからなかなか難しい。要するに、きちんと愛せる女性と付き合っていれば、彼女達を泣かせることもなかったのだと気づいた。

「でも……水門ちゃんは、もっと泣けばいいのに」

　場所が電車じゃなければ、胸を貸してやれた。からかうつもりで壁ドンはできても、さすがに抱き締められやしない。

　ああ、でも……抱き締めたら泣きやんだのかもしれないな。

　水門ちゃんの焦る顔を想像して、ひとりでクスリと笑う。

　思い返せば、水門ちゃんを初めて見かけたときも、彼女は少しだけ泣いていた。それでなんとなく、気になって放っておけなかったんだ。

「あー……なんか、飲みたいな」

　ひと息つくと、一日の締めに一杯やりたくなった。

　冷蔵庫には冷えたビールがあるし、ワインも日本酒もある。だけど、もっと美う味まい酒が飲みたい。

　着替えていた黒のＴシャツとパンツに薄手のジャケットを羽織り、家を出る。

　歩いて十五分。辿り着いたのは、昔ながらの飲み屋が立ち並んでいる路地の、さらに奥へ進んだ細い路地裏。

　アーニーグループのビルからも徒歩五分と近く、駅からは十分と便利な場所にあるのは、古いビルの一階にひっそりとかまえているバー『nookヌク』。

　入口はビルとビルの間にあり、人ひとり分の幅しかない路地裏に面して看板を出している。『nook』という名前には〝隅〟や〝人目につかない〟という意味があるらしいが、まさにその通りだ。

　この前来たのはいつだっけ？　久しぶりのような気もするけど、ついこの前のような気もする。

　そんなこともわからなくさせるほど、この店の佇まいはできたときから変わらない。

「いらっしゃいませ」

　ドアを開けると、オーナー兼バーテンダーの男性がどことなく陰のある笑みで迎えてくれた。

　少し長めの黒髪を片耳だけにかけて、シルバーのピアスを見せている。オーナーの容姿も、出会ったときから変わっていない。

「こんばんは。ちょっと飲みたくなって来ました」

　カウンターの八席しかないこの店は、わかりにくい場所のわりには繁盛しているようで、いつも誰かお客さんがいる。今日もすでにふたり組のカップルが静かに飲んでいた。

「なにになさいますか？」

　席に座ると、オーナーが低く落ち着いた声でたずねてくる。

「テキーラトニックをお願いします」

　注文すると、オーナーは「かしこまりました」と穏やかに返事をし、カクテルを作り始めた。

「この店……昔から変わりませんね」

　店へ入る前にも思ったけれど、店内の雰囲気もオーナー自身も、カクテルを作るオーナーの所作も変わらない。

「昔から……と言っていますが、黒原さん、お正月にいらっしゃいませんでしたか？」

　オーナーがわざとらしく首をかしげる。

　日本に帰ってきたときは、だいたいこの店に寄っていた。ここは年末年始も関係なく営業しているので、大型連休にしか帰れない俺にはありがたかった。

「まぁ、そうですけど。改めて思っただけです」

　オーナーとたわいもない会話をしながら、注文したテキーラトニックを飲んでいると、錆さびれぎみのドアがギイと乾いた音を立てて開いた。

　入ってきたのは、グレーのスーツに身を包んだ白矢木さん。彼も昔からこの店の常連だ。

「おや、黒原くんではないですか。水門さんからは直帰したとお聞きしましたが」

　キョトンと目を丸くしながら、白矢木さんは俺の隣に腰かけた。カウンターしかない店では、隠れるところがないのですぐに見つかってしまう。

「白矢木課長、お疲れさまです」

「ここでは〝課長〟はやめてください。そもそも、黒原くんもいつでも課長になれるんですから」

「昇進試験の合格はマグレですよ、白矢木課長……ではなく、白矢木さん」

　お言葉に甘えて、ここにいるときは〝さん〟づけにさせてもらおう。

　俺の言葉を聞いた白矢木さんはニコリと微笑み返して、隣に座った。オーナーと軽く挨拶をし、スコッチキルトを注文する。

「富裕層向けのマンション、予算が変更になったそうですね。その関係で家で仕事をすると聞きましたよ」

「はい、でもうまくやりますよ。もしかしたら、最初に考えていたものより、もっといい空間を提供できるかも」

「それは楽しみですね」

　仕事に関して、白矢木さんから詳しくたずねられたことはない。たとえ場所がここではなく、会議室にふたりきりだったとしても、軽く状況を確認してくるだけだろう。

　信頼、してくれているんだと思う。

　なんでも自由にやらせてもらいたい俺にとっては、最高の上司だ。だからこそ、成果を出そうと思っている。

　白矢木さんはオーナーが用意してくれたスコッチキルトを口へ運ぶと、美味しそうに喉へ流し込んだ。

「ところで、コーディネート課には馴染めそうですか？」

「はい、いい人達ばかりですね」

　もともと人見知りはしない。だから、馴染めるかどうかという心配はしていなかったけど、思った以上に楽しめそうだと感じている。その理由は……。

「水門さんとは、どうですか？」

　白矢木さんがまさにその〝理由〟について聞いてくるから、内心ドキリとした。

　この人、俺の心が読めるんじゃ……と、突飛な考えが頭に浮かぶ。白矢木さんなら、そんな不思議な力があっても納得してしまう。

「水門ちゃん、ですか？」

　聞き返すと、白矢木さんはもうひと口カクテルを飲んだ。上品な白矢木さんに似つかわしくなくひと口が大きいので、小さなカクテルグラスに入れられていたスコッチキルトはもうなくなりそうだ。

「水門さんが黒原くんにもてあそばれていると言っていましたね。あと、家具オタクだとわかった……という報告もありましたよ。黒原くんのことをよく理解してくれていますね」

「本当に……よくわかってる」

　クスリと笑みが零れる。一緒にインテリアを見に行った人みんなに言われる言葉だけど、水門ちゃんから言われたと思うとなぜだかくすぐったくなる。

「実は……水門さん、最近元気がなかったんですよ。どこか塞ふさぎ込んでいるというか、引っ込み思案になってしまったというか。しかし、黒原くんが来てから元気になったようです」

「あー……」

　最近ということは、柿崎くんの関係か。もしかしたら、『色気がない』と言われたことをずっと気にしていたのかもしれない。

「俺のおかげですか」

　冗談めかして得意気に言ってみる。

　けれど、白矢木さんは否定しなかった。

「だからといって、もてあそぶのはやめてあげてくださいね。僕の大切な部下なので」

「もてあそんではいませんよ。ただ……面白いので、からかっているだけです」

　俺の行動、言葉……すべてに素直な反応を見せてくれるから面白い。次はどんなことをして、その表情を変えてやろうかとつい企んでしまう。

「彼女、俺の女王様にピッタリなんですよ」

　グラスを傾けながら、白矢木さんに言う。

　彼はオーナーにウイスキーを注文すると、こちらを見た。

「女王様……とは、黒原くんが好きだというリコルディのイスですか？　……なるほど」

　白矢木さんは俺の好きなイスを知っている。頭の中で水門ちゃんを座らせているのか、小さくうなずいた。

「はい。そのままでもいいけど、ドレスアップしたらもっと似合います」

　スマホの待ち受けを見て、俺も頭の中で水門ちゃんを座らせる。頬が自然とゆるんでしまうのを感じ、画面から目を離した。

「それならなおさら……からかうんじゃなく、ちゃんと可愛がってくださいね」

　白矢木さんの口調は、咎めているわりには先ほどと変わらず穏やかだ。

「もちろん、可愛がりますよ」

　俺がからかうことで元気になるなら、もっといじってあげよう。

　水門ちゃんのクルクル変わる表情を思い出しながら、ひとりほくそ笑んだ。
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　黒原さんが頼んでくれていたインテリアの見本は、翌週の半ばに届いた。

　まずは小さめのソファとローテーブルを手配してくれたらしく、傷つけないよう厳重に包まれた物が、一階の倉庫に運ばれていた。

「思ったより早く届きましたね」

「うん、みんなのおかげだね」

　メーカーの担当者とは個人的に話をつけたらしいけれど、そのあとにちゃんとイタリア支社と仕入物流部にも連絡を入れていたようで、すべてスムーズに進んでいた。

　黒原さんは、それは『みんなのおかげ』だと言っているけど、その〝みんな〟が動いたのは黒原さんだからだと思う。

　人当たりがいいんだろうな……わたしは苦手だけど。

　いまだにどういった距離感で接していいかわからない。からかわれて、遠慮なく言い返したくなるときもあれば、やっぱり尊敬する一面もあって。気がつけばいつも振り回されている。

「見本を見てもらいたいけど、ここじゃ荷物が多くて広げられないし、どこか広い会議室を予約して、柿崎くん達と打ち合わせをしようか」

　風馬か……。前は名前を聞いただけでイヤな気持ちになっていたけど、今日は気が重くならない。昨日、電車の中で黒原さんに慰められたからかな……。

　自分の気持ちとちゃんと向き合い、無理しなくてもいいと思うと楽になって、自然と心の中で整理ができたのかもしれない。

「はい。空いている会議室、探してきます」

　返事も、無意識に明るい声になる。

「よろしくね」

　黒原さんがアーモンド形の瞳をスッと細めた。それだけで妖しい艶が溢れ出て、わたしの胸が高鳴る。

「っ……は、はい。じゃあ、オフィスで確認してきますね」

　この無駄にある色気も苦手だ。いちいち心臓がもたない。

　わたしは彼の笑みから逃れるように、倉庫を飛び出した。

　もちろん、一般的に見てカッコいいからドキッとするのであって、それ以外の気持ちはない。たとえ、傷ついていいと言われて気を許してしまったとはいえ、特別な想いが生まれるはずはない。

　そう、別に特別な感情があって、ドキッとしたわけじゃないんだから……。

　何度も頭の中で自分自身に言い聞かせる。

　黒原さんが女性慣れしているからいけないんだ。だから、すべて見透かされているような気がするし、どこか余裕や包容力を感じてしまう。

　そういうの、困る。……って、別に仕事をするだけだから、困る必要もないけど。

　自分の頭の中が、おもちゃ箱をひっくり返したみたいにゴチャゴチャしている。

「バカみたいなこと考えてないで、仕事しないと……！」

　しっかりしろ、と今度こそ自分に言い聞かせると、オフィスへ入った。

　パソコンで会議室の予約状況を確認すると、一番大きな部屋が空いていたので名前を入力する。急な予約だから、あとから念のため総務人事部に直接確認しておこう。

「風馬と……できれば、アーニー不動産の担当者にも見てもらいたいから、すぐに連絡してみよう」

　こういうとき、少しでも時間があれば覗いてもらいやすいから、同じビル内にあるグループ会社からの依頼は助かる。

「わたしと黒原さんが十五時からクライアントと打ち合わせになっているから……それまでに終わらせてもらわなくちゃ」

　風馬に予定を確認すると、十四時からなら可能ということだった。不動産の担当者については、時間を伝えて都合が合えば来てもらうことにした。




　春の午後はまどろみに満ちている。ブラインドから差し込む太陽が、殺伐とした会議室の雰囲気をちょうどいい状態にしてくれていた。

「あー……このソファ、座り心地もいいですね」

　牛革のひとり掛けソファに座り、風馬が目を閉じる。ふかっとした座り心地で、背中をしっかりと包んでくれる形状がとてもフィットするらしい。

　座り心地の優しさとは裏腹に、見た目は落ち着いていて高級感もある。飾りだけにはならない、実用的な物だ。

　打ち合わせに来ることができたアーニー不動産の担当者にも気に入ってもらえ、今回の企画はこのブランドで揃えることになった。

「なんで、ここのメーカーは名前が知られていないんでしょう」

　風馬はよほど気に入ったのか、立ち上がってソファをいろんな角度から見ている。これで床に這いつくばって見上げだしたら、黒原さん二号だ。

「デザイナーが、とある有名メーカーから独立した人で……まぁ、なんていうか、大人の事情があるらしいんだ。いい物はいいんだから関係ないのに、難しいよね」

　家具オタクである黒原さんは、やりきれないとばかりに大きくため息をついた。

　仕事がしんどくてではなく、家具のことを思ってため息をつくなんて、彼らしい。

「黒原さんはさすがですね……こんなブランドを知ってるなんて」

「新しいものが好きなだけだよ。展示会に行くのが趣味みたいなものだし」

「展示会が趣味……」

　考えられないとばかりに、風馬は唖あ然ぜんとする。

　風馬はどちらかというとプライベートを重点に置くほうだ。残業を嫌っていたし、わたしが仕事の悩みを相談しても『パァッと遊んで忘れよう』とよく言われた。それも大事だと思うけど、わたしは結局忘れられずに、ひとりで悩むことが多かった。

　今思えば、こういうのもすれ違いだったのかな……。

　たぶん、小さな不満や価値観の違いから、微妙にずれていったんだ。

「今回の企画を機に、このブランドを正式にうちで取り扱えないか、相談してみます」

　風馬が意気込んでそう言うと、黒原さんが口を開いた。

「仕入物流部には俺からお願いしてみるよ。前にいた部署だから知り合い多いし。あとはそこから上に相談してくれるんじゃないかなぁ」

「そうですか……あっ、じゃあ……今回の企画は俺が責任を持って手配しますので、俺に任せていただけたら……」

「企画部の人にそこまでしてもらうわけにいかないよ。大丈夫、今回は全部俺がやるから。向こうの担当者も知ってるし、イタリア支社とのやり取りも必要になってくるだろうから。仕入課にも連絡しておくよ」

「そ、そうですか……」

　黒原さんと言葉を交わすたび、風馬の顔には敗北の色が濃くなっていく。それは仕事に対するプライドの敗北か、それとも男としての敗北か……。まず、なんで張り合っているのかわからないけど、相当ダメージを受けているみたい。

　前は仕事に対して任されたものをただこなすだけで、こんなに真しん摯しになることはなかったのに……。インテリアもじっくり見ていたし……ちょっと、変わったのかな。

　風馬の仕事に対する変化を感じる。

「秋に完成して冬から売り出しだよね。季節感は小物で出しつつ、落ち着いた物を使用するように考えるよ」

　黒原さんはそう言い、「任せて」と笑ってみせると、腕時計を確認した。

「あ、そろそろ時間だね。片づけは明日でいいんだっけ？」

「はい。なので、行きましょう」

　予約した十三階の会議室はめったに使われない大会議室で、このあと予定していた会議もキャンセルされていた。総務人事部に聞くと『もう予約も入らないだろうから、明日の朝イチで片づけてくれたらいい』と言ってくれたので、その言葉に甘えることにしたのだ。

　わたしと黒原さんは、十五時からの打ち合わせに向かうため、必要な荷物を抱えて会議室を出る。

　しかし、エレベーターの近くまで来ると、風馬が追いかけてきた。

「ま……待って、和紗！　ちょっとだけ話がしたいんだ」

「えっ、ま……またぁ？」

　いくら気持ちを整理でき始めたとはいえ、うっとうしく感じる。

　思わずげんなりと肩を落としながら振り返ると、子犬のような目をした風馬が立っていた。

「相当、好かれてるね」

　黒原さんが気の毒そうに耳元で囁き、先にエレベーターのほうへ歩きだした。

　とりあえず周りを確認すると、ひとけはない。このフロアは広い会議室しかないので、大きな会議のときしか使用されていないのだ。

「なに……？」

「あのさ、今日……和紗、誕生日だろ。飯……行かないか？」

「えっ……お、覚えててくれてたんだ……」

　自分でも、昨夜寝る前と今朝目覚めたときは意識していたものの、仕事をしているうちに忘れていた。

　自分のことを、自分以外の誰かが気にかけてくれている。それは、すごく嬉しい。でも……風馬がそう接してくれたからといって、彼と一緒にご飯へ行くのは違う。

「ごめん……行かない。今さらふたりで特別な日を過ごすなんて、あり得ないよ」

　わたし達はもう、恋人同士じゃないから。

　ハッキリと線を引いた。これで、わたしに対する愛情か執着かわからない感情から、風馬が解放されればいいと思う。

「……わかった。それなら、また……機会があったら」

「うん。それじゃあね」

　普段はしつこい風馬もさすがにあっさり引いて、わたしは今度こそすんなりその場を去った。

「お疲れさま」

　エレベーター前へ行くと、壁にもたれるようにして黒原さんが立っていた。

　静まり返った廊下。エレベーターからそんなに離れていないところで話をしていたので、話し声は聞こえていただろう。

「立ち聞きしていたんですか」

「いいえー、立ち聞きなんてとんでもございません。可愛いお姫様のために、エレベーターのボタンを押してお待ちしておりました」

　黒原さんはうやうやしく頭を下げる。冗談でやっているのに、優美な仕草で本物の執事みたいに見える。

　なにをやらせてもキマるな……なんて思っていると、エレベーターがポンと軽やかな音を鳴らして、タイミングよく到着した。

「ウソはやめてください」

　いくらなんでも、待っていたなんて明らかなウソ。乗り込んで咎めると、黒原さんはペロッと舌を出して、あざとく笑った。

「ごめん、ごめん。ちょっと気になって。お詫わびに……はい」

　ポケットからミニペットボトルのお茶を取り出し、差し出してきた。エレベーターの前にある自動販売機で買ってくれたらしい。

「これを持って、一緒に外回りへ出かけませんか？」

「……仕方ありませんね」

　また黒原さんがうやうやしく頭を下げるので、わたしもわざとツンとした表情でうなずいてみせた。

　黒原さんといると、すぐに彼のペースに巻き込まれてしまうから不思議だ。

　それから準備のために一度、オフィスへ戻る。今日は電車の移動で、また帰る時間も遅くなりそうだったので、予定のホワイトボードに〝直帰〟と書いた。

「水門ちゃん、荷物貸して」

「あ……はい。お願いします」

「うん」

　黒原さんは重たい荷物をニッコリと笑顔で受け取る。黒原さんと出かけるときは、荷物をひとつしか持ったことがない。たまには遠慮しようかと思うけど、結局うまいことを言われてしまいそうなのでやめた。

　ビルから出ると、昼下がりの生ぬるい風が頬を撫でた。

　駅へ向かいながら、黒原さんがゆっくりと口を開く。

「水門ちゃんさぁ、断るとき……どうして予定があるって言わなかったの？」

　一瞬、なんのことかと思った。それからすぐに、先ほどの風馬からの誘いのことだと気づく。

「あ……そう、でしたね。思いつきませんでした」

　断ることと、関係をハッキリさせることに必死だった。確かに、〝予定がある〟と断るほうがスムーズだったかもしれない。

　素直に口にすると、黒原さんがフッと笑みを零した。

「ウソがつけないタイプだよね」

「い、いいじゃないですか、別に。あっ、ほら……電車が来ますよ！」

　駅に近づき、わざと急せかしてみせる。

　黒原さんは楽しそうに笑いながら、ホームまで走ってくれた。

「それで、誕生日の今日はなにを食べるの？」

　電車に乗り込んで話が終わるかと思ったら、まだ続いていた。座れたので、せっかく壁ドンをされずに心穏やかでいられると思ったのに、これではまた落ち着かない。

「なにって……まだ決めていませんが、帰りにスーパーに寄って考えるか、面倒くさかったら、買い置きしてある冷凍のパスタで済ませます」

「ケーキは食べないの？」

「んー……この打ち合わせがうまくいったら、コンビニで買おうかなぁ……」

　考えてなかったけど、誕生日だし、風馬の誘いをハッキリ断れた自分にご褒美として買うのもいいかも。

　最近はコンビニスイーツも美味しいし……なんて思っていると、黒原さんがフッと噴き出した。

「水門ちゃん、本当に予定がないんだね」

「バッ、バカにしてますね!?」

「してないよ。ただ、もったいないなぁって思っただけ」

　……やっぱり、バカにしてる。ありのままを話して損した。

　そうしていると、電車が目的の駅に着いたので、わたしは憎たらしさを吐き出すかのように、大きな足音を立てて降りた。駅の床に小石は転がっていないけど、足元にあれば蹴飛ばしたい気分だった。

　黒原さんは薄く笑いながら並んで歩いていたけど、駅にあるお手洗いの前まで来ると足を止めた。

「ごめん、ちょっとお手洗いに行くから……ここで待ってて」

「はい」

　別に誕生日に予定がなくたっていいじゃない。さっき、スマホを確認したら、友達や家族から【おめでとう】のメッセージが来ていた。それだけで、充分幸せだ。




　打ち合わせは滞りなく終わったものの、相手の都合で開始時間が遅れたため、クライアントの会社から出るとあたりは薄暗くなっていた。

　今日はこのまま直帰の予定だし、コンビニでスイーツを買って帰ろうかな。あ、でも前に読んだ雑誌で、この近くのケーキ屋が紹介されてたなぁ。確か、駅に近かったはず。そこのケーキにしよう。

　ケーキなんて黒原さんに言われるまで思いつきもしなかったけど、ちょっとだけ楽しみになってくる。ひとりの時間を楽しむのも悪くない。

「では、黒原さん……わたし、寄り道をして帰るので……」

　駅に着いて「お疲れさまです」と頭を下げる。しかし、黒原さんのよく磨かれた革靴はそこから動かない。

「あれ、今日は用がないんじゃなかったの？」

「用……というか、ケーキを買いに行こうかなと思いまして」

　正直に答えてハッとする。

　うわ……〝水門ちゃん、寂しいねぇ〟なんて、またバカにされるんじゃ……。

　からかわれることを覚悟で黒原さんを見ると、優しく口元をほころばせていた。

「水門ちゃん……よかったら、これからご飯行かない？」

「え？」

　戸惑って、目をパチクリさせていると、黒原さんがクスリと笑った。

「今日、誕生日でしょ。せっかくの記念日にひとりで過ごすなんてもったいないよ。俺に、お祝いさせて」

「で、でも……悪いですし」

　黒原さんがなんでわたしの誕生日を祝ってくれるの？　友達でも恋人でもないのに。

「気にしないで。レストランももう予約してあるから」

「予約って……わたしの誕生日、知ったの今日ですよね。そんなのいつ……あっ！」

　まさか、お手洗いに行くと言って離れたとき？

「わ、わたしに……本当は予定があるって思わなかったんですか？」

「だって水門ちゃん、ウソつけないでしょ。いい子だから」

　黒原さんが悠然と微笑みかけてくる。

「ぐっ……」

　確かに風馬の誘いを断るとき〝予定がある〟という口実なんて思いつかなかったし、咄嗟にウソはつけないほうだけど……。

　なんか……黒原さんに自分のことを見透かされていると思うと、恥ずかしい。

「俺の従兄弟いとこがやってる店なんだ。ほら、行こう」

　黒原さんがわたしの手を掴む。

　引っ張られて、前のめりになった。

「えっ、ちょ……ちょっと……待ってください！」

　慌てて声をあげると、黒原さんが「ん？」と振り返った。

「あ、あの！　仕事の終わる時間が遅れたのに……予約の時間は大丈夫なんですか？」

　いくら従兄弟とはいえ、時間に遅れていくのは迷惑だ。ひと言連絡すればいいのかもしれないけれど、黒原さんのそばにいる間、彼にはそんな素振りがなかった。

「大丈夫だよ。打ち合わせが遅れてもいいような時間を予約したから」

「えっ……遅くなることも見越してたんですか？」

「そんなわけないよ。でも、仕事が早く終われば、デートすればいいだけでしょ？」

　黒原さんは女性をエスコートすることに慣れているのか、余裕の表情だ。

「デ、デートって……」

　そんな気楽に言われても……。

「もういいじゃん、電車が来ちゃうよ」

　構内には、反対側のホームに電車が到着するアナウンスが響いている。

　黒原さんは再びわたしの手を引き、駅のホームをふたりで走る。

　カッコいい人に強引に引っ張られて走るなんて、ドラマのワンシーンみたい……じゃなくて！　誕生日に黒原さんとふたりでご飯なんて……なんでこんなことに！

　彼が選ぶレストランなんてオシャレに違いない。食堂で向き合って食べるのとはわけが違う。

　想像するだけで緊張しつつ彼に手を引かれるまま、会社へ向かう電車とは反対のホームへ辿り着く。

「あの、黒原さん……本当に、食事に行くんですか？」

　肩をすくめておずおずとたずねると、黒原さんの唇がいやらしくクッと上がった。

「ご飯より、もっとイイトコロがいいって言うなら……連れていってあげるよ？」

「……結構です」

　黒原さんの言う『イイトコロ』には、いやらしい意味が含まれている気がして、うなずくことができなかった。

　まもなくして、ホームに電車がやってきた。

「まぁ、楽しいひとときは約束してあげるからさ」

　黒原さんは妖しく微笑むと、戸惑うわたしの手を引いて電車へ乗り込んだ。




　黒原さんの従兄弟が営むレストランは、どこにあるんだろう。

　会社とは逆方向の電車へ乗り、なにやらご機嫌そうな黒原さんとともにふた駅ほど揺られる。降り立ったのは、多くの人が行き交う大通りの駅だった。

　結局連れてこられちゃった……。

　居心地悪そうにしていると、黒原さんが大きな手を差し出してきた。

「手、繋いで歩く？」

　人を茶化すようないじわるな顔をしている。

　わたしはムッと眉を寄せた。

　電車へ乗る前も強引に手を引かれたのに……なんでも思い通りにいくと思ったら、大間違いなんだから。

「繋ぎません」

「なぁんだ、残念」

　強く言い返すと、黒原さんは大げさに肩をすくめて歩きだした。

　ふたりで並んで歩く大通りの道沿いには、流行の最先端の物や、デザイン性が高い洋服を飾っている店がたくさん並んでいた。

　わたしもたまにこのあたりを友達と歩くけど、買い物はしたことがない。入社四年目のわたしは、まだ大した給料をもらえておらず、このあたりの店はハードルが高い。気になる洋服を見つけて店の中に入ったことはあるけど、冷やかしで終わってしまったのだった。

　黒原さんは、この通りが似合うなぁ。

　華やかで品のあるこの通りによく馴染んでいる。そんなことを思いながら歩いていると、黒原さんが一軒の店で足を止めた。そこは白レンガの壁と紺色の庇ひさしがついた店。大きなショーウィンドウには春らしいラベンダーカラーのワンピースが飾られている。

　素材はシフォンらしく、ふんわりしていて、ウエスト部分がほどよく絞られ、スカートはゆったりめのフレアに開いている。きっと、サイズが合えば身体のラインが綺麗に見えると思う。

「あー……このワンピース、似合いそうだなぁ」

　黒原さんは独り言のように呟くと、チラリとわたしのことを見てきた。

「え……？」

　わたしに似合いそうってことかな。いやでも……騙だまされちゃダメ。なんといっても、家具オタクの黒原さんなんだから。

「こ、これから行くレストランのイスに……ですか？」

　絶対そうだよね。そういう意味で『似合いそう』って言ったんでしょ。

　確信を持ってたずねると、黒原さんは口を大きく開いて笑った。

「違うよ。水門ちゃんに、だよ」

「えっ、わ……わたしに!?」

　あの家具オタクの黒原さんがわたしにワンピースをコーディネート？

　思わず自分を指差してたずねると、その手を取られてしまう。

「ちょっと、試着してみて」

「試着って……黒原さんっ！　予約の時間……！」

「まだ大丈夫。たっぷりデートできるように、二十時に予約したから」

　彼は左手首につけたブランド時計から顔を上げると、わたしに余裕の笑みを返してくる。腕時計を見ると、まだ十九時を過ぎたところだった。

「でも、試着しても……」

　試着したところで、ただの冷やかしになってしまうのに。

　そう思いながらも、引っ張ってくる黒原さんの力にかなわず、店の中に入ってしまった。

　店内にお客さんはおらず、ほっそりとした品のいい店員の女性がふたりいるだけ。黒原さんの姿を見ると、彼女達は瞳をキラキラと輝かせた。明らかにときめいている。

「いらっしゃいませ、なにかお探しですかぁ？」

　ニッコリと微笑み、語尾を高く上げる。

「すみません、飾ってあるワンピースを彼女に着せてください」

　黒原さんは店員に負けないくらいの笑顔を見せると、わたしの肩に手を置いた。

「い、いえ……わたしは……」

「いい彼氏さんですねぇ。では、どうぞ試着室へ」

「えっ、やっ……ちょっと……！」

　断ろうと思ったのに……というか、まず彼氏じゃない！

　言いたいことはいろいろあったけど、店員の笑顔に負けて、試着室へ向かう。

　ワンピースは可愛いし、興味がないわけでもない。でも、ひとり暮らしに突然の出費は痛い。

「しかも、この値段……」

　着替える前に、ワンピースについた値札を確認する。自分が普段着ているブランドなら、二着は買える値段だ。

　買わないのに、試着するなんて悪いなぁ……でも、こういう機会、めったにないよね。

　悩みながらも、徐々にワクワクしてきて袖を通し、背中のファスナーを上げていく。

　着替え終わり、鏡に映った自分を見て、何度も目を瞬かせた。どうやら、上品な服は着た人をワンランク、レベルアップさせてくれるらしい。

「水門ちゃん、着た？」

　カーテン越しに黒原さんの声がした。

「あ、はい……今、出ます」

　サイズはピッタリ。だから、着やせ効果は出ている。でも、黒原さんの前に出るのはなぜだか恥ずかしい。

「どう……ですか？」

　そろそろとカーテンを開き、黒原さんの前にワンピース姿をさらす。彼がハッと息を呑のむのがわかった。

「水門ちゃん……すごく似合ってる」

　まじまじと呟かれ、妙にくすぐったくなる。

「ありがとうございます。着慣れないので、落ち着かないですけど……」

　わけもなく裾を揺らしたり、つまんだりしてみるけど、心はそわそわしたまま。

「靴は水門ちゃんが履いていたピンクベージュのパンプスでも合うね」

「は、はぁ……」

　合うことは合うけど……別に、ワンピースを買うつもりはないし……と、思っていると、黒原さんが店員を呼んだ。

「すみません、彼女にこのワンピースを着せたまま帰りたいので、値札を取って、代わりに着ていた服を包んでもらってもいいですか？」

「えっ？　黒原さんっ！」

　ま、待って……わたしのお財布事情も知らずに、勝手に購入を決めないでよ！

　慌てるわたしを店員が「すみません」と呼び止め、値札を取ってしまう。

「では、お会計はこちらで……」

　店員は笑顔の花を満開にすると、黒原さんをレジに案内する。

　わたしは置いてあった自分のパンプスを履くと、レジへと向かう黒原さんのスーツの袖を慌てて引っ張った。

「待ってください、黒原さん！　わたし、このワンピース買えるお金が……」

　焦りから、つい顔が強張ってしまう。よほど変な顔をしていたのか、黒原さんにクスリと笑われてしまった。

「そんなに必死にならなくても大丈夫だよ。俺からのプレゼントだから」

　黒原さんがわたしを安心させるかのように、優しく頭を撫でてくる。

「プレゼント!?　でも、いただく理由がありません」

　わたしは犬が身震いするかのごとく、ブルブルと首を横に振った。

「あるでしょ。今日は水門ちゃんの誕生日」

「そ、そんなの……そんな理由じゃいただけませんよ」

　彼氏でも友達でもなく、ただの職場の先輩に高価なワンピースをプレゼントしてもらうなんて、そんな話聞いたことがない。

　わたしが強めに否定すると、黒原さんは首裏をかいた。

「んー……じゃあ、本当のこと言うよ。実はこのワンピース、水門ちゃんが最初に言った通り、レストランのイスにピッタリなんだ。だから、そのワンピースに身を包んだ水門ちゃんとイスとの調和を楽しみたい」

「わたしとイスの調和……」

「家具オタクの自己満足だよ」

　黒原さんは自嘲ぎみに言うと、お会計を済ませてしまう。

「じ……じゃあ、そういうことでしたら……ありがとうございます」

　なんだ、やっぱりイスのためか。

　わかっていたことなのに、胸に風が吹いたみたいにがっかりしてしまう。

　値段が値段なので少し気が引けるけど、店員の目もあるのでこのままもらうことにした。後日、またなにかお返しでもしよう。

　店員の甲高い「ありがとうございました」という声に見送られながら、わたし達は街灯が灯り始めた夜の大通りへと繰り出した。

　それから十分ほど歩き、黒原さんが一軒の白とダークブラウンを基調にしたフレンチレストランの前で足を止める。

「ここが従兄弟の店だよ」

　門の前には、スポットライトに照らされた、ゴールドの譜面台のようなボードがあり、そこにメニューが置かれていた。

　ひとりでは当然入れないし、友達と入るのにも勇気がいるようなところ。躊躇なく足を進める黒原さんに、わたしは周りをキョロキョロと見渡しながらついていった。

　店の外観から、内装は高い天井に煌きらびやかなシャンデリアを想像していたけど、まったく違っていた。ダークブラウンの絨じゅう毯たんに、真っ白なテーブルとイス。落ち着いた色合いでまとめられ、人々が楽しそうにしゃべりながら食事をしている。

　少しだけ肩の力が抜けた。

「ご予約のお客様ですか？」

　白いシャツに黒のベストを着て、蝶ネクタイを締めた男性が声をかけてくる。髪は一本の乱れもなく後ろに撫でつけられていた。

「はい、黒原で予約してます」

　黒原さんが答えると、予約表を確認した男性が窓際の席へ案内してくれた。壁一面の大きな窓からは、ライトアップされた中庭が見える。

「このイスとワンピースを合わせたんですか？」

　真っ白なイスなので、ラベンダーカラーが合わないわけではないけど、正直どんな色でも合う気がしてしまう。

「ん？　ああ……ワンピースね。うん、そうだよ。それより、メインはどれがいい？　ワインも頼もう」

　なんか……軽く流された？　気のせいかな。

　ワンピースに対する黒原さんの答えに引っかかりを覚えたけど、それよりメイン料理を決めることに夢中になってしまった。

　メインは牛フィレ肉の赤ワイン煮込みか、仔牛の低温ロティか鯛の香草オーブン焼き。どれも食べてみたかったけれど、鯛をお願いした。

「俺もそれにしようかな」

　黒原さんも鯛を注文すると、ギャルソンは「かしこまりました」と言って静かに下がった。

「素敵なお店ですね。こういった上品なお店は大抵緊張するんですけど、ここは広々としていて和やかな雰囲気で……すごく落ち着きます」

「そう言ってもらえると従兄弟も喜ぶよ。あ、ウワサをすれば……」

　黒原さんの視線の先には、注文した白ワインを運んでくるスラリと背の高い男性がいた。小さな顔に優しげな目、品のいい唇とすべてが整っていて、どことなく黒原さんに似ている。

「薫、いらっしゃい」

　ワインを運んできた人は感じのいい笑顔を浮かべ、黒原さんのことを『薫』と呼びかけた。

「恭きょう兄にい、久しぶり」

　黒原さんもいつもの艶っぽい笑みではなくて、くったくのない笑顔を見せる。それから、わたしに『恭兄』と呼んだ男性を紹介してくれた。

「こちら、俺の従兄弟の恭きょう弥や。……で、こちらの可愛い子が後輩の水門ちゃん」

「初めまして。よろしくお願いします」

　わたしが頭を下げると、恭弥さんも「よろしくね」と爽やかな笑みを返してくれた。

「薫の後輩ということは水門さんも――」

　恭弥さんが気さくに話しだしてくれたとき、背の高いスタッフが彼の後ろに立った。

「オーナー、すみません」

　小声で恭弥さんに声をかける。

「ごめん、呼ばれちゃった。ふたりともゆっくりしていってね」

　恭弥さんは申し訳なさそうに謝ると、しなやかに一礼して去っていった。

　しばらくするとコースの前菜が運ばれてきた。テーブルに置かれたそれを、ギャルソンが丁寧に説明してくれる。聞いているだけで、ヨダレが出てきそうな物ばかりだった。

　ひとつ食べ終えると、またタイミングよく次の料理が運ばれてくる。黒原さんは慣れた手つきでナイフとフォークを扱い、上品に食べ進めていく。マナーのお手本みたいな動作で、思わず見入ってしまった。

「どうしたの？」

　わたしの視線に気づき、黒原さんが料理に落としていた目線を上げた。照明が映り込んで妖しい光を放つ瞳にじっと見つめられると、わけもなく動揺してしまう。

「い、いえ……」

　わたしは首を振ると、食事の手を進めた。

　それから、ひとつひとつをゆっくりと味わっているうちにお腹は満たされていき、残るはデザートだけになった。

「美味しかったです……」

　どれもこれも美味しかった。もっとこの満足感を表現したいのに言葉が見つからない。

　感謝の気持ちを込めて言うと、黒原さんも大きくうなずいた。

「ホント、美味しかったね。あとはデザートか」

「デザートも楽しみです」

　そんな会話をしていると、ティラミスとアイスが盛られたお皿を持った恭弥さんが現れる。ひとつのお皿には、なにやら花火が刺さっていてパチパチと弾けていた。

「こちら、薫からです」

　恭弥さんがそう言って、花火が飾られたお皿をわたしの前に置いてくれる。プレートにはチョコのデコレーションで〝happy birthday〟の文字が書かれていた。

「く、黒原さん……ありがとうございます」

　目の前でキラキラと輝く花火。ワンピースをプレゼントされて驚き、料理の美味しさで楽しませてもらい、デザートの花火でさらに感動させられた。

　お礼を言うわたしに、黒原さんは軽く首を振るだけ。

「ハッピーバースデー、水門ちゃん」

　花火越しに見た黒原さんは、オレンジ色の光を浴びて色気をさらに漂わせていた。

「少しでもいい誕生日になったかな？　……っと、電話か。せっかく、いいところだったのに……クライアントからだ。水門ちゃん、ちょっとごめんね」

　黒原さんは震えたスマホを確認し、ひと言謝ると席を外した。

　彼と入れ違いで、恭弥さんがコーヒーを持ってやってくる。

「料理はお口に合いましたか？」

　彼は優しい声音で聞くと、デザート皿のそばにコーヒーを置いた。

　ふわりと芳かんばしい香りが漂ってくる。

「はい。とっても美味しかったです」

「嬉しいですね。素敵な女性を連れてきてくれたこと、薫に感謝しなくちゃ」

　恭弥さんは顔をほころばせると、出入口のほうに視線を向けた。ドアのガラス部分から、外で電話をしている黒原さんが見える。

「薫の仕事ぶりはどうですか？　アイツ、なかなかの変人だから心配で」

　恭弥さんの口ぶりから、本当のお兄さんみたいな情を感じる。

　黒原さん……従兄弟からも変人だって思われてるんだ。でも、変な人だと言うわけにもいかないし……。

「とても尊敬してます。インテリアに対する愛情がすごくて……このワンピースだって、ここのイスに合わせてわざわざプレゼントしてくださったんです」

「イスに合わせて……？」

　恭弥さんは怪訝な顔をし、それからフッと噴き出すように笑った。

「いや……いくら家具オタクでも、そこまでしないでしょう。きっと、純粋にあなたへの誕生日プレゼントですよ」

「えっ、そ、そんな……でも、なんで……？」

　自分が着ているワンピースを見る。『家具オタクの自己満足』と言った黒原さんの言葉を信じたけど……。

「きっと、あなたに似合うから贈りたくなったんでしょう」

「ウソ……」

　やっぱり、このワンピースはわたしのためだったんだ……。

「では、ごゆっくり」

　恭弥さんは優しく微笑むと、動揺するわたしを置いて席を離れていった。

「ごめん、ちょっと長引いちゃった」

　恭弥さんと入れ替わるように黒原さんが席に戻ってくる。

「デザート美味しそうだな」

　黒原さんは嬉しそうにティラミスをパクリと頬張った。

　先ほど恭弥さんに聞かされた言葉が頭から離れず、わたしはただそんな彼の様子をじっと見てしまう。

「うん、いい味。水門ちゃんは食べないの？」

　さすがに視線が気になったのか、黒原さんがたずねてきた。

「黒原さんは……簡単にウソつくんですね」

「え？　どういうこと？」

　とぼけているのか、キョトンと目を丸くする。

　この人のことだからプレゼントの理由を聞いたって、本当のことを教えてくれるはずがない。

「悪い男だな……って、思っただけです」

「なんだ、褒め言葉か」

　黒原さんは飄々とした様子で受け流すと、コーヒーを口へ運んだ。

　結局、お会計も黒原さんがしてくれて、ただの先輩と後輩の関係なのに、それ以上のお祝いをしてもらった。

　店から出ると、駅まで並んで歩く。大通りの両脇で煌こう々こうと明かりを灯していた店達は閉まり、車のヘッドライトと街灯しかない。夜風が吹き、髪とワンピースの裾を揺らしていく。

「今度、きちんとお礼させてください」

　隣を歩く黒原さんに告げると、彼は覗き込むようにわたしを見てきた。

「お礼？　したいの？」

「も、もちろんです」

　至近距離に身体を縮こまらせると、黒原さんはさらに身体を近づけ、わたしの耳元に唇を寄せた。

「どうやって、してくれるの？」

　不敵に笑い、ボリュームを抑えた声で甘く誘うように囁く。艶っぽい響きに、胸の奥が跳ねた。

「黒原さんっ！　近いです……！」

　わたしは黒原さんの身体を押し、彼を遠ざける。

「お礼については、今度……わたしがご飯をごちそうします」

「デートのお誘いか、嬉しいな」

　ニヤリとわざとらしい顔をする。

「ちっ、ちが……そうじゃなくてですね……」

「あ、駅に着いたね。電車は違うから、ここでお別れか……気をつけてね」

　決してデートに誘いたかったわけではないのに。うまく、黒原さんのペースに乗せられている。

「あの、本当に今日はありがとうございました」

　膝に頭がつきそうなくらい大きく礼をすると、頭をワシワシと撫でられた。

「ちょ、黒原さんっ！」

「つい……ね」

『つい』じゃなくて！

　咎めたかったけれど、このまま話を続けていても黒原さんにうまくあしらわれるだけだ。

　わたしはまだ話しかけようとする彼に、クルリと背を向けて帰ることにする。

　なんか、最後までからかわれているというか、バカにされているというか……。いつも黒原さんに振り回されてる……。

　ムスッと頬を膨らませてホームへ向かい、入ってきた電車に乗り込む。ドア近くに立つと、真っ暗な窓に自分の顔が映った。

　でも、まぁ……今日はいいか。

　窓に映っているのは、いつもよりワンランクアップしたわたし。特別な誕生日になったことは間違いない。そう思わせてくれたのは黒原さんだ。

　去年は、風馬と一緒だった。

　まさか一年後に浮気をされて別れているとは思わなかったけど、あのときは風馬があれこれデートコースを考えて、一日中エスコートしてくれた。

　わたしのためにお祝いしてくれたことを思い出す。

　今年も、お祝いしてくれようとしたんだよね……。

　だからといって、浮気は許せないし、ふたりでご飯を食べに行きたいとは思わない。それでも、この先仕事で関わるし、風馬のいいところはたくさん知っているから、少しずつ関係性を変えていきたいと思う。

　自分が傷ついたつらさを乗り越えるだけじゃなく、風馬とも新たな関係を築きたい。そうしたら中身も、今みたいにワンランクアップした自分になれるかもしれない。

　こんな風に思わせてくれたのも……今日があったから。ということは、黒原さんのおかげ？　……それは、認めたくないけど。

　わたしは家へ帰ると、スッキリした気持ちで眠りについた。




　次の日。就業開始前に藤本さん達とたわいもない話をしていると、白矢木課長と黒原さんが一緒にオフィスへ入ってきた。ふたりとも荷物はデスクに置いてあったので、就業時間まで休憩室で時間を潰していたようだ。

　ふたりが席に着くと、まもなく時計の針が始業時間の九時を差した。

「そういえば水門さん、昨日の打ち合わせはどうでしたか？」

　白矢木課長が席からわたしに呼びかける。

　昨日はクライアント先から直帰していた。正確には、そのあとに黒原さんとご飯へ行ったけれど。

「はい。この案で決定になりそうです」

　白矢木課長のもとへ行き、資料を手渡す。課長は「そうですか」と穏やかにうなずいた。

「ところで、黒原くんにはまだ振り回されていますか？」

　少し声のトーンを落とし、ほかの人には聞こえないようにたずねてくる。

「はい……相変わらず、もてあそばれてます」

　なにが面白いのか、ことあるごとにからかわれている気がする。

「黒原くんからは、一緒にご飯を食べに行ったりして仲良くしていると聞きましたよ」

「え……な、仲良く……？」

　黒原さんにしてみれば仲良くしているつもりなのかな。

　プレゼントもご飯もありがたかったけど、仲が深まったかと聞かれれば微妙だ。むしろ、もう少し距離の詰め方を考えてくれたっていいのに、と思ってしまう。

　黒原さんにしてみれば女性との触れ合いは当たり前かもしれないけど、慣れないわたしは心臓が破裂しそうになっていたというのに……。

「なんか……だんだん、腹が立ってきました」

　つい、本音がポロリと漏れる。

「黒原くんに、ですか？」

「いっ、いえ……なんでもありません！　失礼します」

　わたしは慌てて否定すると、デスクへ戻った。










現状報告４：振り回されています！




　新幹線の窓から新緑の山々が見える。

「五月に出張ってありがたいよね」

　隣に座った黒原さんが、コーヒーを飲みながらしんみりと言った。

「暑くも寒くもないし、今日は天気もいいし……んー……いい気持ち……」

　フワッとあくびをした黒原さんの声が、どんどん小さくなっていく。

「黒原さん？　あ……寝ちゃってる」

　隣を覗き込むと、目ぶたを閉じて気持ちよさそうに寝入っていた。長い睫毛が頬に影を作り、口角の上がった唇は寝ていても微笑んでいるようだ。

「コーヒー、零れますよ」

　手に持ったままのコーヒーを取り上げ、テーブルに置く。

　今日は関西の展示会に行くところ。いろんなインテリアメーカーがブースを出し、見本を展示している。関西支社の人はもちろん出席し、本社からもわたしと黒原さんが出席する。本当は白矢木課長と行く予定だったけれど、急きゅう遽きょ課長に打ち合わせが入り、代わりに黒原さんが一緒に来てくれることになった。

　昨日の帰り際にそれが決定し、黒原さんは今日予定していた仕事をすべて終わらせてきた。だから、昨夜は遅くまで仕事をしていたみたい。

　黒原さんの寝顔なんて貴重だなぁ……。

　こうして寝ていてくれたら、ただの綺麗な人で目の保養にバッチリ。だけど、起きていたら彼の言動にどうも振り回されてしまう。こんな人だから、振り回しているのはわたしだけじゃないんだろうと思ったら、不思議なことに同僚からはそういった声がまったく聞こえてこない。

　黒原さん……ほかの人の前では猫かぶってるのかな。それならわたしの前でもかぶっていてほしい。

　綺麗な寝顔を見つめながら、ぼんやりとそんなことを考えていると、テーブルに置いていたスマホが震えた。

「ん？」

　確認してみると、未香子からメールが届いていた。

【昨日、彼氏とケンカした……価値観が合わないみたい。別れるかも。また話聞いて】

　別れるって……また、どうして……。

　未香子には、大学のときから付き合っている彼氏がいる。最近は『デートのご飯がジャンクフードばっかり』とか『仕事より遊びを優先するから困る』とか、よくグチを零していた。責任感の強い未香子からは考えられないことだったよう。

　食の違いも仕事に対する考え方も、価値観のひとつで、合わなければ積もり積もって、別れる原因になる。

　お互いにいろんな人やものに触れる中で、好みや考え方、生活スタイルが変わっていき、長い付き合いでも、ほころびが生じてくることも。

　なかなかピッタリ合う人っていないよね。

　わたしも風馬と付き合っていて、わたしとは違うな……と感じる部分はたくさんあった。好きだから目をつぶってこられたけど、結婚となると、そうはいかないのかもしれない。少なくとも、価値観の合致は大事なことだと未香子のメールからもわかる。

【なにがあったかわからないけど、別れるかどうかは落ち着いてから考えたほうがいいよ。近いうちに、ご飯に行こう】

　返信し、ひと息つく。

　風馬としか付き合ったことがないわたしに、なんのアドバイスができるのか……。

　自分の恋愛経験のなさに呆れていると、まもなく目的の駅に到着するというアナウンスが流れ始めた。

「黒原さん、そろそろ着きますよ。黒原さんっ」

　呼びかけても起きなかったので、肩を揺する。やっと気づいたようで、片目を眩まぶしそうに開け、大きなあくびをした。

「んっ……久しぶりによく眠れたかも」

　黒原さんは目をこすりながら、満足げに言う。よほど心地良く眠れたらしい。

「最近、眠れてないんですか？」

「うーん、眠りが浅いんだよね。ベッドに入ってからも仕事を引きずってるっていうか。今は水門ちゃんが隣にいたから眠れたのかも」

　黒原さんがいたずらっぽい表情でわたしの顔を覗き込んでくる。

　これは甘い言葉を言って、わたしをからかっているのかな……。

「じゃあ、仕事中もずっと眠たいんですね」

「ホントだ。そういうことになるなぁ」

　わたしが嫌味で言い返した言葉も、余裕の笑みで受け止められてしまった。




　新幹線から降り、展示会までタクシーを使う。十五分ほど走ると、整備された並木通りに差しかかり、大きなドーム形の建物が見えてきた。会場の前でタクシーを降りると、ふたりで並んで歩き、入口へ向かう。

「大きい会場ですね」

　遠くから見ても大きいと思っていたけど、中へ入るとより広大さを感じる。

「普段からコンサートやほかの展示会を開いている場所みたいだね。東京の展示会には参加しなかった新規のメーカーもあるし、楽しみだな」

　黒原さんは入口で受け取ったパンフレットを眺め、口元をほころばせた。

「展示会って何度来ても飽きないよね」

　満面の笑みを浮かべた黒原さんが興奮ぎみに言うから、思わずわたしも楽しくなってくる。

「そうですね。どんなインテリアに出会えるのか楽しみです」

　うなずく黒原さんと一緒に中へ入る。

　多くの企業がショールームのようにブースを組んでいて、いろんな部屋が展開されている。どの企業も力を入れており、棚があべこべに組まれた面白い形の本棚や、オーダーメイドの高級なロッキングチェアなど、デザイン性豊かなインテリアばかりが飾られている。夢のような世界だ。

「どこのブースも、気合いが入ってるね」

「ええ。白矢木課長、来られなくて残念そうでしたね」

「あの人もインテリア好きだからね。おっ、シンクと食器棚なんて珍しいな」

　だいたいがリビングや寝室などのインテリアを置いているのに、ダイニングをメインにしたインテリアを展示しているブースがあった。住宅メーカーとコラボしているブランドらしく、赤と白を基調にしたモダンなシンクと食器棚を紹介している。

「水門ちゃんも、インテリアが好きでこの会社に入ったの？」

　黒原さんは質問しながら、シンクを細かく見たり、食器棚を開いたり閉じたりしている。

「もちろん、そうです。食器も好きなので迷いましたけど……」

　テーブルウェアを扱う会社も受けたけれど、先に内定をもらったアーニーデコールに入ることを決めた。クライアントに無茶な要望をされたり、この前のように急に予算が変更になったりと、大変なことは多いけど、自分がコーディネートしたインテリアで、お客様が喜んでくれることにやりがいを感じる。「あなたにお願いしてよかった」と言われると、最高に幸せだ。本当に、この会社を選んでよかったと思っている。

「そっか……あっ、このイスなかなかイイね」

　黒原さんはそう呟いてダイニングテーブルに近づくと、やはりイスの脚元に這いつくばった。

　シンプルな白木のイスも、彼にしかわからない魅力があるのだろう。引き締まった身体を柔らかくしならせ、イスを見上げている。

　その光景に周りの人はギョッとしていた。

「すごい……あの人、面白い見方してる」

「なんか、動物みたいじゃない？」

　いろんな人がインテリアではなく黒原さんについて感想を述べていく。

　た、他人のフリしよ……。

　わたしは黒原さんから離れ、食器棚に飾られているお皿を見た。お皿は主役じゃないのに、きちんとダイニングの雰囲気に合う可愛らしいアイテムを使っていた。出展者の配慮の細やかさを感じる。

　満足するまでイスを見上げた黒原さんは、わたしの隣にやってきた。

「俺も食器好きだなぁ。料理してたら気になるんだよね」

「えっ、黒原さん、料理するんですか」

　意外……。この見た目で仕事もデキて料理もできたら……完璧すぎて怖い。家で手料理を振る舞われたら、どんな女性もイチコロだよ。

「するよ。結構うまいんだから。今度、食べにおいでよ」

　わたしにグッと身体を寄せ、顔を覗き込むようにして言ってくる。近づいた距離と耳をくすぐる甘い声。

　思わぬ誘いに、不覚にも胸がドキリと跳ねた。

「えっ……と……」

　答えに困り、瞬きだけを繰り返す。

　さすが黒原さん……サラッと誘えるんだ。でも、誘いに乗るつもりはないし、そもそも冗談かもしれないし。

「大丈夫、ちゃんとその日中にお家に帰してあげるから」

「は、はぁ……」

「でも、なにもしないとは約束できないかな」

　思わせぶりな口調で意味ありげに微笑む。

　やっぱり……手が早そうだもんな。というか、そのために料理を覚えたんじゃ……。

　今度はドキリとはせず、冷めた目で見てしまう。

「なんだ、もっと顔を赤くして動揺してくれるかと思ったのに」

　黒原さんは残念そうに肩を落とすと、気になるブースのほうへ歩きだした。

　その後ろ姿を見て、わたしは小さく笑った。

　それから何個かブースを見たあと、休憩スペースでお茶をすることになった。

　休憩スペースも、出展している企業がイスを提供しているらしく、いろいろなイスの座り心地が楽しめるようになっていた。展示会の遊び心に、インテリアに携わる者として嬉しくなる。

　自動販売機でわたしは砂糖とミルクが入った甘いコーヒーを買い、黒原さんはブラックコーヒーを買った。

　わたしは近くにあったイスに座る。

「うわっ……迷うなぁ、どのイスに座ろう。うーん……今の気分はこれかな」

　コーヒーを持った黒原さんは、本当に気分で選んだのか定かではないけど、わたしの隣に腰かけた。

「水門ちゃん、コーヒーはブラックじゃないの？　この前、恭兄のところではなにも入れずに飲んでたでしょ」

　カップのコーヒーを口に運びながら、黒原さんが横目でたずねてくる。

「甘い物が一緒にあるときだけブラックで、あとは砂糖とミルクを入れるんです。甘いほうが好きなので……それより、人が多いですね」

　規模が大きな展示会だけあって、多くの人達が見に来ている。同じ業界だし、知り合いのひとりやふたりに会ってもおかしくない。

　そういえば関西支社の人とも会ってないな……と思っていると、ひとりの女性がこちらに歩み寄ってきた。

「黒原さん！　いつ日本に戻ってこられていたんですか!?」

　ショートカットの黒髪に、赤いグロスが似合う背の高い女性が、興奮ぎみに黒原さんに話しかける。黒のパンツスーツが似合っていて、腕章から、ブースを出しているメーカーの担当者だとわかった。

「お久しぶりです、苔こけ口ぐちさんこそいつ日本に帰られたんですか？　あ、こちら後輩の水門です。で……こちらはイタリア支社にいるときにお世話になったイクスタシーイタリアの苔口さん」

　黒原さんが紹介してくれて、わたしはバッグから名刺入れを取り出して名刺交換をする。

「水門さんですね。イクスタシーイタリア大阪支店の苔口です。どうぞ、よろしくお願いします」

〝快活〟という言葉がピッタリな明るい挨拶をしてくれたかと思ったら、すぐに黒原さんに向き直った。話したいことがたくさんある様子だ。

「わたし、この四月の異動でイタリア支店から大阪支店に配属になったんです。前回はありがとうございました。黒原さんのおかげで楽しく仕事ができました」

「いえ、こちらこそお世話になりました。あのときはイスを見るだけで、イタリア人にあれほど面白がられるとは思いませんでしたよ。見世物じゃないんですけどね」

　黒原さんがまいったように首裏をかく。それを煽るように苔口さんがニヤニヤと笑った。わたしが話に入る隙はまったくなさそうだ。

「黒原さんの愛が伝わってきましたよ。ぜひ、また拝みたいものです」

「だから、見世物じゃないですって。でも、僕もまたご一緒できたらと思います」

　なんか……黒原さんがまともに会話してる。

　わたしのことはいつもからかうし、白矢木課長や藤本さんにものらりくらりとした受け答えばかりなのに。

　取引先の人が相手なのだから当たり前のことだけど、見つめ合って会話をするふたりに、それ以上の関係を憶測してしまう。

　親しい関係なのかも……と思うと、なぜだか胸がチクリと痛んだ。モヤモヤとイヤな気持ちが湧き上がってくる。

　苔口さんは早口で自分の近況を黒原さんに伝えると、「また飲みに行きましょう」と言って、足早に去っていった。

「相変わらず慌ただしいなぁ……」

　その後ろ姿を、黒原さんは温かい表情で見送る。わたしの隣に腰かけ直すと、コーヒーをひと口飲んだ。

「イタリアにいた頃も、いつも忙しそうにしてたんだ。イタリア人の旦だん那なをそっちのけで仕事をしている人でさ」

「えっ……け、結婚してるんですか!?」

　驚いて大きな声が出る。まさか黒原さんと親しい関係なんじゃ……なんて疑っていた自分が恥ずかしい。

　苔口さんが結婚しているとわかると、胸につかえていたモヤモヤが引いていくのを感じた。

「なに？　水門ちゃん……俺と苔口さんに嫉妬しちゃった？」

　黒原さんがニヤリと人の悪そうな笑みを浮かべ、こちらを見てくる。すごくいじわるな顔だ。

「なっ……そ、そんなわけありません！」

　誰が嫉妬なんて！

　わたしは動揺を隠したくて、コーヒーを一気に飲んだ。

「そ、それで……旦那様も一緒に日本に来られてるんですか？」

「ううん、旦那も子どももイタリアに置いたまま、単身赴任だって」

「子どもと離れ離れなんて……！　考えられない……」

　旦那さんと離れるだけでも寂しいと思うのに、子どもとも離れて暮らすなんて……。

　口にしてから、自分が苔口さんに対して否定的な言葉を言ってしまったことに気づいた。

「あっ、すみません。わたしには……っていう意味です。そのご家庭の事情とか、ご家族の考え方ってあると思うので」

　きっと、苔口さんの家族は理解しているし、彼女を応援しているのだと思う。そうじゃなきゃ、彼女があんなにもカッコよく輝いて見えるはずがない。

　黒原さんはわたしの言いたいことをわかってくれたらしく、軽くうなずいた。

「うん、そこだけ聞いたら、そう思うよね。彼女の旦那様は家族のために、主夫してるんだって。だから、バランスがいいんだよ」

「そうだったんですね」

　他人の家庭事情ながら、ついホッとしてしまう。幸せそうでなによりだ。

　わたしが胸を撫で下ろすのを見て、黒原さんは口元をほころばせた。

「水門ちゃんはさ、どんな家庭にしたいとか……ある？」

　わたしが飲み終えたコーヒーのカップを持っていると、黒原さんが自然な動作でそれを取り上げ、そばにあったゴミ箱に捨ててくれた。

「あっ、ありがとうございます」

　簡単にお礼を言いながら、お礼を黒原さんからの質問の答えを考える。

「わたしは……ありきたりですけど温かい家庭にしたいです。季節の行事なども家族で楽しめるような」

「クリスマスパーティーとか、お正月とか？」

「はい。地元のお祭りに参加したり、近くの公園に紅葉を見に行ったり……そういう小さなことも楽しみたいです」

「冬は鍋を囲んだり、夏は庭でバーベキューもいいよね」

「キャンプもいいですね。川で泳いだり、魚釣りをしてそれを食べたり。子どもの夏休みの絵日記が楽しいことばかりで埋うまると、親としても嬉しいと思うんですよね。まぁ、理想ですけど」

　自嘲ぎみに笑うと、休憩室によく響いた。声が自然と大きくなってしまっていたよう。

「あっ、す、すみません。ひとりではしゃいじゃって……」

　バカみたいに理想の家庭像をたくさんしゃべってしまった。

　頭を下げると、黒原さんは首を振った。

「ううん。俺も同じだなぁって、すごく共感した」

「同じですか……」

　黒原さんも普通の結婚観を持ってるんだ。

　料理のことといい、今日は彼の意外な一面ばかりに気づかされる。

「じゃあ、残りのブースも見て回ろうか」

　先に立ち上がった黒原さんが手を差し出してくれる。すごく自然な動作だったため、わたしはその手を取って立ち上がった。

　何気なく取っちゃったけど……黒原さんの手……握っちゃってるんだ。

　細く長い指をしているのに、大きくしっかりしていて力強い。男性であることを意識してしまう。

　わたしが立ち上がると、手はすぐに離れ、黒原さんは前を歩きだした。その背中は広くて頼りがいがある。

　黒原さんならカッコいいお父さんになるだろうな……あ、でも見た目だけかな。子どもと一緒に悪巧みして、毎日いたずらされちゃいそう。

　子どもが産まれる前は、甘い結婚生活になりそうだな。わたしが料理を作ってたら後ろから抱きついてきたり、ふたりでソファで休んでいたら、うたた寝してわたしの肩に頭を乗せてきたり……とか。

　でも、結婚しても相変わらずからかわれるのは癪だなぁ。立場逆転しないかな。家庭の財布を握ったわたしに、黒原さんが泣きついてくる……とか。

　思わずクスリと笑みが漏れる。その気配に気づいたのか、前を歩いていた黒原さんが振り返った。

「水門ちゃん、なに考えてるの？」

「え……」

「すごく、幸せそうな顔してる」

「なっ……えっ、べ、別に、なにも考えてません！」

　わたしが強く言い返すと、黒原さんは不思議そうな顔をしていた。

　信じられない……わたし、なんで黒原さんと結婚したときのことなんて考えてるんだろう。しかも、幸せそうな顔とか言われてるし……。

　頬を軽く叩いてバカみたいな考えを振り払い、無理やり展示会に集中する。すべてのブースを回って、帰る頃には夕方になっていた。




　オレンジ色の街並みをタクシーで走り抜け、駅に到着する。新幹線の時間までに、まだ少しだけ余裕があった。

「駅弁でも買って、食べながら帰る？　俺、結構こういうの好きなんだ」

　上品な外見からは〝高級レストランでしか食事はしません〟といったタイプにも見えるのに意外だ。お弁当の前でワクワクしている黒原さんの誘いを断ることができず、うなずく。

　それに……実はわたしもこういうの好きなんだよね。

　出張や旅行は、ちょっと贅沢をしてでも日常と違うことを楽しみたい。でもこれ以上、黒原さんと共通点が出てくるとなんだかイヤなので、言わないことにする。

「みんなにお土産みやげも買って帰ろうか。あ、これなんて白矢木課長、好きだよ。絶対」

　そう言って手に取ったのは、よくわからない食材を使ったお好み焼き風のおせんべい。かかっているソースも苦そうな物で、完全にお遊び用のお土産だ。

「えー……それ、絶対まずいですよ」

「あの人、変なものが好きだから」

　黒原さんは子どものような顔で笑い、止めるわたしを無視して白矢木課長に買っていた。みんなへのお土産はふたりで選んで無難な洋菓子を買い、お弁当はそれぞれ選ぶこととなった。

　新幹線に乗り込むと、早速お弁当を広げる。

「あれ、水門ちゃん、俺と一緒のお弁当だね」

「ほ、本当ですね……」

　別々にお弁当を買ったわたし達。まだ早い時間帯だったので駅弁の種類はたくさんあったのに、まさか同じ物を選ぶとは。

　初めて食堂でお昼ご飯を食べたときも同じメニューだったし、レストランでもメイン料理は同じ物を選んだ。

　黒原さんとわたしって好みが似てるのかな。作りたい家庭も似てるし。もしかして、けっこ……いやいや、その妄想はさっきやめようって決めたばかり。

　頭を横に振っていると、黒原さんが感慨深げに口を開いた。

「なんかさぁ、食の好みとか結婚観が似てると、この人と結婚したらうまくいくかもなぁなんて、想像しちゃうよね」

「えっ、けっ……結婚っ……」

　息が止まるかと思った。それは、つい先ほどわたしが打ち消した考えと同じだった。でも……これは黒原さんの新手のからかい方かもしれない。

「黒原さん、まさかわざと……？」

　そうだ。絶対、わざと食の好みや結婚観を合わせてるんだ！

　疑いの目で黒原さんを見ると、黒目がちな瞳を丸くして見返される。

「ん？　なに？」

　その目は〝無意識〟と言っている。それもそうだ、わたしも黒原さんの買ったお弁当なんて知らなかったし……彼も合わせられるはずがない。

「い、いえ……なんでもないです」

　黒原さんも、わたしとの結婚を想像したのかな。

　わたしはバカみたいにひとりで顔を熱くしながら、お弁当を頬張った。




『ベッドに入っても仕事を引きずっている』と、黒原さんは言った。なら、わたしはなにを引きずってベッドに入っているのか。

　どうしよう……眠れない。

　出張から疲れて帰ってきたはずなのに、目を閉じると黒原さんとの結婚生活を妄想してしまい、眠れなくなっている。

　なんでこんなことに……。

　仕事だから仕方ないけど、ふたりきりで展示会なんて行くもんじゃない。共感する部分が多くて、つい結婚まで考えたのがいけなかった。しかも、黒原さんまでおかしなことを言いだしたのが決定打だった。

　結婚なんて、風馬と付き合っているときは考えたりもしたけど、今は仕事のことばかり考えているつもりだったのに。きっと、未香子からのメールで、たまたま価値観とか結婚について考えていたから……。




　結局、うっすらとしか寝つけないまま、朝を迎えてしまった。

　カーテンを開けると、寝不足の目に眩しい朝日が飛び込んでくる。

「とりあえず……ご飯食べよう」

　ご飯を食べれば少しはシャキッとするかもしれない。食パンを頬張り、甘いコーヒーを飲む。朝のニュースをチェックして、出かける支度をした。

　なかなかモチベーションを上げることができないまま出勤すると、寝不足の元凶である黒原さんがすでにいた。

「おはようございます」

　テンションが低いことをなるべく気づかれたくない。〝いつも通り〟を心がけて挨拶した。しかし、黒原さんはなにか察したのか、じっとわたしの顔を見てくる。

「おはよう……水門ちゃん、体調悪そうだね。昨日の出張で疲れた？」

　黒原さんに勘づかれたことに、心臓が飛び跳ねる。モテる人は女性の変化にも鋭いのかもしれない。

「い、いえ……大丈夫ですけど」

「そう？　なんか元気ないみたいだけど。しんどかったら言ってね」

　黒原さんは優しく言うと、それ以上深くは聞いてこなかった。

　ただ寝不足なだけで、しかもその原因が黒原さんだなんて言えない。言ってしまえば、からかうネタにされてしまう。

　なるべく元気に振る舞うよう心に決めていると、桃原さんと藤本さんが出勤してきた。挨拶を交わすけれど特に気づかれずに済み、昨日見たドラマの話をしながら仕事の準備を始めた。

　午前中はパソコンで資料や見積もりを作ったりしていた。午後からは二件、打ち合わせが入っている。ひとつは単独で、もうひとつは黒原さんと一緒だ。

　終わるのが遅くなりそうだし、今日は直帰させてもらおう。

　午後からの予定を記すホワイトボードの欄に〝直帰〟と書き加えると、お昼ご飯を食べに食堂へ向かった。

　混雑した食堂で並んでいると、眠気と人混みで頭がクラクラしてくる。五月病ではないけど、季節の変わり目だから余計に頭が冴えないのかもしれない。

「和紗！」

　聞き慣れた声に呼びかけられ、振り返ると未香子がいた。

「お昼はひとり？」

「うん、これから食べるところ。未香子は？　よかったら、一緒に食べようよ」

　昨日のメールの話も気になっていた。食堂だからあんまり詳しくは話せないけど、状況を知りたい。

　未香子もひとりで食事だったらしく、わたし達は壁際にあるふたり掛けの席を見つけて、一緒に食べることにした。

「昨日のこと……どうなったの？　まさか、別れたわけじゃないよね？」

　ご飯を口へ運ぶより先にたずねてしまう。

「とりあえず、まだ付き合ってるよ。好きだから許してる部分が多いんだよね。でも、価値観の違いに嫌気が差してきたってことは……そろそろ別れたほうがいいのかも」

　好きだから盲目になる。見えなかった部分が見え、許していた部分が気になりだしたら、それは好きではなくなってきたということかもしれない。

　別れを踏みとどまったことを短絡的によかったと思ったけれど、気持ちが離れかけているのに付き合い続けることが、未香子にとってよかったのかどうかわからなくなる。

　わたしがなにも言えずにいると、未香子がなにか思い出したように声をあげた。

「あっ、その話はいいとして……さっき、柿崎くんに会ったよ！」

「風馬……？　どうしたの？」

　以前は名前を聞いただけで耳を塞ぎたくなるほどだった。今、話を促せていることが不思議なくらい。

「柿崎くんがわたしと和紗と三人で同期会したいって言ってきたから、イヤだって断っといたよ。たぶん、和紗とご飯行きたいだけなんだろうけど……どのツラ下げて、そんなこと言ってんだって感じ」

　わたし達のことを知っている未香子は、わたしのことを考えて断ってくれたようだ。

　彼女の友情に胸がジンと熱くなる。

　……ただ、今は自分の中身をワンランクアップさせたいと思っている。風馬との接触は今後、避けては通れないから、ちゃんと向き合わなくちゃ……。

「未香子……ありがとう。でも、わたし……大丈夫だよ」

　わたしがゆっくりと思いを告げると、未香子は目を見開いた。

「えっ、だ……大丈夫って、どういうこと？　無理してない？　同期会、するってことでいいの？　本当に大丈夫なの？」

　未香子が畳みかけるようにたずねてくる。

　焦っている未香子が可愛くて、それ以上に心配してもらえることが嬉しくて、わたしは微笑んだ。

「大丈夫……とはハッキリ言えないし、完全に許しているわけじゃないけど。三人でなら……行く。だって……同期だし、わだかまりなくやっていきたいもん」

「和紗……。和紗がそう言うなら、わたしはそれでいいけど」

　未香子は瞳を揺らし、わたしの心の奥底をうかがうように見てくる。だからもう一度、「大丈夫だよ」と言ってうなずくと、やっと納得したようにホッと息をついた。

「日にちはいつにしようか。今週中はどうかな……って思ったけど、和紗は体調が悪そうね」

　さすが未香子。わたしの寝不足に気づいていたらしい。

「ただの寝不足なんだけどね。でも、今週と来週は忙しいから……再来週あたりにしてもらえると助かるかも」

　少し遠慮ぎみに言うと、未香子は快く了承してくれた。

「和紗、働きすぎなんじゃないの？」

　未香子は定食の豆腐ハンバーグを口へ運び、わたしもようやく箸を握った。

「うーん……この寝不足の原因は仕事っていうより、黒原さんかなぁ」

「黒原さんって……あの、イケメンの先輩でしょ？　もしかして、ドキドキしすぎて眠れないとか？」

　未香子の言ったことが、あながちハズレじゃないから困る。

「イ……イケメンっていうだけじゃないんだよ。ちょっと変なの……！」

　わたしが口ごもりながら反論すると、未香子は目を丸くして驚いていた。

「変な人なの？　な、なんかいろいろあるのね……。じゃあ、再来週までにちゃんと体調万全にしておいて、一緒にパァッと飲もうよ！　柿崎くんが邪魔になったら、彼には帰ってもらうことにしよう」

「うん！」

　未香子の言葉にふたりして笑い、わたし達はしっかりご飯を食べる。

　そうだ、こんなときは飲んで忘れてしまおう。最近、会社と家の往復だけだったから、黒原さんのことばかり考えてしまっていたんだ。

　ご飯を食べ終えると、未香子と別れ、コーディネート課へ戻った。

　席に着くと、打ち合わせに向かうための支度をする。ひとりでの打ち合わせが終わったあと、黒原さんと一緒にもうひとつのクライアントのところへ向かうこととなっている。スケジュール帳に書いた時間と待ち合わせ場所を確認し、オフィスから出た。

　ビルの玄関から出ると、立ち並ぶビル群に跳ね返った午後の日差しが、いたるところから強く差し込んできた。目め眩まいがしそうだ。

　頭がボーッとするまま歩きだすと、後ろから大きな足音が近づいてきた。

「和紗っ」

　聞き覚えのある声に、まさかと思い振り向くと、思った通り風馬だった。

「ど、どうしたの？」

　まさかまた〝ヨリを戻そう〟なんて言いだすのかな……。

　思わず身がまえてしまうと、風馬は息を整えてから口を開いた。

「赤谷から聞いた。食事、ＯＫしてくれてありがとう。俺……もう会ってもらえないかと思ってたから」

　走ってきて頬が上気しているせいか、いつもより嬉しそうに見える。誕生日の誘いを断ったことなどを思い出し、罪悪感でちょっとだけ胸が痛んだ。

「さ、三人で食事だからね。それに……ヨリを戻すとか、そういうんじゃないから」

　念のため、ハッキリと伝える。

　風馬は寂しそうに睫毛を揺らすと、軽く唇を噛んだ。

「わ、わかってるよ……でも、望みがゼロなわけじゃないだろ？」

「えっと……」

　ゼロなんだけど……と答えようとすると、風馬がそれを遮るように口を開いた。

「いや、いい！　とにかく、嬉しかったから。それじゃ、仕事戻る……頑張って、もう一回惚れてもらわなくちゃな。和紗も頑張って」

　薄く笑うと、ビルの中へ戻っていった。表情は寂しそうだったのに、どうしてだかその姿がイキイキして見える。

　風馬の背中、あんなに大きかったっけ……。仕事、頑張ってるからかな。

　わたしも頑張ろう。気合いを入れて歩きだしたとき、目の前に一台の車が停まった。

「水門ちゃん、打ち合わせの場所まで送るよ」

　綺麗に磨かれた黒いハッチバック車の窓が開き、黒原さんが顔を覗かせる。

「く、黒原さん……どうして、車……」

「昨日、社用車の予約しようとしたら空いてなくて。打ち合わせに便利だから今日は車で来てたんだ。俺がこれから向かう先も近くだし、送るよ。乗って」

　確かに黒原さんも同じ時間帯に打ち合わせが入っていた。まだ若干早いけれど、ここでずっと停まっているわけにもいかないし、なにより電車に乗るのもしんどかったのでありがたかった。

「あっ、ありがとうございます」

　急いで乗り込むと、運転席の黒原さんは満足そうな顔をした。

「少しは体調、楽になった？」

「あっ……はい。朝よりマシになりました」

　もしかして黒原さん……わたしの体調を心配して……？

　普段はわたしをからかってばかりだけど、基本的には優しい人。こういった部分があるから憎めない。

「黒原さんは……人のことをよく見てるんですね」

「そうかな？　自分のことしか考えてないけど」

「そんなことないですよ。風馬……柿崎くんはわたしの体調なんて、全然気づきませんでしたよ」

　未香子も察してくれたのに、元カレである風馬は気づかなかった。

「柿崎くんは自分の気持ちを伝えるのに必死なんだよ」

　黒原さんは呆れたように言っているけど、その表情はどこか優しい。

　この飄々とした黒原さんも、そんな風に誰かに必死になることがあるのだろうか。

　じっと見たところでなにか彼の恋愛観がわかるわけでもないのに、つい目線がいってしまう。すると、黒原さんの艶っぽい瞳と目が合ってしまった。

「それより水門ちゃん、少しでも眠ったらどう？　打ち合わせの場所に着いたら、起こしてあげるから」

「ありがとうございます。じゃあ……ちょっとだけ」

　お言葉に甘えて、目を閉じる。仕事前の緊張感もあって眠ることはできなかったけど、黒原さんの安全運転のおかげで心地良かった。

　現場へ到着すると、黒原さんは路肩に車を停めた。

「打ち合わせが終わったら、そこの喫茶店で待ってて。俺のほうが終わったら、迎えに行くから」

　そう言って、向かいに見える喫茶店を指差す。レンガ造りのレトロな佇まいに、『コーヒー専門店』という看板が出ていた。

「わたし、打ち合わせ場所の近くまで行きますよ」

「いいから。そこの喫茶店集合ね。それじゃ」

　半ば強引に約束すると、黒原さんは車をＵターンさせ、来た道を戻るように走っていった。

　ふたりで向かうクライアントの場所は、どちらかというとこれから黒原さんが打ち合わせをする場所に近い。

　わたしが向かったほうが早いのに……休ませてくれるんだ。

　なにも言わない黒原さんの気遣いに、胸の奥がじわりと温かくなる。それを感じながら、わたしは打ち合わせに向かった。




　話し合いがスムーズに進み、予定より早い時間に終わったので、黒原さんとの待ち合わせ場所である喫茶店でお茶をすることにする。六十歳代くらいの落ち着いた店主がひとりでやっている店で、ドアを開けると、すぐにコーヒーのいい香りがした。

　店主がドリップして淹れてくれたコーヒーに、砂糖とミルクを混ぜ、ひと口飲む。

　身体から疲れがとれていく気がした。

　寝不足の原因である黒原さんに気遣われるなんて……なんとも言えない気分。

　しばらくすると黒原さんから電話があり、今から向かうとのことだった。十分もしないうちに来てくれて、わたしと黒原さんは一緒にクライアントのもとへ向かった。




　もともと開始の時間が遅かったうえに、大詰めの打ち合わせだったため、話し合いが長引き、クライアントの事務所から出ると、日はとっぷりと暮れていた。空には月と星が顔を出している。

「水門ちゃん、今日は直帰だっけ……俺もそうしようかな」

　駐車場まで歩きながら、黒原さんは白矢木課長に電話をし、直帰の了解を得る。

「よし、ＯＫもらったし……水門ちゃん、家まで送るよ」

「えっ……いいですよ。黒原さん、わたしの家と反対方向ですよね」

　詳しくはないけど、黒原さんが会社の近くに住んでいることは知っている。遠回りになることは間違いない。

「そうかもね。でも、そんな大した距離じゃないでしょ。水門ちゃんを助手席に乗せて、夜のドライブができるわけだし」

「黒原さん……」

「それとも、姫の送迎には俺の運転は未熟かな？」

　おどけて言う黒原さんに思わず頬がゆるんでしまう。

「いいえ、充分すぎるほどです。では、お願いします」

　そうまで言ってくれるんだから、ありがたく甘えさせてもらおう。

　家の場所を伝えると、だいたい検討がついたらしく、黒原さんは楽しそうにわたしの家の方向へハンドルを切った。

　しばらく車は走り続け、黒原さんとはポツポツ会話をした。不思議と会話が途切れても気まずくないし、気にならない。わずかに心地良さを感じていると、窓の外の景色が見知ったものに変わってきた。

「あっ、ここです！　この、茶色いマンションです」

　行き慣れたコンビニが見え、すぐに街灯に照らされたマンションが姿を現した。わたしが声をあげると、黒原さんはゆっくりとブレーキを踏んで車を停める。

「ここかぁ……静かそうなところでいいね。駅からもそう遠くないし」

「はい、住みやすいです。マンションも、セキュリティがしっかりしてますし」

　まだ続きそうな会話に、なんとなく後ろ髪を引かれる気がしたけど、そろそろ降りようと思って、指先だけドアにかけた。

「黒原さん……今日は本当に――」

「水門ちゃん、寝不足だって言ってたよね？」

「えっ、あ……はい。そうです、けど……？」

　お礼を言おうとしたところで語尾を奪われ、たどたどしくうなずく。黒原さんはギッと座席を鳴らすと、身体を起こしてわたしを見つめてきた。

　いじわるな表情が鳴りを潜め、綺麗な真顔でじっと見み据すえられると、わけもなく恥ずかしくなってくる。

「く、黒原さん……？」

　密室の車内で、相手の息遣いまで聞こえてきそうなほど近い距離。鼓動がトクントクンと高鳴りだした。

　な、なにかされるのかな……。

　車から降りようかと考えていると、黒原さんが長い腕を伸ばし、大きな手のひらでわたしの両頬を包み込んだ。

「ちょ、黒原さんっ！　なにするんですか」

　黒原さんの体温がじわりと頬に伝わってくる。どうしたらいいかわからなくて、卒倒しそうなほど頭が混乱した。

　慌てて離れようとするけど、街灯が映り込む瞳に見つめられ、途端に抗えなくなる。

「いいおまじないがあるんだよ」

「お、おまじない？」

「そう……今すぐ眠りたくなるおまじない」

　その言葉自体がおまじないか魔法かのように甘く囁くと、唇を近づけてきた。

　なっ、なにするのっ……！

　心臓が悲鳴をあげ、逃げられずに目をつぶった瞬間、額に柔らかな感触があった。それはチュッと音を立てると、すぐに離れていった。

「早く……夢で俺に会いにおいで」

　黒原さんはニッコリと艶を帯びた笑みを浮かべる。その微笑みが街灯でぼんやりと照らされ、いつもの数倍色っぽく見えてしまった。

　一瞬、呼吸を忘れる。自分がなにをされたのかわからなくなった。理解した途端、火がついたように顔がボッと熱くなった。

「なっ、なにを……黒原さんっ……！　ふ、ふざけないでくださいっ！」

　黒原さんが先輩だということは、頭から消し飛んでいた。

　ドンッと力強く突き飛ばすと、わたしはお礼も言わずに車から降りる。ドアを閉める瞬間に見た黒原さんは、楽しそうな顔で肩を震わせていた。

　な……なにがおまじないだ！　なにが『夢で俺に会いにおいで』だ！

　こっちが少し気を許すと、すぐにこうやって遊んでくる。本当に、黒原さんとだけはうまくやっていけない。

　額にキスなんて……なんで、こんなこと……。

　部屋に入ると、額を押さえた。黒原さんの柔らかな唇の感触がまだ残っていて、火ほ照てっている。

　顔を洗うとき、真っ赤になるまでゴシゴシと洗ってみたけど、その感触が消えることはなかった。




　結局、その夜もなかなか眠りにつけず、朝を迎えた。就業開始前から仕事を始めていると、黒原さんと白矢木課長が入ってくる。

「水門さん、体調はよくなりましたか？」

「いえ……黒原さんのせいで寝不足です」

　後ろにいる黒原さんがクスクスと笑いだす。

「黒原くんのせいですか？」

「そうです。原因がハッキリしていますので、白矢木課長の心配には及びません」

　ハッキリ言うと、白矢木課長は首をひねった。

「おかしいですね……黒原くんからは優しくしたと聞いていますが？」

「やっ……優しくなんてされていません！　振り回されてますっ！」

　悲鳴に近い声をあげると、黒原さんはより一層笑ったのだった。
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　もちろん、優しくなんてしていない。純粋な水門ちゃんの百面相が面白いから、からかっているだけだ。……そう、からかっているだけ。

　アーニーグループのビルから駅へ近づくにつれ、ネオンの明かりが増えていく。その道を途中で曲がり、さらにひとけから逃れるように細い路地裏に入った。

　今日も帰る前に一杯飲んで帰ろう。

「こんばんは」

　仕事後の疲れを引きずりながら『nook』のドアを開けると、いつもと同じ雰囲気に心が溶けた。もしかしたら、帰る場所は家ではなく、ここではないかと錯覚してしまうくらい落ち着く。

「いらっしゃいませ」

　カウンターに立ったオーナーが、すべてを包み込むような温かい声で迎えてくれる。落ち着くのは、このオーナーのおかげでもあるだろう。そして、その前で座っている赤褐色のグラスを傾ける見慣れた姿も関係しているのかもしれない。

「お疲れさまです、白矢木さん」

　声をかけると、俺が来るのがわかっていたように穏やかな微笑を浮かべた。

「黒原くん、遅かったですね」

　待ち合わせはしていない。行くとも言っていない。それでもこの会話だ。ふたりともここに来ることが当たり前になっていることにおかしくなる。

「白矢木さんが帰るの早いんですよ」

「今日は珍しく仕事が早く終わったんです」

　白矢木さんは息をつくように笑うと、レッドチェリーが入ったマンハッタンを口に運んだ。彼の喉にかかれば、可愛らしいカクテルは一瞬でなくなってしまう。

　普通なら、グラスが空になれば頃合いを見てオーナーから注文を聞くが、白矢木さんはいつも人より飲みすぎるのでたずねてこない。オーナーも白矢木さんの身体を心配しているのだ。

　そのことに、本人は気づいているのだろうか。

「ウイスキー……そうだな、ラフロイグ、お願いします」

　気づいていないらしい。間かん髪ぱつをいれず、すぐに注文する。

「かしこまりました」

　オーナーはいい声で承知すると、ウイスキーの用意を始めた。

　まぁ……止めるのは、もう少ししてからにしよう。

　白矢木さんの注文を聞き、俺はシャンディーガフと軽食を頼んだ。

「白矢木さん、腹にはなにか入れましたか？」

「先ほどのマンハッタンと、その前に飲んだウイスキーソーダが入ってますよ」

「酒ばっかりじゃないですか。身体、壊しますよ」

　呆れる俺に、白矢木さんは軽く笑うだけだ。これでは注意しても飲み続けるだろう。

　白矢木さんと何度か食事に行ったことがある。小食なうえに偏食な彼は、辛みの強い物や苦みのある物しか食べず、四し川せん料理や韓国料理の店へ行ったときだけ箸が進んでいた。

　辛い物も苦い物も食べられるけれど、そればかりでは胃がおかしくなりそうだ。白矢木さんとは食の好みが合わないと思った。

　そういえば、水門ちゃんとは食堂やこの前のレストラン、駅弁でも同じ料理を選んだ。

　好みが似ているのかな……。とはいえ、限られた中から選んだのだから、偶然ということは大いにあり得るけど。

　一緒に暮らすなら、好みは似ているほうがいいと思う。料理はできるけど、白矢木さんのような好みの人と暮らすとなると、レパートリーに悩まされそうだ。

「お待たせしました」

　白矢木さんとの生活をバカみたいに考えていると、オーナーがシャンディーガフとエビピラフを出してくれる。それを受け取ると、早速口へ運んだ。

「白矢木さんって、結婚は考えてないんですか？」

　妄想の流れでつい聞いてしまう。この人には、どんな女性が合うのだろうかと思った。三十二歳で安定した収入があり、生活に余裕はあるはず。そろそろ考えていてもおかしくないのに、本人から浮いた話を聞いたことがない。

　白矢木さんはウイスキーをひと口飲むと、愁うれいを帯びた表情になった。

「結婚はしたいんですけど、なかなか彼女ができなくて。どこかにいませんかね？」

「会社はどうですか？」

　そう提案しながら、ひとりの女性の顔が浮かぶ。背が高く美人で、頼りがいのあるカッコいい女性……藤本さんだ。

　彼女が白矢木さんを意識していることは入社当時からわかっていた。当時の俺の目には、白矢木さんに対する彼女の態度が、好きだからこそ素直になれないという風に映っていた。

　白矢木さんはウイスキーを飲み干すと、静かに首を振る。

「会社では……考えたことがありません。社内恋愛はしないと決めているので」

　社内恋愛を〝するつもりがない〟ではなく〝しないと決めている〟？

　白矢木さんは公私混同しないためにそう決めているのかもしれないが、あまりにも強い言い方にふと疑問がよぎった。

「どうしてですか？」

　たずねると、白矢木さんはウイスキーを喉に流し込んで、ふっと肩の力を抜いた。

「彼女がほかの男性と話をしているところを見ると、嫉妬で気が狂いそうになるんです」

「……え？」

　白矢木さんの言葉を聞いてから、間が空いてしまった。しかし、この場合仕方ないだろう。白矢木さんの穏やかな笑顔から、そんなに嫉妬深い性格だとは想像できるはずがないのだから。

「たとえ、仕事の話だったとしても……本当なのかと、彼女を何度も問いつめてしまう。ただでさえ、彼女から『嫉妬深すぎて怖い』と逃げられるのに、同じ会社にいたらますます歯止めが効かなくなる。だから、社内恋愛はしないんですよ。相手も自分も、疲れてしまう」

「なるほど……」

　これを藤本さんが聞いたらどう思うかな……。

　会社にいたのでは恋愛対象に入ることすらできないとなると、少しだけ不ふ憫びんに思う。

　でも、何年も同期をやっている彼女のことだから、白矢木さんの恋愛観について気づいているのかもしれない。だから、あえて近づかない。深みにはまらないように、素っ気ない態度をとっているのだろうか。

　エビピラフを食べ終え、シャンディーガフが入っていたグラスも空になったので、オーナーにブレイブ・ブルを注文した。

「僕のことより、黒原くんですよ」

「俺ですか？」

「はい。また水門さんをいじめましたね」

「あー……」

　思い当たることが多すぎて、返事をしかねる。

「可愛がってるだけですよ。やけに心配しますね。気になるんですか？」

　言葉の語尾がつい突き放したようになった。『社内恋愛はしない』と言った白矢木さんが水門ちゃんを気にしている。そのことに矛盾を感じたのか、相手が水門ちゃんだからなのか……わからないけれど、思わずムッとした。

「部下として気にしているだけですよ。彼女は一生懸命で真面目で、真に受けやすいところがありますから」

「よくご存知で」

　俺は軽く流して、オーナーが出してくれたブレイブ・ブルに口をつけた。わけのわからないイラ立ちに邪魔され、味があまりしない。

「そういえば先週、水門さんは疲れた様子でしたが、車で送っていましたね。偶然見ましたよ。彼女の体調の変化に気づいたようですし、先輩としては上出来です」

「ちょっと、気にしてるだけですよ」

　水門ちゃんの体調の変化くらい、毎日よく見ていれば誰でも気づく。いや……普通は〝よく〟見ないのか。彼氏でもないのに。

　思わず苦笑する。

　どうしてだろう。彼女のことを……ちょっと気にしている自分がいる。

　ほどよい仕事の疲れは、人を少しバカにするらしい。自分の気持ちがわからない。

「しかし、体調不良も黒原くんが原因のようですから……あまりからかわないであげてください……と注意はさせていただきます」

「真摯に受け止めます」

　俺がおざなりに頭を下げると、白矢木さんはクスリと笑って、ウイスキーをもう一杯注文した。
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　黒原さんに寝不足にされたり、変なおまじないをかけられたりしてから一週間が経った。おまじないの感触は消え、わたしは平常心で仕事をこなしている。

　今も、黒原さんが昼休みで食堂に出かけているので、とても穏やかな気持ちで大好きな物を見つめていた。

「美味しそう……」

　わたしの好きな物……それはインテリアと食器、そしてスイーツ。

　午前中にクライアントと打ち合わせがあり、そのまま食事も済ませていたので、雑誌を広げて昼休みをゆっくりと満喫していた。

　オフィスに戻る前に、駅にある小さな本屋へ立ち寄った。そこで目についたのは、新しくできたカフェやレストランが掲載されている雑誌。モコモコと生クリームを乗せたパンケーキや、フルーツがたっぷり乗ったパフェを見ていると、それだけで幸せな気持ちになる。すぐにレジへ持っていき、会社の席に着くなり早速開いた。

「あっ、これ……！」

　チーズケーキの写真に目がとまる。前から気になっていた店だった。

「水門さん、なに読んでるの？」

　向かいの席に座った桃原さんはいつもお弁当を作ってきていて、席で食べている。パソコンの間から顔を覗かせると、わたしのデスクを覗いてきた。

「これです、これ。前に藤本さんが食べた、って言っていたチーズケーキ……」

　見た目はなんの変哲もない白いチーズケーキ。しかし、食べると口の中で溶けていき、ほどよい酸味と甘みで極上の味がするらしい。テレビでも紹介されていたし、藤本さんがお見合いした男性からもらって食べ、美味しかったと言っていた。

「あー……そのケーキ、わたしも食べたいんだけど、お店の場所がよくわからないんだよねぇ。藤本さんに頼んで、その男の人にわたし達の分をお願いしてもらおっかぁ」

　桃原さんはいたずらを思いついた子どものように、冗談めかして言う。

「それができたらいいんですけど……藤本さん、その男性とは合わなかったって言ってたじゃないですか。もう連絡もとってないみたいですよ」

「そういえばそっかぁ……なかなか難しいよねぇ」

　藤本さんの結婚相手を探すのが難しいのか、それともケーキを食べることが難しいのか……。桃原さんはお弁当を食べ終えると、メイク直しに行ってしまった。

「わたしがなんとか行けないかな……」

　雑誌を凝視し、クルクルと回転させながら地図を把握しようとする。すると、食事から戻ってきた黒原さんがちょうど通りかかった。

「水門ちゃん、すごい真剣な顔だね。なに見てるの？」

　自分の席に座りながら、身体をこちらに向けてたずねてくる。

「黒原さん、このお店の場所ってわかりますか？　ここのチーズケーキ……すごく食べたいんですけど、場所がわからなくて」

「んー……？　どれどれ、ちょっと見せて」

　黒原さんは隣の席から手を伸ばし、わたしから雑誌を受け取ると、真剣な顔つきで目をこらした。

「駅の裏通りにあるらしいんですけど、入り組んだ路地ばかりでよくわからなくて」

「あー、確かにこの辺はわかりにくいね。へぇ、チーズケーキかぁ……美味しそうだね。人気の店なんだ」

　黒原さんはわたしに雑誌を返すと、パソコンに向かいだした。

「土日は売り切れもあるみたいで。平日なら買えるかなぁ……」

　今日の帰りにでも、チャレンジしてみようかな。

　密かに闘志を燃やすわたしに反し、黒原さんは興味がない様子でひたすらパソコンの画面を見ている。

「ふーん……土日は並ぶんだねぇ……」

　最近はスイーツ男子という言葉もあるくらい、甘い物が好きな男性が増えてきたみたいだけど、黒原さんは違うのかな。食の好みが似てると思ってたけど……。

　まぁ、似ていないほうが変なこと考えなくて済むし、いいんだけど。

　ケーキひとつであれこれ考えてしまう自分がイヤになる。考えを振り払うように雑誌をパタンと閉じた。

「そういえば、さっき柿崎くんを見かけたよ」

「えっ……ふ、柿崎くんが……どうかしましたか？」

　昼休みだけど、オフィスには人がまばらにいる。同じチームの同僚も食事から戻ってきていた。風馬の話を始めた黒原さんにハラハラしつつ、わたしは平常心を心がける。

「柿崎くん、忙しそうにしてたよ。パンパンに膨らんだバッグ抱えて、走り回ってた。すごい頑張ってるねぇ」

「そうですか……」

　同期会をすると未香子から聞き、嬉しそうに駆け寄ってきたときの風馬を思い出す。あのとき『もう一回惚れてもらわなくちゃ』と言って、仕事を頑張ろうとしていた。

　風馬、仕事はほどほどにこなせればいいっていうタイプだったのに……本当に、頑張ってるんだ。

　ちょっと感心してしまう。

「どんな仕事、持ってきてくれるんだろう。予算をドカンと使える大きい企画とか、持ってきてくれないかな」

　黒原さんはワクワクしながらキーボードを叩く。

「予算をドカンって……怖くないんですか？」

「そりゃ、責任の重さは感じるけどね。でもそれだけじゃないから」

　ニヤリと笑った顔は、大きな山を乗り越えたときの景色を知っているといった風だ。

　わたしが乗り越えてきた仕事の山なんて、比べものにならないんだろうな。

　それでも、わたしはわたしの山を越えていくだけ。

　仕事への気持ちをひとり新たにしていると、コーディネート課の電話が鳴り響いた。受話器を取ろうとしたけど、同僚のほうがひと足早かった。

「黒原さん、外線二番に神かん原ばらさんから電話です」

「神原さんか……」

　同僚から取り次ぎを受けた黒原さんは、重たいため息をつきながら電話に出た。

　珍しいな……。

　黒原さんは、クライアントからであろうと業者からであろうと、誰からの電話に対しても特段イヤそうな顔をしたことがなかった。なのに今、あまり気が進まない様子で話をしている。

「ええ……はい。でも、この前お会いしたときは……え、言ってない？　そんなっ」

　黒原さんの声しか聞き取れないから内容はわからないけど、雲行きが怪しそうだ。

　電話を終えると、黒原さんはグッタリと頭をうなだれた。

　こんな黒原さんは貴重。まだ一緒に仕事をして一か月しか経っていないけど、どんなに残業をしようとも疲れた顔を見せたことがなかった。それが、今は生気を吸い尽くされた抜け殻のようになっている。

「あ、あの……黒原さん。どうしたんですか？」

　恐る恐る声をかけると、うなだれていた頭をむくっと起こした。艶っぽい瞳に陰ができ、さらに色香を増している。

「このクライアント、言うことがコロコロ変わるんだよ。悩むのはかまわないし、いくらでも付き合うけど……決定してから変更したいって言いだすから困ってて」

　そういえば、つい先日黒原さんが課長や部長にかけ合っていた姿を見た。しかも、その数日前にもなにか深刻な話をしていた。

　もしかして……全部、このクライアント？

　決定してからの変更はたまにあることとはいえ、ほかの業務にも支障が出るし、なにかと厳しい。

「黒原さん……あの、わたしにもなにかできることがあったら言ってくださいね」

　わたしにできることは限られているけど、黒原さんの負担を多少減らすことはできると思う。弱音を吐く黒原さんなんて、見ていられない。

　黒原さんに気持ちが伝わるように、彼の瞳をじっと見つめる。

「水門ちゃん……」

　黒原さんは掠かすれた声で呟くと、わたしの頭をくしゃりと撫でた。

「わっ……黒原さん……！」

「ありがとう。まぁ……どうにかなるよ」

「やっ、やめてください……手を離して……！」

　止めるわたしの声を聞かず、もう二、三度頭をかき撫でると、満足げな顔をして手を離した。

「も、もうっ……」

　黒原さんの手が離れると、クシャクシャになった髪を手ぐしで直す。

　珍しく弱音を吐いたと思ったけど、どうにかなる……で済ますんだもん。

　どこまでも飄々としていて掴みどころがない。

　黒原さんは大きく背伸びをすると、席を立った。

　オフィスから出ていったかと思ったら、十分もしないうちに戻ってくる。手に社用車の鍵かぎを持っていたので、総務人事部で借りてきたようだ。そして、まだ昼休みだというのに、出かける準備をしだす。

「これから、さっきのクライアントのところへ行ってくるね。ちゃんと話さなくちゃいけないから。帰りは十五時くらいかな」

　気持ちの切り替えができたのか、その表情には、先ほどのグッタリとした様子はひとつも見えない。

「はい、いってらっしゃい」

　黒原さんなら大丈夫だよね。

　からかわれることが多いけど、仕事に関しては信頼できる。だから、今回もどうにかうまくしてくれる気がした。




　……しかし、予定の十五時になっても黒原さんは戻ってこない。

　モメてるのかな……。黒原さんは人当たりがいいし、家具を大切にしてもらいたがっているからクライアントの意向を重視する。だから、あまりモメることはないと思っていたけど。

「黒原さん、大丈夫かなぁ……」

　つい、心配する気持ちがポロリと口から出てしまう。

「ちょっと長引いてるだけじゃないかなぁ？　黒原くんなら大丈夫よ」

　資料を作成している桃原さんはチラリとわたしを見ると、すぐにパソコンの画面に視線を移した。

　確かに、黒原さんなら大丈夫……そう思うんだけど、なぜか落ち着かない。

　壁にかかった時計が、十六時になろうとしたとき、オフィスのドアが開いた。

「戻りましたー」

　コーディネート課に黒原さんの声が響く。

「黒原さんっ！」

　思わず、席から立ち上がって呼びかけてしまう。

「わっ……え、水門ちゃん、どうしたの？」

　あまりにも勢いよく黒原さんを出迎えたために、彼は驚いて目を瞬かせていた。

　うわっ……これじゃ、黒原さんの帰りを待ちわびていたみたいじゃない。

「い、いえ……打ち合わせはどうだったのかなぁって思っただけで……」

　言葉が尻すぼみになっていく。それとともに、そろそろとイスに座り直した。

「水門さん、黒原くんのことを心配してたのよ」

「や、やめてください……違いますよ！」

　桃原さんがニヤニヤと笑いながら黒原さんに報告するので、慌てて否定する。

　しかし、黒原さんにはわたしの声が聞こえていないらしい。

「心配してくれてたんだ、ありがとうね」

　ゆるいパーマがかかった髪を揺らし、わたしの顔を覗き込むとニコッと笑った。

　思考を惑わす笑みを向けられ、恥ずかしくて目が合わせられなくなる。

「だ、だから、そうじゃなくて……」

　もう、否定すればするほど肯定しているような状態。

「いいよ、わかってるから。水門ちゃんの気持ちは。俺の帰りを待っていてくれたんだよね。嬉しいなぁ」

「だ、だからっ……」

　黒原さんの勘違いにしどろもどろになっていると、彼が目の前にケーキの箱を差し出してきた。

「そんな水門ちゃんに感謝の気持ちを込めて。お土産」

「えっ？　お土産って……あっ……こ、この箱！」

　それは、昼休みに見ていたチーズケーキの店の箱だった。

「えー！　すごい黒原くん！　どうしたの、それ」

　わたし達のやり取りを見ていた桃原さんが感動の声をあげる。

「打ち合わせの場所が近くだったんで、早めに会社を出てクライアントにも持っていったんです。もちろん、みなさんの分もありますよ」

「やったぁ！　気が利くのねぇ。ちょっと、お茶淹いれよっと」

　桃原さんはスキップでもしそうな様子で席を立った。

「黒原さん、これ……いいんですか？」

　わたしは食べたいと思っていた物が目の前に現れ、半ば放心状態で黒原さんにたずねた。まるで魔法みたいだ。

「もちろん。水門ちゃんが食べたいって言ってたから買ってきたんだ」

「わたしが食べたがってたから……」

　わたしのために、わざわざ？　黒原さんの何気ない優しさに、胸の奥がじわりと熱くなる。

「行く前にパソコンで場所を調べていったのに本当にわかりづらくてさ、何度も同じ道を行き来しながら、やっと辿り着いたよ」

「ありがとうございます……嬉しいです」

　興味なさそうにパソコンを見ていたのは、このケーキ屋の場所を調べてくれていたんだ。

　なんだろう……目の前にあるケーキがすごく高級品に見えてきた。

　崇めるようにケーキの箱を見つめていると、黒原さんが小首をかしげてわたしの顔を覗き込んでくる。

「肝心の打ち合わせはうまくいったよ。クライアントもここのケーキが好きだったらしくて、話が盛り上がってさ。それで打ち合わせが延びちゃったんだ。だから、安心してね」

　優しく微笑まれ、ついドキリとして言葉に詰まる。

　モメたわけじゃなかったんだとわかり、心からホッとした。

「べ、別に心配は……して……ましたけど」

〝心配なんてしていない〟とは言えなかった。しかし、黒原さんには聞こえなかったのか「ん？」と聞き返される。

「もう一度、よく聞こえるように言ってくれないかなぁ」

　黒原さんは耳に手を当て、いじわるな笑顔を浮かべている。なにか期待しているような言い方だ。

　く……黒原さん……！　絶対聞こえてる！

「言いません！　じゃあ、わたしケーキ配りますのでっ！」

　わたしが素っ気なく言い返すと、黒原さんは残念そうに肩を落とした。

　ケーキの箱をデスクの上で開けると、雑誌で見た通りのケーキが人数分並んでいた。

　からかってきた黒原さんには腹が立つけど、ケーキに罪はない。……それに買ってきてくれた嬉しさも変わらない。

　大事に配らないと……！と、つい気合いが入ってしまう。

　ケーキを配り終えて席に戻ると、温かいコーヒーが置かれていた。

「水門ちゃん、甘い物にはブラックのコーヒーでしょ」

「あっ……はい。ありがとうございます」

　わたしのコーヒーの飲み方まで覚えてくれていたようで、ミルクや砂糖はない。

　人が淹れてくれたコーヒーって、美味しいんだよね……。ケーキが高級品に見えたけど、このコーヒーも贅沢だ。

　ケーキより先に、まずは黒原さんが淹れてくれたコーヒーを味わう。これだけで、満足な気がした。

「あー……ケーキ、久しぶりに食べたかも」

　隣の黒原さんはケーキを美味しそうに味わっていた。

「どうしよう……甘い物にもハマリそうだな……」

　黒原さんがボソリと呟く。

　これで黒原さんが甘い物好きになったら、ますます食の好みが似てくる……。いや、いいんだけど……いいんだけど……！

　似たところで困ることはない。ただ、自分がバカみたいに意識してしまっているだけだ。

「黒原さん、美味しかったです！」

「ごちそうさまですー、またお願いします！」

　食べ終えた先輩達が口々にお礼を言っていく。黒原さんはそれをにこやかに受け止めていた。コーディネート課はしばし和やかなムード。

「し、失礼します……」

　そこに、肩身が狭そうに風馬がやってきた。あまり立ち入らないオフィスでは、同じ会社でもアウェーにいるような感覚になる。今の風馬は、そんな心境だろう。

「なんか……ここ、甘い匂いがしますね」

　風馬が眉を寄せながら、誰に言うでもなく呟く。

　あ……そういえば、風馬は甘い物が苦手だった……。

　デートのとき、生クリームとアイスがたっぷりデコレーションされたパンケーキを食べていると、胸やけしそうだとしかめっ面されたのを思い出した。

「柿崎くん……どうしたの？」

　存在を無視するわけにもいかず、声をかけてみる。

「ああ、水門。ちょっと、黒原さんに話があって」

　風馬は黒原さんに視線を移すと、彼の前に立った。

　堂々として見えるのは、風馬になにか自信がついたからだろうか。

「黒原さん……もう少ししたら白矢木課長から話があると思うんですけど、ちょっと大きい展示会の仕事が入りますんで。よろしくお願いします」

「へぇ……楽しみだな。柿崎くんが取ってきたの？」

　黒原さんは嬉しそうに声をあげた。

「そうです。俺も……やればできるんです」

　風馬が黒原さんに力を見せつけるかのように胸を張って言う。牽制しているようだ。

　しかし、黒原さんのにこやかな表情は一切変わらない。

「うん、すごいよ……でも、当たり前だけど仕事と恋愛は別。俺と張り合うより、彼女をどうやって振り向かせるか考えたほうがいいんじゃないかな」

　黒原さんがわたしに目配せしてくる。

　コーディネート課のみんながケーキの話題で盛り上がっていてくれてよかった。誰も、わたし達のことを気にとめていない。

「選ぶ権利は彼女にあるんだ。それに、いくら大きな仕事を持ってこられても、俺は一度でも彼女を傷つけたキミを応援する気はないからね」

　黒原さんの表情にはいつも通りほんのりと色気が漂っているけど、どことなく突き放すような冷たさを感じる。

　わたしのために……怒ってくれてる。

　なんとも言えない嬉しさが胸の奥から込み上げてくる。それと同時に、なんでそんなにムキになってくれるんだろうかと疑問も湧いた。

「わ、わかってますよ……。失礼します」

　風馬は悔しげに唇を噛み締めると、オフィスから出ていった。




　風馬が『大きい展示会の仕事が入ります』と言ったのは先日のこと。それから一気に黒原さんの忙しさは増した。

　面倒くさいクライアントとはうまくやっているようだけど、小さなことで何度か変更があり、まだ話し合いは継続中らしい。風馬からの仕事も始まり、ほかにも何件かかけもちしているので、いつも夜遅くまで残っている。

　わたしも手伝いたいけど、自分の仕事もあるので、なかなかそうはいかない。できることは、自分がほかの部へ行くついでに、黒原さんが必要としている資料を持って帰るくらい。

「黒原さんに資料渡すの、忘れないようにしないと……」

　今も、仕入物流部へ行ったついでに、黒原さんが欲しがっていた資料を持って帰っていた。角を曲がり、ひとけがない廊下へ出たと思っていたら、話し声が聞こえてきた。

「黒原くん、仕事の評判はいいんだけど……もう少し数字として出ないかな」

　太く低い声はインテリア事業部の部長のものだ。

「すみません」

　黒原さんの謝る声が聞こえる。気づかれないように角からそっと顔を覗かせてみると、部長と黒原さんが対峙していた。

「上から業績改善の成果を急かされているんだ。もちろん、キミが充分な働きをしてくれているのはわかっている。ただ、もう少し部として結果が欲しいんだ。頼むよ」

　黒原さんの肩をポンと叩くと、部長は喫煙ルームに入ってしまった。

「ふー……」

　残された黒原さんは息を吐くと、両手を上で組んで大きく背伸びをする。それから気持ちを入れ替えるように深呼吸すると、オフィスへ戻っていった。

「黒原さん……大丈夫かな」

　黒原さんがイタリア支社から呼び戻された理由は業績アップのため。プレッシャーを感じていてもおかしくないのに、それを微み塵じんも見せないから忘れていた。

　オフィスに戻ると、いつもと変わらない様子で黒原さんは仕事をしていた。

　さっきのことは見なかったことにしよう……。

「黒原さん。頼まれていた資料、ここに置いておきますね」

「うん、悪いね。ありがとう、水門ちゃん」

　どれほど忙しくても、艶っぽい笑みは忘れない。

　本人は無自覚なんだろうけど、いちいち色気を振りまかれると、どう接していいかわからなくなる。

「い、いえ……」

　わたしは戸惑いながら返事をした。

　黒原さん、いつもと変わらないな……。

　先ほどみたいにプレッシャーをかけられても、動揺することなくきちんと仕事をこなしている。

「仕事、まだまだ落ち着かないですか……？」

　忙しいのは重々承知なのに、つい声をかけてしまう。

　黒原さんは苦笑を浮かべた。

「うーん、そうだね。もっとスマートに仕事ができたらいいんだけどな」

「黒原さんは、充分スマートにこなしてますよ」

　やっぱり、部長との会話がこたえているのかもしれない。黒原さんほどの仕事量をこなせる人なんて、なかなかいないと思う。だから、部長の言葉なんて気にしなくていい。その思いが伝わるように強く言うと、黒原さんは少し驚いたあと、頬をゆるめた。

「水門ちゃんは優しいね」

「そ、そんなことありません」

　上の人が厳しいだけだと思う。この仕事の成果なんて、すぐに出るものではない。ひとつひとつの案件を地道にこなしていくことで、徐々に評判が広まり、それが次の仕事につながって、ようやく数字に表れる。

　部長も、インテリア事業部にいるならそれくらい理解して、もう少し待ってくれたっていいのに。

　部長は部長で、上から圧力をかけられているのだろう。負の連鎖だ。それをひとりで受け止める黒原さんは疲れないのかと心配になる。

「そういえば、この資料って……イタリアで有名なメーカーのカタログですよね」

　黒原さんに頼まれて仕入物流部から受け取ってきたのは、イタリア支社から取り寄せた物らしかった。

「うん、今シーズンの新作。まだイタリアにしかないから、お願いして送ってもらったんだ。あー……今季も素晴らしいデザインだな。生で拝みたいよ」

　黒原さんはページを一枚めくると、大きく取り上げられているイスに感嘆の声をあげる。しかし、楽しそうな顔にふっと陰がよぎった。

「インテリアってさ……正直、なんでもいいよね」

「えっ？　ど、どうしたんですか、急に……」

　黒原さんらしからぬ言葉に、思わず疲れすぎておかしくなったのかと不安になった。

「いや、一般的にはって話だよ。俺はこだわるけど……特にこだわりのない人からすれば、衣食住を手助けできるものがあれば充分なんだろうなって。コーディネートなんて気にしなければ、適当に組み合せていればいいんだから」

「まぁ……そうかもしれませんね」

　そう言われればそうだけど……それでは寂しいと思う。

「でも、そこにただ単純に組み合わせただけじゃ生まれない、幸せな空間を作り出すのがわたし達の仕事だと思います」

　綺麗事かもしれないけど、その気持ちで今までこの仕事をやってきた。

　黒原さんの目を見ると、彼はハッとした表情になり、それから温かく微笑んだ。

「……うん、俺もそう思う。たまに、忘れそうになるんだ……ありがとう」

「黒原さん……」

　黒原さんの笑顔に、なぜだか胸の奥がキュウッと締めつけられるように痛む。彼をもっとサポートできる余裕が自分にあればいいのに。そう思った。




　夜は前に未香子から聞かされていた同期会をすることとなった。場所は会社近くの焼鳥屋で、いつも夕方からいい匂いを漂わせている店だ。狭い店内は賑わっていて、そこかしこから話し声が飛び交っている。そんな店内の奥のテーブル席で、わたし達三人は焼鳥を頬張っていた。

「そういえば、黒原さんとはどうなの？」

　同期会も焼鳥も久しぶりだという話をしたあと、向かいに座った未香子がおもむろにたずねてきた。トロンとした表情は、すでに酔いが回っている様子だ。最初からハイペースで飲んでいたから、無理もない。

「どうって……まぁ、うまくやってるよ。たまにからかわれるし、振り回されてるけど……今は、すごく忙しいみたいで、特になにもない」

　わたしは焼鳥を頬張り、ビールをグッと飲んだ。いつもより苦く感じる。未香子の隣に座っていた風馬も、同じようにビールをあおった。

「黒原さん、難しいクライアントを担当してるんだろ。営業一課のヤツに聞いた。俺からは大きい企画もお願いしてるし……それ以外にも抱えてるよなぁ。考えただけで大変だと思う」

　風馬は渋い顔をする。企画部にいるからか、いろんな課に知り合いが多い風馬は、その人達から黒原さんの仕事ぶりを聞いているらしい。

　男性から見ても、ものすごい仕事量をこなしている黒原さん。なのに、一切不満を言わない。

　倒れたりしなければいいけど……。

　この前、寝不足だったときに散々気を遣ってもらったけど、本当は黒原さんのほうが疲れていたのではないかと改めて思う。

　そんなことを考えながら焼鳥を持つ手を止めていると、未香子が不機嫌そうな顔をして焼鳥を皿に置いた。

「ちょっと、話に入ってこないでよ。わたし、やっぱり柿崎くんのこと許せないのよね。本当に反省してるの？」

　未香子はやっぱり酔っているらしくさっきまで楽しそうに会話していたのに、突然風馬に絡みだした。

　据わった目で風馬の肩を持ち、自分のほうへグイと向かせる。彼が反省しているのかどうか、見極めているようだ。

「反省してるよ……！　だから、今は和紗に認めてもらおうと必死に仕事を頑張ってるんだよ！」

　風馬は半分泣きそうな顔になっている。これも酔いのせいがあると思うけど。

　最近の風馬は、一緒に仕事をしていて本当に変わったと感じていた。

「俺は……和紗と出会って、和紗と別れて……和紗に変えてもらったんだ」

　手にビールを握り、ポツリポツリと言葉を零す。

「和紗には感謝してるし、傷つけたことは申し訳ないって思って……でも、どうしたらいいのかわからなくて……」

「風馬……」

　わたしが傷ついた分、風馬もどうしたら許してもらえるのか悩んで、浮気したことを後悔しているのかもしれない。

　浮気したことは許せないけど、こんなネガティブな気持ちはそろそろ断ちきりたい。今は仕事を頑張る……と決めていたけど、このまま恋愛に対してイヤな思いをずっと引きずっていたら、新しい恋もできやしない。

「風馬……もう、引きずるのやめよう。同期として、仲良くやっていこうよ」

　わたしがゆっくり話しかけると、風馬は驚いた表情で顔を上げた。

「か、和紗……ありがとう」

　風馬が大げさに頭を下げると、テーブルに彼の頭がゴツンとぶつかり、おかしくなった。

　未香子とひとしきり笑うと、彼女がビールをグッと飲み干して、風馬を指差した。

「そうよ。柿崎くんなんて和紗とは同期で充分。いくら頑張っても黒原さんみたいには、なれないんだから」

「み、未香子？」

　また出てきた黒原さんの名前に、わたしは動揺してしまう。

　しかし、未香子の口は止まらない。

「黒原さんのバイヤー時代の話、先輩から聞いたことがあるけど、本当にすごかったんだって。億単位の仕事を会社から任されて、かなりの利益を出してたっていうんだから」

「げぇ……俺なんて最近、やっと仕事に本気になりだしたのに。やっぱ勝てないや」

　風馬は肩を落とすと、テーブルに突っ伏してしまった。

　未香子は通りかかった店員にレモンサワーを注文し、うなだれる風馬の分のおかわりもついでに頼んだ。

「勝てると思ってたの？」

　未香子のキツイひと言に、風馬は反論する気配もない。

「せめて和紗にとっては一番……って、思ってたけど。男の俺でも惚れるわ」

　テーブルに突っ伏したまま、くぐもった声で降伏宣言をする。しかし、その内容に引っかかりを覚えてしまう。

　なんか……わたしが黒原さんに惚れてる……みたいな感じになってない？　惚れているなんて言ったことないし、ましてや惚れてなんかいないのに。

「当たり前よ。だから、和紗が惚れてもおかしくないの」

　未香子も勘違いしているのか、間違ったことを言いながら、まだうなだれたままの風馬の肩をペシペシと叩いていた。

「えっ、ちょ、ちょっと……わたし、別に黒原さんのこと……」

　好きだなんてひと言も言ってないのに！

　勝手に誤解されて焦るけれど、酔いがいい感じに回ったふたりは「黒原さんは男前だ」とか「人事部でも人気だ」とか、手放しに黒原さんを褒めだしてしまい、口を挟む隙がなくなってしまった。

　結局、誤解を解けないままうやむやになってしまい、わたしにとっては後味の悪い同期会となった。

　ふたりとも酔っていたし、ノリで言ってただけだよね。

　わたしが黒原さんを好きだと本気で思っているわけではないだろう。それに、次の日には忘れているかもしれない。というか、そうであってほしいと願った。




　次の日。いつもより早い電車で出勤すると、黒原さんが就業前なのに忙しそうに働いていた。

「おはようございます。早いですね……もう仕事してるんですか？」

「あー……水門ちゃん、おはよう。なんか、やっと目が覚めた気分」

　黒原さんは眠たそうな顔でわたしに笑いかけると、大きなあくびをした。

　一瞬、ここに泊まったのかと思ったけど、シャツもネクタイもきちんと変わっていたので、一度は家に帰っているようだった。

　安心しながら荷物を片づけ、パソコンを立ち上げる。

「水門ちゃん。今日の打ち合わせ、白矢木課長と行ってもらってもいいかな？」

　申し訳なさそうにお願いしてくる姿は、気だるさと相まって色香に変わっている。

「はい、大丈夫です」

　もともとひとりで進める予定だった企画。初回だけ黒原さんと一緒に行って、アドバイスをもらう予定になっていた。黒原さんも楽しみにしていた企画だったけれど、どうやらデスクの両脇に積まれた書類が彼を引き止めているらしい。

　現場でインテリアを組み合わせてコーディネートすることだけが仕事ではない。クライアントに資料を提出したり、プレゼンしたり、見積もりを出したり……事務仕事も結構な量がある。




　午後の打ち合わせの時間が近づくと、白矢木課長から声がかかった。

「水門さん、そろそろ出発しましょうか」

　課長はグレーの上着を手に持つと、社用車の鍵をチャリンと鳴らした。

「いってらっしゃい。白矢木課長の仕事ぶりを見て、しっかり勉強しておいで」

　書類に埋もれた黒原さんが、優しく見送ってくれる。

「はい、いってきます」

　わたしは返事をすると、白矢木課長とオフィスを出た。

　エレベーターへ乗り込み、社用車を停めている地下へ向かう。エレベーターを降りて車に乗り込むと、白矢木課長が丁寧な仕草でエンジンをかけた。

「運転は黒原くんほどうまくありませんが、許してくださいね」

　白矢木課長は謙けん遜そんしながら地下の駐車場から社用車を発進させる。許すもなにも、黒原さんと同じくらい揺れが少なくて快適だ。

「黒原くんとはうまくやっていますか？」

「えっ……？」

　ビルを出た社用車は大通りを通り抜ける。白矢木課長は前を向いたままで、その表情からはなにも感じ取れない。

　わたし達の仲を心配してくれてるのかな……。

「普通です。黒原さんが忙しいので、接する機会が減りましたし。そもそも、わたしは仕事面では黒原さんを尊敬してます」

　そう、仕事面では尊敬している。おかしなちょっかいさえ出してこなければ……。

「そうですね。彼はいい仕事をしてくれるので、安心して任せられます。その分、すべてを彼に委ゆだねたくなってしまうんですよ。彼を指名してくる人も多いですし」

　会社からだけではなく、クライアントからも信頼されるのは素晴らしいこと。結果は充分出ていると思うのに、上の人は〝もっと利益を出せ〟とさらに要求してくるから、大変だろう。

「黒原さんって……飄々としているようで、実はすごい努力家ですよね」

「わかってきましたね」

　やがてクライアントのビルが見えると、近くのコインパーキングに入った。ビルに駐車場がないことを事前に確認してくれていたらしい。白矢木課長はスマートなハンドルさばきで駐車した。




　打ち合わせは時間がかかったものの、内容は予定通りに進んだ。

　帰りの車から外を見ると、青かった空はいつの間にか紺色になり、流れていく景色には明かりのついた街灯が加わっていた。

「戻りました」

「お疲れさまー、遅かったね」

　白矢木課長と一緒にオフィスへ戻ると、藤本さんが明るい声で迎えてくれた。デスクのパソコンは閉じられ、帰る支度をしているみたい。

「どう？　これからうまくいきそう？」

「はい……白矢木課長のおかげでうまくいきそうです」

「白矢木のおかげかぁ……って、もしかして水門ちゃん、アイツに惚れた……？」

　藤本さんは少し慌てた様子でたずねてきた。

　なんでそんなこと聞くんだろう……と、一瞬キョトンとしてしまう。

「いえ、惚れはしませんけど……」

　頼りになるとは思うけど、急に恋愛感情が生まれるほどドキドキした出来事はなかった。否定すると、藤本さんはホッと息をついた。

「そ、そうよね。仕事はデキても、性格があれだもんね……あっ、じゃあ、わたしそろそろ帰るわ。飲み会があるの。お疲れさま！」

　藤本さんはバタバタしながら帰っていく。

　彼女の言動を不思議に思いつつも、それより気になるのは隣の席。チラリと見ると、黒原さんの姿はないが、山積みだった書類は半分くらいの高さとなっていた。パソコンがついているから、まだ帰ってはいないようだ。

　夜ご飯でも買いに出てるのかな……。わたしもコーヒーでも買おう。

　各フロアには簡易的な休憩スペースがある。ソファとテーブル、自動販売機が置かれているので、そこへ行くことにした。

　お手洗いを済ませて近くにある休憩室へ向かう。すると、窓際のソファに深く腰かけた黒原さんがいた。手にはカップのコーヒーを持っている。

「黒原さん……お疲れさまです」

「あー……水門ちゃん、打ち合わせ終わったんだ。おかえり。うまくいった？」

　わたしにたずねながら、ネクタイを長い指でゆるめる。ワイシャツの第一ボタンをはずし、首すじを開放した。その仕草にドキリとしつつ、平静を装う。

「はい。白矢木課長が話をトントンと進めてくださいました」

　黒原さんに答えながら、財布から小銭を取り出した。

「黒原さんは、だいぶ書類が片づいてましたね」

「そうだよ。さすがに疲れたかなぁ……」

　コーヒーのカップをテーブルに置き、グッと背伸びをした。気だるそうな口調から、本当に疲れがたまっているとわかる。

「働きすぎですよ……見ていて、心配になります」

　早く帰ってほしいけど、仕事が減るわけでもない。なんのアドバイスもできない自分に悔しさや憤りのようなものを感じて、唇を噛み締める。小銭を手に持ったまま自動販売機の前で立ち尽くしていると、黒原さんが手招きしてきた。

「水門ちゃん、ちょっと……こっち、来て」

「え？　はい……」

　なにかあるのだろうかと歩いていくと、グイと手首を掴まれた。反動で手から零れた小銭が、音を立てて床に散らばる。

「きゃっ……！」

　そのまま引き寄せられ、腰に片手を回される。あっという間に、黒原さんの胸に飛び込んでいた。

「く、黒原さん……っ！」

「疲れたから……元気ちょうだい」

　黒原さんの唇が耳に触れ、溶けかけのミルクチョコレートみたいに甘ったるい声が頭や全身に響いていく。

　一瞬、なにが起こったかわからず放心状態になる。そうしていると、もう片方の手も腰に回り、わたしの体温を確かめるみたいにギュウッと力がこもり始めた。

「水門ちゃん……」

　耳に黒原さんの吐息がかかる。少し掠れた甘い声がじわじわと体内を侵食していく。喉が震え、声にならない声が漏れそうになった。

「なっ……なにするんですかっ！」

　やっと正気に戻ったわたしは、勢いよく黒原さんの胸板を押して離れた。足がふらつき、膝より少し高い位置にあるテーブルに手をつく。黒原さんが飲み干していたコーヒーのカップが、転がって静かに床へ落ちた。

「ごめん、水門ちゃん見てたら……触りたくなった」

　黒原さんは『つい出来心で……』とでも言いたげに片目をつぶって、顔の前で両手を合わせる。その様子があざとく見え、人をおちょくっているとしか思えない。だいたい、口元にはまた艶っぽい笑みが浮かんでいる。

　口では謝っているけど、まったく反省していないみたいだ。

「つ、疲れすぎですっ……！　今すぐ帰って寝てください！」

　動揺で声が震える。押さえた頬は燃えるように熱い。

　わたしは力が入らない足を必死に踏ん張り、空のカップと小銭を蹴飛ばしながら休憩室から出ていった。










現状報告６：よくわかりません！




　昨日、抱き締められた感触がまだ身体に残っている。力強くて、身体だけじゃなく身体の奥までギュッと理性を絞り取られるような感覚だった。

「黒原さんに会いたくない……」

　メイクをし、服も着替えてバッグも持った。あとは出発するだけの状態。玄関に置いたパンプスを見つめながら、足を一歩踏み出せずにいた。

　気まずい。どういう顔をしていいかわからない。でも……黒原さんはきっと普段と変わらない顔をしてるんだろうな。

　女性を抱き締めることなんて慣れているはず。それにいつもと同じようにからかっただけで、悪気なんて感じていないだろうし、もしかしたら、わたしを別の誰かと間違えていたのかもしれない。

　あ……でも、名前を呼ばれたんだった。

　抱き締められながら、目眩がしそうなほど甘い声で名前を呼ばれた。わたしを腕の中に招いた自覚があったという証拠だ。

「あー……ダメダメ、つい考えすぎちゃう。早く仕事に行こう……あ、そうだ！」

　玄関からキッチンへ戻り、冷蔵庫から栄養ドリンクを取り出す。徹夜が続いたときに買い置きしていた物だ。

　これを持っていって、シャキッとしよう。

　また黒原さんのことを考えてしまい、昨日の夜は浅い眠りだった。寝不足だから、つい同じことを何度も考えてしまうんだと思う。

　ヨシ。わたしも黒原さんには、なにもなかったように接する！

　栄養ドリンクをバッグにしまい、パンプスを履いて外に出る。春の暖かな日差しに目を細め、いつもより一本遅い電車を目指して駅まで歩いた。




「和紗、おはよう」

　ビルの中に入り、エントランスを歩いていると未香子に声をかけられた。黒髪をひとつにまとめ、ストライプのシャツに黒のパンツを合わせている。スタイルがいい未香子にはピッタリの服装だ。

「あれから仕事は順調？　まだ黒原さんに遊ばれてるの？」

　エレベーターを待ちながら、軽く話をする。同期会ではわたしが黒原さんに惚れていると誤解されていたけど、どうやらそれはあの場だけで終わったようだ。

「わたしは順調だよ。黒原さんとは最近、仕事を一緒にしてないし。ひとりか……白矢木課長と一緒に回ることのほうが多いかな」

「えっ、白矢木課長!?　それもいいわね……人事部では昔から人気よ。今は黒原さんが一番人気だけど」

「そ、そうなんだ……」

　白矢木課長もそんなに人気だったとは。穏やかで優しいけど、派手で目立つイメージはないから、ほかの課の人はあまり気にかけていないのかと思っていた。

　エレベーターに乗り込み、七階と、総務人事部がある八階のボタンを押す。

「コーディネート課って、なにげにカッコいい人多いんだね」

「今さら気づいたの？　あ、そうだ……話変わるけど、注文してた名刺、できたから、あとで持っていくね」

「そうなの？　じゃあ、このまま……ついでにもらいに行く」

　七階では降りず、未香子と一緒に総務人事部へ行くことにした。

「はい、名刺ふた箱ね。ついでに、黒原さんにも渡しておいてくれない？」

　異動してきたばかりの黒原さんは、すでに名刺三箱を使いきったようだ。未香子に黒原さんの分のふた箱も手渡され、一瞬躊躇してしまう。

　でも、ここで断るのも変だし……わたしも普通にしようって決めたし。

「う、うん。わかった」

　ふたり分の名刺をバッグに入れると、階段で七階まで下りた。

「おはようございます」

　インテリア事業部のオフィスに入って、コーディネート課に向かう。いつもより遅い時間だから多くの人が出勤していた。みんなインターネットをしたり、コーヒーを飲みながら談笑したりしている。

　もちろん……黒原さんも来てる。

　出勤が早い黒原さんは、すでに席に着いてパソコンを操作していた。書類と睨めっこしていることから、早くも仕事しているのだとわかる。

「お、おはようございます」

　平常心で、普通に。

　そう心がければ心がけるほど、喉が詰まって声がうまく出てくれない。裏返った声で挨拶をしたけど、黒原さんはなにも気にしていないようだった。

「おはよう、水門ちゃん」

　キーボードを叩く手を止め、きちんとわたしの目を見て挨拶してくれる。いつもと変わらない、色気を帯びた笑顔で。

　やっぱり、黒原さんは気にしていない。もう忘れてるのかも。そもそも夢だったのではないか……とバカみたいなことまで考えてしまう。

　わたしも考えることはやめよう……。

　そんなことを思いながら席に着くと、黒原さんがポケットを探りだし、わたしのデスクにチャリンと小銭を置いた。

「これ、昨日の忘れ物」

「えっ？　あ、そういえば……！」

　小銭を落としたまま、帰ってしまったことを思い出す。やっぱり、昨日のことは夢じゃなかった。わかっていたことだけど、改めて昨日のことは現実だったのだと思い知らされて、恥ずかしくなってきた。

「あっ、ありがとうございます！」

　ドギマギしながら小銭を受け取り、バッグから財布を取り出していると、コツンと名刺の箱が指先に当たった。

　そうだった。これを渡さなくちゃ……。

「黒原さん、人事部から名刺を預かってきました」

「あー……悪いね。水門ちゃんも忙しいのに」

「いえ、たまたまエントランスで人事部の同期と会ったので……」

　黒原さんの名刺をふた箱持ち、彼に差し出す。

　スッと手が伸びてきて、そのまま受け取ってくれるのかと思いきや、黒原さんの大きな手は名刺ごと包み込むようにして、わたしの手を取った。

「く、黒原さん……？」

「うん」

「う、うん……じゃなくて、ですね？」

　黒原さんの長い指がわたしの手の甲を撫でる。

　く、くすぐったい……手、引っ込めてもいいかな？

「黒原さん、あのっ……！　は、離してくれませんか？」

　声をかけてもじっとわたしの手を見つめたまま、指先で甲をさすっている。

「離してくださいってば。黒原さん、聞こえてますか？」

　もう、わけがわからない。先ほどよりも大きな声でたずねてみるけど、黒原さんは聞こえないのか、まだ手の感触を楽しむように長い指を滑らせている。

　困惑しつつもドキドキしていると、白矢木課長が出勤してきた。

「黒原くん、水門さんを困らせてはいけませんよ」

　わたし達のすぐ後ろを通り過ぎるとき、さり気なく注意してくれる。

「はい」

　黒原さんはハッキリ返事をすると、名刺を受け取った。

「く、黒原さん……聞こえてたんじゃないですか！」

「ごめん。癒されるなぁーって、水門ちゃんの手の感触を味わってた」

　謝っているわりに、悪びれた様子もなくふわりと笑ってみせる。許されることを知っている顔だ。

「な、なんですか……それ……」

　なんだか、肩の力が抜けてしまう。

　わたしの手で癒されるなんて……こっちはドキドキして仕方なかったのに。

　やっぱり、黒原さんは人肌恋しいだけじゃないのかと思えてくる。それから自分の名刺を取り出していると、家を出る直前に突っ込んだ栄養ドリンクが目に入った。

「黒原さん、疲れすぎですよ。これ、よかったら飲んでください」

　栄養ドリンクを、今度は差し出さずに黒原さんのデスクに置いた。黒原さんはそれを見ると、何度か目を瞬かせた。

「水門ちゃん……怒らないの？」

「えっ、あ……そう、ですね」

　黒原さんに言われ、自分が怒っていないことに気づく。というか、黒原さんの笑顔で怒る気も失せてしまったのだけど。

「えっと……もう、変なことしないでください！」

　戸惑いながら注意すると、黒原さんにクスクスと笑われてしまった。

　楽しそうな笑顔に、鼓動が速まる。

「そんな怒り方じゃ、煽るだけだよ」

「あ、煽るって……そんなつもりじゃないんですけど」

　ダメだ……からかわれているっていうのに、顔が熱くなってくる。

「も、もう……ホントに。これ飲んで疲れを吹き飛ばしてください」

　半分投げやりになって、黒原さんのデスクに置いた栄養ドリンクを手に取り、押しつけるように渡した。黒原さんはそれを受け取ると、わたしを見てきた。

「ありがとう。お礼にキスしていい？」

　ニヤリといじわるな顔をする。

「はぁー……冗談が言えるなら大丈夫ですね」

　わたしは大げさに肩を落として、ため息をついた。本当は、ドキドキしている。だけど、それに気づかれるのは悔しくて、呆れた感じを装って仕事を始めた。

　午前中は、社内でグループ会社であるアーニーホームの人と打ち合わせを行ったあと、昨日のクライアントのもとへ出かけることになっていた。

「予定では水門さんだけだったんですが、先方から企画の見直しをしたいと連絡がありましたので、僕もついていくことにします」

　白矢木課長が総務人事部から空いていた社用車の鍵を借りてきて、わたしと一緒にオフィスを出る。

「お願いします」

　本来なら、担当であるわたしのところに来る連絡。クライアントが、上司である白矢木課長に連絡してきたということは、わたしじゃ頼りないと思われている証拠だ。

　もっと……信頼される人にならないと。

　自分に歯がゆさを感じながら、白矢木課長が運転する車に乗り込んだ。

　課長はエンジンをかけると、ゆっくりと発進させる。車は地下の駐車場を出て、大通りを走りだした。

「今朝は黒原くんといい雰囲気でしたね」

「いいえ、もてあそばれているだけです」

　あのまま白矢木課長が来なければ、どうなっていたことか。ついげんなりしながら答えてしまう。

「黒原くんは少し働きすぎなので……水門さんがいい癒しになっているんですよ」

「癒し……ですか？」

「そうですよ。イタリアでバイヤーとして成果を出して、業績改善のための要員として日本に帰ってきた。周りから期待され、プレッシャーを感じているはずです」

「バイヤー時代の黒原さん、すごかったそうですもんね……」

　イタリアにいたときと同じ結果を日本でも求められる。過去の自分を重荷に感じていてもおかしくないと思う。

「ええ。でも、水門さんはそんな彼のプレッシャーを忘れさせてくれる存在なんですよ」

「そうでしょうか……そんな力があれば、黒原さんの奇行を止められているはずです」

「奇行、ですか？」

　赤信号で止まった白矢木課長が、不思議そうにわたしの顔を見てきた。

「はい……この頃、やたらと触ってくるんです」

「なるほど、セクハラですね」

　動揺することなくあっさりとした口調に、こちらのほうが慌ててしまう。

「セ、セクハラというほどいやらしさは感じなくて、わたしもイヤというわけではないので大丈夫なんですけど、ただ心配で……」

「なるほど、イヤではないんですね」

　先ほどと変わらないあっさりとした口調で、復唱される。

　自分がとんでもないことを言ってしまったと気づいた。

「いっ、いえ、イヤではあるんですけど……あっ、でも訴えたいほどではなくて……あの、ただ心配しているという話で……」

　イヤではないということは、黒原さんに好意があるという意味にもとれてしまう。

　しどろもどろで、黒原さんの体調を心配しているだけだということを強調するも、うろたえた声がむなしく車内に響く。

「とっ、とにかく黒原さんがおかしいんです！　あの人のことは、よくわかりません」

「なかなか、とらえどころがない性格をしていますからね」

　白矢木課長はクスリと笑うと、青信号になったことを確認して車を発進させた。

　とらえどころがないという意味では課長も同じだ。藤本さんが『白矢木は思考が読めない』と嘆く気持ちが、ちょっとだけわかる。

　わたしってば……仕事前になんていう話をしているんだろう。

　気持ちを落ち着けるために深呼吸する。運転しているわけでもないのに姿勢を正して、フロントガラス越しの景色をじっと見つめていた。




　打ち合わせは、白矢木課長のおかげでうまくいった。わたしだけでは……すんなりとはいかなかったかもしれない。クライアントがわたしではなく白矢木課長を頼ったのは正解だったということだ。

　入社して四年目だし……しっかりしなくちゃ。

　まだコーディネート課には新入社員が入ってきていないけど、いつ入ってくるかわからない。そのときには、しっかりした先輩でありたいと思う。

　クライアントのビルから出て、コインパーキングまで歩きながら決意を新たにする。

「水門さん、どうかしましたか？」

　黙り込んでいたわたしに、白矢木課長がたずねてきた。

「あっ、いえ……今回のように内容の変更があったとき、わたしも白矢木課長みたいに、すぐに次の提案を出せるといいのに……と思っていたところです。わたしひとりだったら、どうなっていたか……」

「だてに場数をこなしていませんからね。水門さんもそういったことができるようになりますよ」

「はい……頑張ります」

　深くうなずいていると、イタリア料理の店の前に差しかかった。ちょうどお昼どきということもあり、お客さんが多く、賑わっている。いい匂いが漂い、看板にはランチメニューがイラストつきで書かれていた。

「お昼、食べて帰りますか」

「そうですね」

　打ち合わせが終わってホッとしたこともあり、ちょうどお腹がすいていた。

　店の中に入ると、すぐに案内してもらえ、わたしはパスタのランチを、白矢木課長はピザのランチを頼んだ。

「こういう店は久々に入りました」

　白矢木課長が店内を見渡しながら言う。わたしからすれば普通のレストランだけど、男性はあまり来ないのかもしれない。

「白矢木課長は、彼女とこういうお店に来ないんですか？」

「今は彼女がいないので。彼女がいるときも、家で食事のほうが多いですね」

　白矢木課長、彼女いないんだ……もったいないなぁ。

　容姿は整っているし、清潔感もある。なにより穏やかで落ち着いているし、物腰が柔らか。結婚を夢見る女性が放っておかないタイプだと思う。

　そんなことを考えていると、ランチセットのグリーンサラダとミネストローネが運ばれてきて、わたし達は早速食べることにした。

「食事といえば、最近はよく黒原くんと飲みますね」

　白矢木課長は話しながら、テーブルに備えつけられているタバスコを手に取り、ミネストローネへ大量に振りかけ始めた。ちょっと味つけ……程度ではなく、タバスコの味しかしないと思えるほどの量。

　わたしは唖然としながらも、会話を続けることにした。

「黒原さんと、ですか」

「行きつけの店が一緒なので、たまたま会うんです。ふたりしてヒマ人ですよ」

　ということは、黒原さんも彼女がいないということかな？　……だから、人肌恋しくて？

　無意識に黒原さんの情報を把握しようとしてしまう。しかも、今朝のことを思い出して頬が熱くなっていく。

　ダメだ……黒原さんのことは忘れよう！

　わたしは頭の中から黒原さんを追い出すように、目の前にあったサラダをひたすら頬張った。

「お待たせしました」

　わたしがバカみたいなことを考えていると、明るい店員の声がし、注文していたパスタとピザが運ばれてきた。

「美味しそう！　いただきますっ」

　すでにサラダやミネストローネを食べ終えていたので、早速サーモンとほうれん草の和風パスタに手をつける。色合いもよく、出だ汁しのいい香りがふんわりと漂ってくる。

　白矢木課長は、真っ赤になったミネストローネは飲みきっていたものの、サラダはセロリだけを食べてあとは残していた。そして、運ばれてきたアンチョビが乗ったピザには、また大量のタバスコをかけ始める。

「白矢木課長……か、辛いのがお好きなんですか？」

「ええ、あとは苦い物も好きです。水門さんはお好きですか？」

「どうでしょうか……あまりにも辛いのはダメですけど、嫌いではありません」

　たぶん、白矢木課長と同じピザは食べられないと思うけど……。

　ビックリするほど赤く染まったピザに、見ているだけで額から汗が出そうになった。

　白矢木課長は少食なのか、結局ピザを三分の一ほど食べ残したまま、食後のコーヒーを満喫して店を出ることになった。

　伝票を持った白矢木課長は、そのままレジへ行き、会計を済ませてしまった。

「白矢木課長、自分の分は出しますよ……！」

「いいえ、久しぶりにこういった店に来られたのも水門さんのおかげですので。払わせてください」

「で、では……ごちそうさまです」

　きっと白矢木課長は払わせてくれない。恐縮しながら店を出ると、ひと組のカップルとすれ違った。

「あっ……！」

「あ、水門さん……と、白矢木さんじゃないですか」

　すれ違ったのは、先ほどまで打ち合わせをしていたクライアントの男性だった。隣にいるのは、彼女かもしれない。色白の肌にブラウンの髪色がよく似合い、サイドでひとつにまとめている。

「あ……妻です。総務課にいるんですよ」

　彼女ではなく奥様だった。女性は小さく頭を下げてくれる。仕草も女性らしくて可愛らしい。店の前でもあったので、わたし達は軽く挨拶だけして別れた。

　コインパーキングに停めていた社用車に乗り込むと、先ほどのクライアントの話をする。

「さっきのおふたり、社内恋愛ですよね。白矢木課長はどうですか？　きっと、社内でモテモテだと思いますけど」

　もし、社内恋愛をする気であれば、未香子が言っていた総務人事部の誰かを勧めてみよう。

　そう思っていたけど、白矢木課長は首を横に振った。

「いいえ、社内恋愛は考えられません」

「えっ、どうしてですか？」

「もし、彼女が困っていたらどんな状況だろうと助けてあげたくなりますし、上司に怒られていたらすぐに慰めてあげたくなります。次の日は会社へ行かせたくありません。僕の部屋で……ずっと守ってあげたくなる」

　白矢木課長は穏やかな口調で言いながら、車を発進させた。

「白矢木課長って、お優しいんですね……」

　けど、ちょっといきすぎな気もする……かな？

　少し引っかかりを感じながら、話を続けてみる。

「でも、部署が違えば気にならないんじゃないですか？」

　部署が違えば、彼女が困っているのか怒られているのかわからないし、いつもと変わらず仕事ができそうだと思った。しかし、白矢木課長はそれにも首を横に振る。

「部署が違ってもダメです。近くにいるのに会えないことでイライラする。そのうえ、廊下や食堂ですれ違ったとき、もしほかの男性といることがあれば、どういう話をしていたのか、どういう関係か……すべて問いつめたくなる」

「は、はぁ……じゃあ、やっぱり白矢木課長に社内恋愛は無理ですね」

　白矢木課長の愛って……ものすごく深いんだ。独特の恋愛観を持ってる……。もしかして藤本さんって、こういうところも知っているから、課長を微妙に避けてるのかな。

　思わぬところで、白矢木課長が独身である理由が判明してしまった。それ以上、白矢木課長の恋愛について聞くことが怖くなって、話題を変えることにした。

　お昼休みが終わった頃に会社へ戻ると、黒原さんは打ち合わせに出かけていた。

「あっ……飲んでない……」

　黒原さんのデスクには、閉じられたパソコンの隣に今朝あげた栄養ドリンクが未開封のまま置かれていた。

　好みに合わなかったのかな……。

　じっと見つめていると、黒い影が後ろを通った。

「ドリンク、返さないからね」

　黒い影の正体は黒原さん。お昼ご飯も食べずに打ち合わせに出かけていたらしく、手には近くのコンビニで買ったであろうお弁当を持っていた。

「返してほしいわけじゃないですよ。ただ、必要なかったのかなぁって思っていたんです」

　席に着き、お弁当を広げだす黒原さんに疑問を投げかける。

「ドリンクは必要だよ。飲まなくても、水門ちゃんからもらった物だから、見ているだけで元気になるんだ」

「えっ……」

　ふいに言われたキザなセリフに、不覚にも胸がトクンと高鳴る。

　おかしいな……いつもの冗談だってわかっているのに。白矢木課長に、『癒しになっている』とか言われたから……変に意識しちゃってるのかも。どうしよう……顔がどんどん熱くなっていく。

「水門ちゃん？」

　お弁当を食べていた黒原さんが、わたしのほうを見てくる。

　黒目がちな瞳と目が合い、首裏までカッと熱くなった。胸がバクバクと音を立てだし、わたしは慌ててそっぽを向く。

「し、賞味期限までに飲んでくださいね！」

「……うん」

　黒原さんは返事をするけど、その目はまだわたしをじっと見据えたままだ。横顔に刺さる視線が、熱線のように感じられる。

「な、なんですか……！」

　耐えきれなくなって、黒原さんを見る。

「ううん、ちゃんと賞味期限までに飲むからね」

　そう言うと、身を乗り出してわたしの頭をワシャワシャと撫でる。

「も、もうっ……だからなんなんですか」

「いやー……可愛いなぁって思って」

　黒原さんは色っぽく瞳を細めると、唇に綺麗な流線を描いた。

　か、可愛いって……。そのひと言で、わたしの心臓がどれほど反応しているか、考えてほしい。

「わ、わたし……資料室で書類を探してきます」

　黒原さんの手を払いのけると、勢いよく席を立つ。早足でオフィスから出ていこうとすると、お手洗いから帰ってきた桃原さんと藤本さんにぶつかりそうになった。

「わっ、水門さん……どうしたのぉ、そんなに急いで」

「ていうか、顔が……」

　ふたりはなにがあったのかわからないので、とても驚いていた。

「すみませんっ……」

　わたしはふたりに謝ると、駆け足でオフィスを出た。

　なんで黒原さんはわたしに甘い言葉ばっかり言うんだろう……しかも、頭まで撫でてきて……。

「もう、ボサボサになっちゃったじゃない……」

　クシャクシャにされた頭を、歩きながら簡単に整える。

　どうしてわたしは……黒原さんにあんなに反応してしまったんだろう。

　周りも見えずに、ひたすら資料室に向かって歩いていると、すれ違いざまに声をかけられた。

「あれ？　和紗じゃない」

　声の主は未香子だった。手に書類を持っているので、仕事でフロアを回っているようだ。

「どうしたの、和紗……顔が真っ赤よ？」

「えっ……！　ウ、ウソ……」

　そういえば、先輩達にも顔を心配されていた。熱くなっていくのは感じていたけど、未香子に驚かれるほど赤くなっていたとは。

　わたしは慌てて近くにあったお手洗いに入った。

「うわ……ホントだ」

　ファンデーションを塗っていても、それに負けないくらい真っ赤になっている。酔っぱらっているみたいだ。

「ね、真っ赤でしょ？」

　わたしを追って、未香子もお手洗いに来てくれた。肌の色があまり変わらない未香子と並んでみると、明らかにわたしだけ赤い。

「なにかあったの？」

「あったような……ないような」

　こんなに赤くなっているなんて。

　黒原さんがじっとわたしの顔を見たり、桃原さんと藤本さんが驚いたりしていたのは、これのせいだったのか。

「黒原さん関係か」

「どうしてわかるの!?」

「勘よ。話はいつでも聞くから。話したくなったら言ってね」

　未香子は嬉しそうに手を振ると、お手洗いから出ていった。

　話したくなったら……って、今すぐ話してしまいたいけど。でも、話してしまえばこの鼓動と赤面の理由……すなわち、新しい恋に気づいてしまいそうで、怖くて立ちすくんでしまった。
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　顔を赤く染めることがどれほど危険なことか、全然わかってない。

　場所が職場でなければ、なにをしていたか……。

　水門ちゃんを見ていると、つい無意識に手が伸びる。それは身体の奥から、やんわりと湧き出てくる想い。決して激しくなくて、どうかそばにいてほしいという、ちょっとした願い。彼女との距離を測りかねている状態だからかもしれない。

　無理やりどうにかしたいわけじゃない。気持ちがついていかない早急な進展を望んでいるのではなく、関係をゆっくりと作り上げていきたい。

　オレンジが飾られたカンパリソーダを飲み、オーナーから勧められたチョコレートを頬張る。赤いドリンクに、甘いチョコレート……なんだか、真っ赤な顔をした、可愛らしい水門ちゃんを連想させる。

「水門さんが、働きすぎではないかと心配していましたよ」

　いつもの『nook』のカウンター。隣に座った白矢木さんは、ミントが飾られたマリブモヒートを飲んでいる。先ほどまで静かに飲んでいたのに、俺の思考を読んだみたいに、おもむろに水門ちゃんの話をしてきた。

「水門ちゃんは、心配性ですよね」

　おかげで、心配されることはわずらわしいとばかり思っていたのに、なかなか悪くないと気づいてしまった。クセになってしまったら、どうしてくれようか。

　白矢木さんはカクテルをひと口飲むと、さらに言葉を続けた。

「態度がおかしいとも言っていました。セクハラしたそうですね」

「水門ちゃんから聞いたんですか？」

「はい。一体どこを触ったんですか？」

　白矢木さんの質問に、俺は顎に手を当てて考える。

「うーん……全身ですかね？」

　答えを聞いて、白矢木さんがフッと笑うのがわかった。

「それはそれは……大胆ですね。ほどほどにしてくださいよ」

「そこは、上司としてもっと強く止めるべきじゃないですか？」

〝ほどほど〟では、多少は許されてしまう。それでもかまわないなら、ありがたいけど。

　苦笑しながら半分冗談で咎めると、白矢木さんは口元を押さえて言いよどむ。

「それは、まぁ……水門さんがイヤとは……」

「水門ちゃんが、なんですか？」

　俺から見た限りでは、あまりイヤがられていないと思った。ただ、それは俺が疲れているからだと本気で思っている様子だったので、本当のところはわからない。

　白矢木さんが言葉を濁にごすのは珍しい。聞き返すと、困ったように眉を寄せた。

「いえ……やはり社内恋愛はできませんね」

「どういう話の流れでそうなったんですか」

　思わず突っ込んでしまう。やっぱり、この人の思考は読みづらい。

「黒原くんみたいな人がいたら、心配でたまりませんから」

　白矢木さんの彼女がもし、俺の同僚や部下にいたら……ということを想像して心配になったわけか。

「俺だって、誰にでも手を出しているわけじゃないですよ」

　水門ちゃんだから、なにか特別な衝動を感じているだけだ。栄養ドリンクを大切に飾っておきたくなるのも、水門ちゃんからもらったからだ。

　もったいなくて飲めないなんて、我ながら女性的な感覚に驚いてしまう。

　……これが恋というものか。

　大人になって新しい自分を知ることほどうろたえることはない。それを楽しいと受け取れる人だけが、恋愛に向いていると思う。

　自分は仕事で手一杯で、新しい自分と出会ってもそれに対処する余裕がないので、恋愛には向いていないという自覚があった。だから、今までの恋愛は〝来る者拒まず、去る者追わず〟の簡単な〝恋愛らしきもの〟ばかりだった。

　なのに……なんで、今さら。

　ただ、新しい自分には戸惑うけど、それだけじゃないこともわかった。

　彼女を見ると元気になる。からかうから元気になるのではなく、緊張で締めつけていた心の紐がスルッと解けて楽になるのだ。

　それは、コイツにもできない……。

　カウンターに置いていたスマホを操作して、スリープ状態からロック画面にする。映し出されるのはリコルディのイス。画面を指先でなぞり、目を細めた。

　初めは……ただ、座らせたいと思っていただけだったのに。

　からかっているうちに、真面目でまっすぐなところ以外に、可愛らしい面や実は小さなことで傷ついていることを知った。単純にどうにかしてあげたいと思った。そこには特別な感情がないと思っていたけど、すでに生まれていたのかもしれない。

　それから食の好みが合うことがわかり、いちいち反応が可愛いから、余計にからかいたくなって……いつの間にか頭から離れなくなった。

　こんなこと、初めてだ。みんな、こんな複雑な感情を持て余しながら、誰かと両想いになって付き合っているのか。

「恋なんて、するもんじゃありませんね」

　自嘲ぎみな笑みを浮かべていると、白矢木さんは三分の一だけ残っているカクテルのグラスを、カランと音を立てて揺らした。

「恋、したんですか？」

「……したみたいです」

　話したところで、誰が相手かという野や暮ぼなことを聞いてこない白矢木さんをありがたく思う。それに、まだ本人にも伝える気はない。彼女は、まだ過去を引きずっているかもしれない。それなら、もう少し待ちたいと思った。

「恋ができることは幸せですよ。僕は歯止めが利かないから……したくない」

　薄暗い照明で、微笑を浮かべた白矢木さんの横顔が切なく見える。

〝したくない〟……そう呟いた言葉が〝したい〟に聞こえた。

「相性のいい人が現れるといいですね」

　白矢木さんの深い愛情を受け止めてくれる人。そういう人が現れれば、きっと幸せになれる。

「相性がいい人ですか……。僕は……今は、これさえあれば充分です」

　白矢木さんは薄く笑って、カクテルを飲み干した。

「俺も……そうだったんですけどね」

　今は、もっと別のものが欲しくてたまらない。愛しくて、そばにいたら抱き締めたくなるものが……。
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　わたしは複雑な面持ちで鏡の前に立ち、湿気で広がる髪を整えながら、月曜日の朝を迎えていた。

　黒原さんと栄養ドリンクのやり取りをしたのが先週のこと。土日にしっかり休んでも、わたしをもてあそぶ小悪魔な彼の顔が脳裏にチラついたまま。髪を梳いても、頭に乗せられた手の感触が消え去らず、それどころか、手を触られたことや抱き締められたことも思い出してしまう。

「今回も……黒原さんは普通なんだろうな」

　深呼吸をし、心を落ち着ける。意識をするだけ、無駄だ。ひとりアタフタすることになってしまう。ただ、今回はわたしも落ち着いている。大丈夫だ。

　もうすぐ六月。梅つ雨ゆ入りが近いせいか、空気がじめっとしている。

　いつもより二時間も早く目覚めたわたしは、薄手のカーディガンにシフォン素材のフレアスカートをはくと、会社へ向かう前に、風馬との企画の現場を確認することにした。

　現場の鍵はコーディネート課の担当者として預かっていた。忙しい黒原さんに頼るばかりではなく、少しでもできることをしたい。

「うん、予定通り進んでる」

　ひと通り現場を確認すると、通勤ラッシュになる三十分前の電車に乗って出勤した。

「おはようございます」

　オフィスのドアを開けると、コーディネート課にはごくわずかしか人が来ていなかった。

　黒原さんも今日はまだなんだ……。

　出勤は黒原さんのほうがだいたい早い。どうせ会うというのに、来ていないことにホッと息をつく。

　バッグを片づけながら、横目で彼のデスクを見る。先週あげた栄養ドリンクは、まだ未開封のまま。やっぱり必要なかったのかもしれない。

「あ、今日は水門ちゃんのほうが早かったかぁ」

　十五分ほど経って、黒原さんが出勤してきた。声音からして、いつも通りだ。

「おはようございます。お仕事は落ち着いたんですか？」

「うん、水門ちゃんに元気もらったおかげで、仕事のスピードが速くなったからね」

　黒原さんはバッグを足元に置くと、スマホを取り出してメールなどの確認を始めた。

「黒原さんって、待ち受け画面見ていたら元気になるんじゃないんですか？」

　確か、大好きなリコルディのイスを待ち受けにしていた。それを見ていたら、わたしより、数倍……いや数十倍効果があるんじゃないかと思う。

　しかし、黒原さんは首を横に振る。

「テンションは上がるけど、それと水門ちゃんじゃあ、心の満たされる部分が違うんだよ」

　黒原さんの心の隙間を埋めることができているということ？　そうなのかな……。

「よく……わかりません」

「わかりやすいよ。ムラッとするか、しないか」

　甘く誘うように告げられる。

「朝からセクハラはやめてください」

　ピシャリと言い返すと、黒原さんは「えー」と、むくれていた。

「まぁ、俺もうまく説明できないけど、水門ちゃんは存在が大きいってこと」

　本気で言ってくれているんだろうか。

　あまりにもサラッと口にするので、いやらしい言葉を言われたときよりも、うろたえてしまう。

「あ、ありがとうございます」

　気恥ずかしさを感じながらもお礼を言い、仕事の準備をすることにした。

　白矢木課長にも、わたしが黒原さんの癒しになっている、と言ってもらったことがある。誰かに認められ、必要とされることは嬉しい。

　わたしの存在か……。

　頭の中で復唱し、言葉の意味を噛み締めると、自然と頬がゆるんだ。

　やがて就業時間が近づき、社員が次々に出勤してきた。みんなが仕事を始めると、黒原さんも両脇に重ねられていた書類を黙々と片づけだした。

「黒原さん、すみません……助けていただきたいんですけど」

　パソコンに向かっていた黒原さんに、わたしのふたつ上の先輩であるレンタル事業課の女性が声をかけていた。今にも泣きだしそうな声。隣にいるわたしも、気になって聞き耳だけ立てる。

「どうしたの？」

「あの、発注ミスしちゃって……このソファに近い見た目の物を、レンタルできるところ知りませんか？」

　先輩が資料を見せている。どうやらアーニーホームの展示会でディスプレイする予定の家具が、間に合わないようだ。

「せめて来週だけでもいいんです。再来週からは、予定の物が用意できそうなので」

「わかった。心当たりあるから、あとでリストを持っていくよ」

「ありがとうございます」

　泣きだしそうだった先輩は、パァッと顔を明るくし、笑顔で去っていった。

　黒原さん……自分の仕事以外にも請け負っちゃって……。

　感心するような、呆れてしまうような……。大丈夫かと思いながらわたしも自分の仕事の手を進める。すると、今度は見慣れない男性社員がオフィスに入ってきて、黒原さんのそばで足を止めた。

「黒原さん、この資料ありがとうございました。お客様に提案するとき、すごく役に立ちましたよ」

　お客様に……ということは、営業企画部の人かな。

　話の内容から誰なのか検討をつける。話している雰囲気から、顔なじみというわけではなさそう。それなのに、黒原さんは手助けをしたということだ。

　営業企画部らしき人は「お忙しいところ失礼しました」と愛想よく頭を下げてオフィスから出ていった。

「黒原さん……さっきの方とは仲いいんですか？」

「ううん。営業企画部の部長に頼まれて、なにかいい資料はないかって言われたから、貸してあげただけ。役に立ってよかったよ」

「そうですか……」

　部長経由で頼まれたら断ることもできない。いや、そもそも違う部署の部長からものを頼まれること自体、めったにないから、それだけでもすごいと思うけど。

「黒原さんは……いろんな人に頼りにされてますね」

　これでは、自分の仕事を片づけるヒマもないのではないかと思う。

「そうかなー……お互い様だと思うけど」

　当たり前のように言うと、パソコンに向かってキーボードを叩き始めた。

　お互い様か……なんか、いいな。

　そうやって、自分が〝してやっている〟と思っていないところが、黒原さんのよさだ。だからみんな、また頼りたくなってしまう。

　もう少し……休んでほしい気もするけど。

　展示会へ行くのも趣味って言ってたし、プライベートも仕事漬けなんじゃないかな。それじゃあ、彼女になった人は寂しいだろうな。……まぁ、わたしには関係ないこと。

〝関係ない〟と考えると、なぜか胸がズキンと痛んだ。

　まさか、黒原さんのことが気になってる……？　いや、まさか。あの黒原さんだよ？

　自分に何度も問いかけるけど答えは出ず、胸の痛みはしばらく消えてくれなかった。




　十時になると、風馬との企画で進しん捗ちょく状況についての打ち合わせがあった。十六階の会議室へ行くと、風馬と企画部の先輩が座っていて、早速開始となった。

「現場の確認へ行ってきましたが、内装工事は予定通り九月に完了するそうです」

　風馬の報告を聞き、わたしはうなずいた。

「わたしも確認へ行きました。すべて予定していた通りですね。こちらも、十月中に用意ができるよう手配しています」

「水門ちゃん……いつの間に」

　わたしが確認しに行っていたことを知らない黒原さんは驚いていた。

「俺も気になってたんだ。ありがとう」

「いえ。担当ですので」

　いつまでも黒原さんに助けてもらってばかりではいけない。わたしの言葉に、黒原さんは嬉しそうな顔をした。

「十一月にはプロモーションが、十二月には販売が開始になりますので、最後までよろしくお願いします」

　風馬は引き締まった表情で頭を下げた。

　かたちだけ頭を下げているんじゃない。そこにはなにか信念のようなものも感じて、風馬の成長を感じた。

　惚れ直しはしないけど……カッコよくなってる。本当にわたしが風馬を変えたのかな？　それならわたしも、風馬に負けないくらい頑張らなくちゃ。

　同期として、わたしも感化されつつ、会議室を出た。

「水門ちゃん、ちょっと休憩していかない？」

　黒原さんとエレベーターへ向かっていると、各階に設置された、自動販売機やソファなどがある休憩スペースの前で彼が足を止めた。

　報告だけだった打ち合わせは、予定よりも早く終わった。まだ時間に余裕がある。

「コーヒーは砂糖とミルクあり？」

　黒原さんに好みを知られていることが照れくさい。

「はい……あっ、待ってください。わたし、今お財布を持ってないので……」

　コーヒーを買おうとする黒原さんを慌てて止めようとしたものの、素早くボタンを押されてしまった。黒原さんは自分の分も買い終えて、カップに入ったコーヒーをふたつ、テーブルに置いた。

「どうしたの？　早く、こっちにおいでよ」

　わたしがぼうっと立ち尽くしていると、黒原さんはさっさとソファに座って、その隣をポンポンと示した。

「いえ、お金……」

「えー……これくらい、おごらせてよ」

　黒原さんは眉を下げて、笑った。

「じゃあ、お言葉に甘えて……ごちそうさまです」

　気がつけば、黒原さんには誕生日のときからおごられっぱなしだ。しかも、わたしが気後れすることがないよう、なにもかもあっさりと済ませてしまう。こういうところがスマートなんだと思う。

　そういえば誕生日のこと、お返しするって言いながらまだできてなかったな……。

　わたしは黒原さんの隣に座ると、コーヒーを飲んだ。

「あの、黒原さん……わたし、まだお返しができていないので、今度ご飯でもごちそうさせてくださいね」

「お返し？　なんの？」

　黒原さんはすっかり忘れているようで、不思議そうに目を瞬かせた。

「誕生日にプレゼントをいただいたり、ご飯をおごってもらったり……」

「ああ、あれかー……別にいいんだけど。そんなに言うなら……」

　黒原さんがなにか言いかけたとき、こちらに近づいてくる足音が聞こえた。

「あ……ふたりとも、休憩中ですか」

　現れたのは風馬だった。先ほどの会議資料などを抱えているので、これからオフィスへ戻るところみたい。

「柿崎くんも休憩していく？」

　黒原さんがニッコリと笑いかけると、風馬はため息をついた。

「黒原さん……それって、俺を挑発してますか？」

　呆れを含んでいる声音に、黒原さんはぽかんとした表情でさらに首をひねった。

「どうして？」

「俺は今……必死にあなたに追いつこうと、仕事をしてるんです。それこそ、休憩時間もないくらいに……」

　風馬、黒原さんみたいに仕事ができるようになりたくて、頑張ってるんだ。

　未香子と一緒に飲んだときに、黒原さんを尊敬しているようだったけど、まさかそんな風に思っているとは知らなかった。

　黒原さんは苦笑を浮かべると、コーヒーをテーブルに戻した。

「休憩しないと、倒れるよ」

「わかっていますよ……けど、まだ結果が出せてないうちは頑張るしかないから。なのに、そっちは余裕綽しゃく々しゃくで……和紗と休憩してるし」

「なっ、黒原さんだって――」

　黒原さんだって、見えないところですごく頑張っている。それこそ、倒れるんじゃないかと思うほど。

　思わず反論しかけたとき、黒原さんの手がわたしの肩に触れた。

「だって、まだ水門ちゃんのこと口説いてる途中なんだもん。一緒の時間は大切にしないと」

「黒原さん……！」

　またふざけて話を流そうとしている。せっかく風馬が黒原さんのことを尊敬していたのに、これでは変な人……としか思われなくなってしまう。

　心配していると、風馬はフッと息を吐いて、肩の力を抜いた。

「風馬？」

　どうしたのかと問いかけると、風馬はまっすぐに黒原さんを見据えた。

「ったく、カッコいいですね。俺にだって、黒原さんが忙しいことくらいわかります。それを感じさせないのが……すごいです」

　負けず嫌いなところがあるのに黒原さんの能力を認めて、面と向かって彼に尊敬の意を伝えている。

「ありがとう。柿崎くんもいい顔になったよ」

　黒原さんは驚きながらも、お礼を口にした。

　わたしも、風馬はそつなく仕事をしていたときよりカッコよくなったと思う。

　風馬は褒められて照れくさくなったのか、首裏をかきながら苦笑した。

「でも、黒原さん……ひとつ言わせてもらうと、口説いている途中だとか、まだ俺の順番だから手を出すな……とか、そういうのはやめたほうがいいですよ」

「風馬……それは、黒原さんの冗談だから」

　それくらいわかっていないと、黒原さんに失礼だ。

　わたしが諭さとしても、風馬は納得のいかない表情を浮かべている。

「そうかな。俺には……独占欲や嫉妬に見えるけど」

「独占欲……」

　風馬の言葉を反はん芻すうする黒原さんは、キョトンと目を丸くしていて、いつもの艶っぽさの欠片かけらもなく、素の表情だった。

「まぁ、俺と和紗は友達やるって決めたんで。それじゃ、そろそろ失礼します」

　風馬は腕時計に視線を落とすと、エレベーターのほうへ駆けていった。

　その足音が消えても、残ったわたし達はお互いに口を開くことはなく、休憩室はしんと静まり返っていた。

　風馬が変なこと言うから……気まずい空気になっちゃったじゃない……！

　去ってしまった風馬に怒りを覚える。すると、黒原さんはクッと自嘲ぎみに笑って、天井を見上げていた。

「独占欲かぁ……あーあ、水門ちゃんがオチてくれないから、ヒドイ言われようだ」

「わ、わたしのせいですか!?」

「そうだよ。独占欲だの、嫉妬だの……今までそんな風に言われたことなかったのに。どっちかというと束縛されるほうだったんだけどな」

「はぁ……」

　黒原さんが彼氏だったら、彼女が束縛したくなる気持ちもわかる。自由に動き回るし、人脈は広いし、仕事は忙しそうだし。でも、それとこれとはわたしに関係ない。

　風馬に言われたことをわたしのせいにするなんて、理不尽だ。頬を膨らませていると、黒原さんがギッとソファを鳴らして、身体ごとこちらを向いた。

「さっきの水門ちゃんからのお返しの話なんだけど……水門ちゃんをちょうだい」

　照明が横から当たり、黒原さんの綺麗な顔に影を作る。今までの人をからかうような口調ではなく、きちんとわたしの心に伝えてくるような言い方で、黒く艶を帯びた瞳は真剣そのもの。

「ま、またドラマみたいなこと言って……」

　黒原さんの顔でそんなことを言われたら、多少なりともドキリとはする。だけど、そんなお返しをするはずがない。笑って流そうとすると、顔をグッと近づけてきた。

「笑われるなんて、心外だな……本気なんだけど」

「く、黒原さん……？」

　間近に迫った揺らぐことのない眼差しに、身体中の血が逆流したみたいに全身が熱くなっていく。

「水門ちゃん……いい加減、俺にオチなよ」

　耳をくすぐる甘い声色に、蠱こ惑わく的てきに上がる口角。熱を帯びて濡ぬれたような視線が刺激的で、触れられているわけでもないのに身体の奥が震えた。

「っ……！」

　息が詰まる。……心臓が、破裂してしまいそうだ。

「イッ……イ、イヤです！」

　咄嗟に口に出る。今までからかわれてきたからこその条件反射だ。

「イヤです……わ、わたし……わたし、白矢木課長が気になっているので！」

「えっ!?」

　黒原さんはよほど驚いたのか、顔を近づけたまま放心状態で固まっている。

　もちろん、白矢木課長が気になっているなんて本心じゃない。黒原さんの視線に耐えきれず、この状況から逃れたくて思わず口から出てしまった。

「し、失礼しますっ！」

　わたしは固まったままの黒原さんを押しのけると、休憩室から飛び出す。エレベーターに乗り込むと、黒原さんが来る前に何度も〝閉〟のボタンを押した。

「どうしよう……わたし、変なこと言っちゃった……」

　エレベーターの壁にもたれ、ズルズルとしゃがみ込む。

　後悔だとか、反省だとか、そういうんじゃない。ただ、胸が痛かった。




　黒原さんを突き飛ばし、オフィスへ戻ってきたわたしは荷物を持って外へ飛び出した。

　仕事をさぼるわけではない。午後から現場の下見や打ち合わせの予定が入っていたため、お昼休憩も兼ねて早めに出ただけだ。

　半分、言い訳のようなことを頭の中でひとり呟き、一軒のカフェへ入る。会社のビルから徒歩三分と近く、通い慣れたこのカフェは、入社して二年目のときに仕事で関わった場所。

　このときは吉田さんと一緒に、ナチュラルな北欧のインテリアを用意した。

　大通りに面した窓からは会社のビルが見える。誰かから隠れているわけではないし、見つかってもまずいことはないけど、なんとなく壁際の、さらに本棚などで大通りからは見えにくい席に座った。

「いらっしゃいませ。今日はなににしますか？」

　ゆるいパーマがかかったボブの女性店員が、顔見知りのわたしに優しくたずねてくる。

「パニーニのランチで……飲み物はアイスコーヒーをお願いします」

「はい。少々お待ちください」

　ここのパニーニは絶品。パリッと焼き目がついて香ばしいうえに、ふんわりしている。具は日替わりだけど、以前食べたエビとアボカドのパニーニは最高だった。

　近くにあるのに、最近はなかなか来る機会がなく、食堂で簡単に済ませてしまっていた。今日は久々に食べるから楽しみでもあるのに、頭の中は先ほどのことばかり考えていた。

　黒原さんに変なこと言っちゃった……。

　甘辛い照り焼きチキンと新鮮なレタスやトマトが挟まったパニーニを食べ終え、店から出ると、予定していた現場へ向かった。

　現場の下見をし、手配していたインテリアが本当に合うか最終的な確認を行う。仕事中はさすがに集中していたものの、頭の片隅には考えもなしに黒原さんに言ってしまった言葉がまだチラついていた。

　そのあとの打ち合わせも順調にこなすと、会社へ戻るために電車に乗り込んだ。

　なんで白矢木課長のことが……なんて言っちゃったんだろう。黒原さんとも気まずいし、なにも知らない白矢木課長に会うのも意識しちゃう……。とりあえず、黒原さんがいませんように……。

　そう願いながら、電車から降りて会社まで歩く。隣の席だし、いつかは顔を合わせなくちゃいけないけど、今は会いたくなかった。

　会社に戻り、インテリア事業部の前でタッチ式センサーにＩＤカードを当て、そろりとオフィスのドアを開ける。顔だけ出して覗き見ると、コーディネート課には黒原さんの姿はなかった。

「お疲れさま。どうしたの？」

「ふ、藤本さん……！　お疲れさまです」

　同じく打ち合わせから帰ってきたばかりの藤本さんに、背後から声をかけられた。驚いて姿勢をピッと正してしまう。

「ちょっと、水門ちゃん……挙動不審よ。ほら、入って」

　藤本さんに笑われながら、一緒に中へ入る。席へ向かいながら、ドア近くの壁にかけられているホワイトボードを確認すると、黒原さんの予定は〝打ち合わせ〟となっていて、クライアントのところへ出かけているようだった。心の底から安あん堵どの息をつく。

　よかった……今のうちに事務処理をしておかなくちゃ。

　黒原さんが戻ってきたら、すぐに帰れるようにしておきたい。会いたくないわけじゃない。でも、会いたくない。……自分が平常心でいられる気がしないから。

　ただ、このまま帰ってもずっと黒原さんのことが、頭から離れない気はしていた。

　モヤモヤしながらも、仕事の手だけ進めていく。ちょうど仕事が片づき、帰ろうかと考えていると、デスクに置いていたスマホが震えた。画面を操作して確認すると、未香子からメールが届いていた。

【お疲れー。今日、まだ仕事してる？　よかったらご飯行かない？】

　ありがたいお誘い。未香子とご飯へ行けば気が紛れるし、なにかスッキリするかもしれない。

【いいよ。それじゃあ、十五分後にエントランスで】

　未香子にメッセージを送ると、帰る準備を始めた。

　黒原さん、戻ってこなかったな。

　それでいいと思うのに、帰る前にひと目だけ見たかった気もする。複雑な気持ちでオフィスから出ると、ゆっくりとエントランスへ向かった。

　未香子に会うと、『行きたいお店がある』と言われて、早速駅前のスペインバル風の居酒屋へ連れていかれた。

　白い壁でできた店内は温かみのあるオレンジ色のライトで照らされ、カウンターには鉄のフライパンがいくつも吊られている。木のテーブルに背が高い赤い革張りのイスがセットされ、陽気な音楽が流れていた。

　遠くから見て可愛らしいと思った赤い革のイスは、奥の席に案内されて近くで見ると、素朴な味わいがあってますます素敵だと感じた。

「珍しいイス……」

　背もたれの部分をスルッと指先で撫で、それから座った。

「どうしたの？　イスが気になるの？」

　先にメニュー表を開いていた未香子が顔を下に向けたまま、上目でたずねてくる。

「可愛いイスだと思っただけ。黒原さんだったら、ひざまずいて隅々まで見るだろうなぁ」

　黒原さんのことを考えたくなかったはずなのに、気がつけば黒原さんのことが頭に浮かぶ。それほど、自分の中で大きな存在になってしまっている。

「あー、黒原さん。そういえば、黒原さんって彼女いるの？」

「えっ……い、いないと思うけど……」

　今まで黒原さんの話になっても、そんなこと聞いてこなかったのに。驚くわたしをよそに、未香子は「適当に注文するね」と言って、店員を呼んだ。

　しばらくすると、ムール貝のアヒージョやイベリコ豚のグリル、オムレツやオリーブのゼリー寄せなどが乗ったタパスの盛り合わせが運ばれてくる。ワインとともに食べていると、未香子が口を開いた。

「さっきの、黒原さんの話だけど……」

「う、うん」

　黒原さんの話が再開され、喉が詰まりそうになる。無理やりムール貝をワインで流し込み、フォークを持つ手を止めた。

「人事部の先輩が黒原さんのこと気になっているみたいで、何度か食事に誘ったみたいなの。普段、愛想はいいらしいんだけど、全然乗ってくれないんだって。ほかにも誘った人が何人もいるんだけど、全員断られてるらしいのよ」

「へ、へぇー……」

　じゃあ、わたしが黒原さんから誘われたり、食事に行ったりしたのって結構レアだったってこと？　誰とでも仲がよさそうなのに……プライベートはそうじゃないのかな。

「黒原さんってモテるんだね」

　わかっていたことだけど、こうして話を聞くと改めて気づかされる。

「そうよー、なにを今さら。和紗のポジション、結構うらやましがられてるんだから」

　未香子がニヤッと笑う。隣に座っていれば、肘で脇腹を小突かれていただろう。

「……代わってあげたいよ」

　思わずため息が漏れる。わたしは、黒原さんが近くにいるばかりに、ドキドキして心臓がもたないし、振り回されてばかり。今だって……気持ちをかき乱されている。

「えー、なに言ってるのよ」

　未香子は切れ長の目を何度も瞬かせる。

「だって、からかわれたり優しくされたり……わけわかんないんだもん」

　わたしが半分泣きたい気持ちで言うと、未香子は不思議そうに眉を寄せた。

「黒原さん、気まぐれなのかな……。あ、冷める前に食べちゃおう！」

　どうやら未香子は、わたしが深刻に悩んでいるとは思っていないらしい。わたしの泣き言を気にもとめず、料理をどんどん頬張っていく。

　未香子の言う通り、黒原さんは気まぐれでわたしにちょっかいを出しているのかもしれない。だって……ネコみたいだし。

「よし……わたしもいっぱい食べよ！」

　そうだ。プライベートまで、黒原さんに振り回されたくない。

　わたしも未香子の勢いに乗り、次々にお皿を空けていった。

　未香子との食事は楽しく、黒原さんの話は出たものの、いつの間にか忘れられた。




　次の日になって目覚めると、頭の中はスッキリとしていた。加減して飲んだワインが、いい眠りの手助けをしてくれたようだ。

「おはようございます」

　春の陽気が暖かな中、長袖のブラウスに長めのタイトスカートをはき、ジャケットを手に出勤する。気分も軽く、オフィスのドアを開けると、思い出したくない記憶が一気に蘇った。

「水門ちゃん、おはよう」

　わたしの席の隣には、すでに黒原さんが出勤していた。スラリとした長い足を組み、コーヒーを飲んでいる。

「おは……っ、おはようございます」

　思わず声がどもる。黒原さんはわたしをチラリとだけ見ると、組んでいた足を下ろして仕事を始めた。

　その様子に違和感を覚えて、横目でそっと黒原さんを覗き見ると、なんでもない顔をして、キーボードを打ったり、資料を眺めたりしている。

　な……なにも言ってこない。

　職場だし、オフィスにポツポツ人がいるからかもしれない。

　でも……黒原さん、心なしか元気がない気がする……。

　まさか、自分が放った昨日のひと言でショックを受けているのだろうか。

　それは自うぬ惚ぼれすぎな気がする……。考えられるとすれば、色男である自分が真面目な白矢木課長に負けてヘコんでる……って感じかな。

　ひとりで妄想を膨らませながらパソコンを起動させる。パスワードを入力していると、隣から視線を感じた。

「な……なんですか？」

　振り向くと、黒原さんがじっとわたしのことを見ていた。

「ううん……あ、今日の現場の搬入作業だけど、十五時前に出発するからね」

「は、はい」

　いつもなら〝見惚れてた〟とか〝観察〟とか……こっちが困るような冗談を言ってきそうなものなのに。普通の反応が返ってくるなんて、やっぱりおかしい。




　午後になってからも、黒原さんの様子が気になったまま仕事をこなす。

「水門ちゃん、そろそろ行こうか」

　時計を見ると十五時近くになっていた。背後から声をかけてきた黒原さんの手には社用車の鍵が握られている。

　ふたりきりになるかと思うと、自然と鼓動が速まっていく。

「はい、お願いします」

　それでも、仕事をしに行くのだから、戸惑ってはいられない。

　わたしは深呼吸して気持ちを落ち着けると、黒原さんとともに出発した。




　……黒原さんが静かだ。

　ふたりきりになれば軽く冗談を言ってきたり、触ってきたりされるかと思っていたけど、まったくなにもない。

　無言のまま車に揺られること二十分。辿り着いた現場は、オフィスビル街に今度開く予定のカフェだった。オーガニックを売りにした店なので、インテリアもナチュラルになるように仕上げた。

「業者が時間通りに来るといいんだけどね」

　駐車すると、黒原さんは腕時計を見る。十五時半に業者が来る予定となっていたので、このまま車の中で待つことにする。

「イタリアだと業者が遅れることはしょっちゅうあったんだけど、ここは日本だから大丈夫かな」

「わかりませんよ。前に、一時間くらい遅れてやってきた業者もいましたから。途中の道で工事があったらしくて、渋滞してたんだって言ってましたけど」

「あー……そういうこともあるか。まずいな……まだ仕事が残ってるのに」

　黒原さんは眉を寄せ、心配そうに窓の外を見ていた。

　何気ない会話が続くことにホッとする。元気がないと感じたのはわたしの勘違いで、黒原さんはなにも気にしていないのかもしれない。

　自分の考えが、ただの自惚れだったのかもしれないと改めて思っていると、少し遅れて搬入業者がやってきた。

　わたし達はまだなにも置かれていない店の中に入り、業者にお願いしてインテリアを運んでもらう。完成予想図として作られたＣＧの画像と実際の位置を確認し、場所を変えたほうがいいものはその都度、黒原さんが細かい指示を出す。最終的な判断はクライアント。しかし、今まで黒原さんの変更で直してほしいと言われたことは一度もない。

　予定より少し遅くなったけれど、作業は無事終了となった。業者を見送り、わたし達は会社へ戻るために車へ乗り込む。

「この前さ……白矢木課長と仕事して、どうだった？」

　黒原さんはエンジンをかけると、おもむろにたずねてきた。黒原さんから白矢木課長の名前が出てきたことにドキリとする。

「……さ、さすがでした。白矢木課長と仕事をするの、久しぶりだったので余計にすごさを感じたといいますか……。次から次に提案が出てきて驚きました」

「そっか。あの人、全部スマートにこなすもんね」

　黒原さんは車をゆっくりと発進させる。

「でも、黒原さんもそうだと思いますよ」

　前にも言ったことがあるけど、本当にそうだと思う。

　心から尊敬を込めて口にしたのに、黒原さんは曖昧な表情で笑った。

「今のフォロー……複雑だなぁ」

「え……？」

　大きな交差点に入り、多くの車が通る中、無駄のない動作でハンドルを切る。

「だって、同じように仕事をこなしていても……白矢木課長がいいわけでしょ」

「えっ、えっと……」

　なんて答えようか。白矢木課長の仕事の面については本当に尊敬しているけど、『気になる』という言葉は咄嗟に口をついて出ただけで、本気で好きなわけではない。

「仕事ぶりもすごいと思うんですけど……なんていうか、真面目で誠実で、優しいので。恋人を大切にするのかなぁ……って」

　とりあえず、『白矢木課長が気になっている』と自分が作り上げた設定を守る。白矢木課長が、恋人を大切にしすぎて病んでしまう愛し方しかできないことを知っているので、本当はそういう関係になりたいとは思っていない。そもそも、白矢木課長をそういう目で見たことはなかった。

　ウソをついてしまっている……。

　言い終え、どんな顔をしていいかわからずうつむいた。

　わたしが黙っている間にも、車はどんどん会社へ近づいていく。地下の駐車場へ入り、定位置に停まったのを確認し、わたしはドアに手をかけた。

「ダメだ……」

　黒原さんがボソリと呟き、わたしは手を止めた。

「黒原さん？」

「ダメだ……水門ちゃん、白矢木課長はダメだ」

「ど、どうしてですか？」

「俺が耐えられないから」

「え？」

　黒原さんが耐えられないってどういうこと？

　戸惑っていると、黒原さんの美麗な顔が近づいてきた。黒く妖艶な光を放つ瞳が、じっとわたしを見据えてくる。空気を通して、体温が伝わってきそうだ。

「水門ちゃんのことは……俺が幸せにする。それじゃ、ダメかな？」

「えっ、なっ、なにを急に……そ、そんな……」

　ダメだとか、いいとか……そういう問題じゃない。どうしてそんなことを言いだすのか、それを教えてほしい。

　わたしが戸惑っていると、黒原さんの胸ポケットからスマホの振動音が響いてきた。

　黒原さんはスマホの画面を見るとため息をついた。

「間が悪い人だな……」

　指先で操作し、電話に出る。

「はい。今駐車場なので……すぐに戻ります」

　どうやら電話の相手は白矢木課長だったみたいだ。

「水門ちゃん、戻ろう」

　電話を切った黒原さんは、さっきまでの雰囲気をどこへ拭ぬぐい去ったのか、いつもの仕事モードの黒原さんになった。

　わたしひとり、熱っぽさを引きずりながらオフィスへ戻る。頭の中がハッキリしなくて、身体がふわふわと浮いているみたいだ。

　さっきの黒原さんはどういう意味で言ったんだろう。なんで、わたしが白矢木課長を好きだと耐えられないんだろう……。まさか、わたしのことを……？　なんて、そんなはずはないよね。

　これも黒原さんの気まぐれだろうか。本当に掴めない人だ。

　オフィスへ戻ってからも、ボーッとしてしまい仕事がはかどらない。こんなんじゃダメだという意識だけはあるのに、次になにをしていいかわからなくなっている。

　すると、デスクで黒原さんの報告を聞いた白矢木課長がわたしのそばまで歩み寄ってきた。

　報告を終えた黒原さんは、休憩室にでも行くのかオフィスから出ていく。

「水門さん、手が止まっていますけど……どうしました？」

　わたしが呆然と座ったままだったことに気づいていたらしい。

「いえ……ちょっと混乱していて……」

「もう定時も過ぎていますし、疲れているなら帰ったほうがいいですよ。明日は土曜日ですし、ゆっくり休んでください」

「はい……そうします」

　わたしは荷物を持つと、オフィスから出た。










現状報告８：好き……みたいです！




　わたしは映画のヒロインにでもなったのだろうか。

　テレビに出ていてもおかしくないほど綺麗でカッコよくて、スタイルもいい黒原さんに蕩けそうなほど甘い言葉を言われた。

『俺が幸せにする』

　まっすぐに見つめられて、告げられた言葉。ドラマや映画で聞けばプロポーズだと思える。ヒロインに共感し、キュンと胸を鳴らすことだろう。でも……実際に自分が言われることは、想像したことがなかった。

　黒原さんのあれは……告白だったのかなぁ。

　いまいち実感が湧かない。わたしをからかってばかりだった黒原さんが、どうしてわたしを好きになったのか。幸せにする、とまで言いだすのか。

　家に帰ってからも混乱は続いていて、ご飯をぼうっとしたまま食べ終えるとお風呂に入った。

「好きって言われてないし……」

　白いタイルで囲まれた浴室で、黒原さんの言葉を思い出しながら独り言を漏らす。肩まで湯船にしっかり浸かり、息を吐いた。

　肝心の言葉を聞いていない。たとえ〝幸せにする〟という言葉に〝好き〟という意味が含まれているとしても、きちんと確信が欲しいと思ってしまう。

「言われないと……信じられないよ」

　湯気が立ち込める中、天井を見上げるとぼんやりとかすんでいた。

　お風呂から出ると、洗面所の前に立ち、ドライヤーのスイッチを入れる。

　前に美容院行ったの、いつだっけ。

　髪が伸び、量も多くなって、乾かすのに手間取る。前髪も目にかかるくらい伸びていて、横に流してみると顔の印象が明るくなったように見えた。

「全体的に軽くして、前髪を横に流して……って、これじゃ黒原さんのアドバイス、そのまんま……！」

　黒原さんに、色気がないことをコンプレックスに感じていると話したことがある。そのときにもらったアドバイス。だから、その通りの髪型にしてしまえば、わたしが黒原さんのことを意識していると思われてしまう。

　わたしは横に流していた前髪をクシャクシャと崩すと、後ろ髪もバサバサと乱暴に乾かした。とりあえず、美容院の予約だけ入れることにし、早めにベッドに入った。

　翌日の土曜日、美容院の予約は来週末にしかとれず、この週末は悶々としながら過ごした。




　月曜日。黒原さんがいつもと変わらないことは予想できたものの、わたしはわずかな照れと気まずさを引きずりながら出勤した。

「おはようございます」

　オフィスに入り、隣の席でパンを頬張る黒原さんに挨拶をする。

「おはよう。やっぱり週明けは眠いねー……」

　そう言って、もうひと口パンを頬張った。食べ物を咀そ嚼しゃくする口元は色っぽいけど、目は真剣にパソコンを見つめている。仕事モードの目つきだ。

　黒原さんの切り替えのすごさ、わたしにも分けてほしい。わたしが子どもなのかな。些細なことでドキドキし、頭がいっぱいになってしまう。公私混同してしまっているのかもしれない。

　わたしは気持ちを改めるように深呼吸すると、相変わらず忙しそうな黒原さんに声をかけることにした。

「黒原さん、なにかお手伝いできることはありますか？　わたし、今週はわりと手が空いているので、できることがあったら言ってください」

　思ったより、落ち着いて言えたことにホッとする。

「そうなの？　じゃあ、お言葉に甘えようかな。あとで資料を探すの、付き合ってもらっていい？」

「はい」

　わたしは了承し、黒原さんに声をかけられるまで自分の仕事を片づけることにした。




　午後になり、黒原さんがわたしの作業の様子を聞いてきた。

「水門ちゃん。今、大丈夫？」

「はい、大丈夫です。資料を探しに行くんですか？」

　朝はあんなにドキドキしていたのに、半日隣にいても黒原さんがあまりにも普通に接してくるせいか、話しかけられてもあまり動揺しなくなった。

　いつも通り、黒原さんをちゃんと見ることもできている。

「うん、そう。第一資料室にあるはずなんだけど、なんせ棚が多いから。一緒に探してくれると助かる」

　アーニーデコールの資料室は各階に一室ずつあるけれど、七階にある第一資料室が一番大きい。人がふたり並んで通れるくらいの通路で左右に区切られ、部屋いっぱいに大きな棚が並んでいる。そのすべてが白い背表紙がついた青のファイルでギッシリと埋まっていて、ひとつの棚を確認するだけでもとても時間がかかりそうだ。

　オフィスを出ると、突き当たりにある資料室へ行き、ドアを開ける。窓がない部屋は真っ暗で、棚とファイリングされた書類しかないので無機質な雰囲気だ。

「俺は左の列を見ていくから、水門ちゃんは右をお願い」

　電気をつけて明るくなった静かな部屋に、黒原さんの甘い声が響く。

「は、はい……」

　今さらながら、ふたりきりということにドキドキしてきた。

　資料探しを頼まれたときに、なぜふたりきりということに気づかなかったのか。もっと深く考えればよかった。

　でも……わたしがひとりで意識しすぎなのかな。

　通路を挟んで、左の列でファイルを見ている黒原さんをチラリと確認する。相変わらずなにを考えているのか掴めない表情で、淡々と資料探しをしている。

　黒原さんは今、仕事モードなんだ。なに自意識過剰になってるの……。

　そう思うと恥ずかしくなってくる。わたしも資料探しに没頭することにした。

　結局、最初に探した棚にはなくて、次へ次へと進んでいく。それらしき資料が見つかったのは、後ろから数えて三棚目というところだった。

「これかな……よっ！」

　目をつけたファイルは、棚の一番上の段にあり、手を伸ばしただけでは届かない。わたしは必死に背伸びした。

「水門ちゃん、あった？」

　黒原さんがわたしの様子に気づき、声をかけてきた。

「たぶん、それらしい物が……あっ」

　手を伸ばしていたわたしに、影が落ちる。後ろに気配を感じたと思ったら、黒原さんがわたしの手より先にファイルに触れた。

「これ？」

　ファイルに手を伸ばしたまま、わたしに確認してくる。

　こ、この体勢はちょっと……。

　棚と黒原さんに挟まれ、心臓が悲鳴をあげている。

　やすやすと届いているのだから、さっさとファイルを取ってくれたらいいのに……。

　そう思い、顔だけ振り返って黒原さんを見上げると、綺麗な唇から白い歯が覗いた。

「あー……このまま、水門ちゃんをぎゅーってしたいなぁ」

　黒原さんの瞳が、色っぽく細められる。

「や、やめてください！」

　やっぱり、ふたりきりは危険だった！

　改めて思っていると、黒原さんはヒョイとファイルだけ取って、わたしから離れた。

「やらないよ。……だって、ふたりきりだから」

　黒原さんはわたしに背を向け、クスクスと笑う。

　ふたりきりだからやるんじゃなくて、ふたりきりだからやらない……？

　言葉の意味がわからず、首をひねる。

　そりゃ、ふたりきりの状況で抱き締められたら、ドキドキして失神しちゃうかもしれないけど…………って、まさか、黒原さんも!?

　もしかしたら、わたしと同じくらい黒原さんも意識してくれているのかもしれない。

　そう思うと嬉しいやら恥ずかしいやら……複雑な感情で胸がいっぱいになった。

「水門ちゃん、ありがとう。このファイルに入っていたよ」

　黒原さんがパラパラとファイルをめくり、中身の確認を終えるとわたしに向き直った。

「そ、そうですか。よかったです」

　ファイルがあったことより、この空間から抜け出せることにホッとした。早くふたりきりという状態から逃れたかった。

「そういえば、来週末は飲み会があるね」

　オフィスへ戻りながら、黒原さんが言った。手には、先ほどのファイルがある。

「メールが来てましたね。暑気払いならぬ、梅雨払いだとか……」

　先輩が主催するコーディネート課の飲み会。なにかとこじつけて、飲みたいのだろう。みんな、仕事が落ち着いているみたいなのでちょうどいいのだけど。

「黒原さんは参加するんですか？」

「するよ、楽しいじゃん。水門ちゃんも行くでしょ？」

「えっと……はい」

　一瞬、黒原さんがいることに戸惑いを感じたけど、行くことに決めた。コーディネート課の人達は気さくな人が多いから楽しい会になるだろうし、黒原さんの近くに座らなければいい。飲んで忘れられたほうが楽な気がした。




　それから一週間以上が経ち、飲み会の日になった。黒原さんとは、一緒に資料を探した日から何度かふたりで仕事をしたけれど、それらしい雰囲気になることはなかった。

　告白もどきの言葉を言っておきながら、それ以上押されないことに少し戸惑ってしまう。からかわれたら腹が立つし、答えを求められたら戸惑うので、矛盾しているけど……今のままではどうしていいかわからない。もっとも、一番わからないのは、自分の気持ちだった。

「ビール、お代わりお願いします！」

　わたしは空になったジョッキを掲げ、店員に注文する。

「おー、水門さん。今日は飲むねぇ。俺もお代わり！」

　右隣に座った男性の先輩は嬉しそうに声をあげる。

「大丈夫なの？　気分悪くなったら、すぐに言うのよ」

　左隣に座っていた藤本さんは心配してくれる。

「大丈夫ですよ！　今日は飲みたい気分なんです」

　藤本さんにトンと胸を叩いて返し、運ばれてきたばかりのビールに口をつける。味が濃い料理に、気心が知れた仲間。お酒がどんどん進んでいく。

「水門さん、ちゃんと飲んでるの？　空になってんじゃん」

　右隣に座っていた男性の先輩はいつの間にか席を移動して、桃原さんの隣に行っていた。代わりに座った男性の先輩が、赤い顔をして空になったグラスを指差す。

「あ……はい！　じゃあ、もう一杯頼みます！」

　わたしが意気揚々と注文の手を挙げると、藤本さんがそれを制した。

「水門ちゃん、飲みすぎじゃない？　次で何杯目よ。いつもより多いでしょう？」

　……確かに、飲みすぎかもしれない。

　いつもなら三杯程度なのに、もう五杯を超えている。それでも、今の悶々とした気分から解放されたかった。

「だ、大丈夫です。まだ飲み足りないんです」

「もう……」

　藤本さんは呆れたように肩をすくめ、今度はわたしの注文を止めなかった。

　そんな調子で飲み続け、そろそろお開きという頃には、わたしの頭はグワングワンと回っていた。

「お酒に頼るなんて……わたし、弱い人間だったんだ……弱くてごめんなさい、修行が足りなくてごめんなさい……」

　なんだか、無性に自分が情けなくなってくる。

「うわ……水門ちゃんが変なこと言ってる！　誰か水門ちゃんと家が近い人いなかったっけ？　ひとりで帰すの不安なんだけど」

　藤本さんが、各々帰り支度をしている人達に声をかける。

「わ、わたし……大丈夫ですよぉ……」

　酔っぱらってうまくしゃべれず、声が蕩けたみたいに甘ったるくなっている。みんなが、誰が近いか話し合う声がどんどん遠くなっていく。このまま眠ってしまいそうになっていると、スマートな影が近寄ってきた。

「俺が送るよ」

「黒原さん……？」

　うつろな目で見上げると、黒原さんが〝やれやれ〟といった様子で、柔和な笑みを浮かべた。

「黒原くんか……送り狼にならないでよ？」

　藤本さんが心配しながら、わたしの腕を黒原さんの肩に乗せる。

「今のところ理性はありますよ。ほら……おいで、水門ちゃん。タクシーで送るから」

　黒原さんはわたしの腰に手を回して身体を引き寄せ、支えてくれた。

「黒原さん、慣れてますねぇ」

「やだぁ、手つきがエロいー。ちゃんと送ってくださいよぉ」

　みんなお酒が回っているせいか、口々に黒原さんを茶化して帰っていく。店を出ると、飲み屋街なだけあってすぐにタクシーが見つかった。

「黒原くん、僕が近いので送りましょうか？」

　タクシーに乗り込んでいると、白矢木課長が心配そうな顔で黒原さんに声をかけた。わたしと白矢木課長は家が近い。黒原さんが言いださなければ、自然とそうなっていたと思う。

　しかし、黒原さんは首を横に振った。

「いいえ、結構です。白矢木課長には送らせません」

「く、黒原くん？」

　黒原さんの声がいつもより低くて、ドキッとした。有無を言わさぬ強さがあり、白矢木課長まで戸惑っている。

「すみません。俺が送りたいんです。それに、水門ちゃんの家、知っているので」

　黒原さんは柔らかい口調で言い直すけど、言葉の裏に怒りとも牽制とも言えるものを孕んでいる。

「そういうことですか。では、よろしくお願いします」

　白矢木課長は黒原さんの肩に手を置くと、夜の街へ消えていった。

　黒原さんが乗り込んでわたしの家の近くの住所を告げると、タクシーはゆっくりと出発する。わたしは座ったことでホッと安心したのか、身体の力が徐々に抜けていった。

　眠気に負けそうになり、ウツラウツラと頭が前後に動く。やがて身体まで船を漕いでいるように揺られてくると、黒原さんの手が優しく伸びてきて、わたしの頭を包んだ。

「ここに、いい枕があるよ」

　そう言って、わたしの頭を黒原さんの肩にコトンと置いた。

「で、でも……」

　もたれかかって眠るわけにはいかない。身体を離そうとするけど、大きな手が頭から離れてくれない。

「少しくらい甘えてよ。好きな人には寄りかかられるくらいがちょうどいいんだから」

「えっ……」

「まぁ、そういう頑張りすぎるところとか、真面目なところがいいんだけど」

　小さく呟いて、黒原さんは窓の外を見るように顔を背けてしまった。

　い、今……サラリと〝好きな人〟って言った!?　わたしのことだよね!?

　頭が混乱する。アタフタしてしまい、黒原さんの手がなくなっても頭を離すタイミングをすっかり失ってしまった。ただ、感じるのは黒原さんの温もりと安心感。

　甘えることができるのがこんなにも嬉しいとは。久しぶりの感覚だった。




　タクシーが三十分程度走ると、わたしのマンションの前に到着した。あんなに眠たかったはずなのに、一睡もできなかった。

　わたしがタクシーから降りると、黒原さんはタクシーを待たせたまま、マンションのエントランスまでついてきてくれた。

「あの、ありがとうございました！」

　支払いも黒原さんが最後にするということになり、結局最初から最後まで甘えっぱなしとなってしまった。

「うん。あ、エレベーター来たよ。じゃあ、いい夢見てね」

　頭をポンと撫でると、わたしを到着したエレベーターの中へと促す。ドアが閉まる前にもう一度頭を下げると、黒原さんは笑って手を振った。

「いい夢って……黒原さんの夢でも見ろって言いたいの？」

　以前、そう言われて額にキスされたことを思い出す。エレベーターの壁にもたれ、両手で頬を包むと、じわりと熱くなっていた。

　今なら、黒原さんが出てくる夢を見ても……いい……かもしれない……。

「認めたくないけど……」

　黒原さんといると、いつもドキドキして忙しいのに妙に安心することもあって、振り回されるのにイヤじゃない。だから、彼を嫌いじゃないことはわかっていた。でも、黒原さんからの告白は、からかわれている気がして受け止められずにいた。

　だけど今、彼の口から『好き』だと聞いて、やっと本当だったことがわかった。そして、自分の気持ちにもちゃんと気づいた。

「今さら……どうしたらいいんだろ……」

　自分の気持ちを伝えたらいいんだろうけど、それが簡単にできたらこんなに戸惑っていない。それに、黒原さんにわたしが釣り合うとも思えない……。

「もう、風馬のときみたいに苦しむのはイヤだよ……」

　いつかは新しい恋をしたい。でも、今は……臆病になっている。相手が黒原さんだから……好きな人だから、臆病になってしまう。

　好きな人に、裏切られたときの苦しみを知っているからこそ、もう、味わいたくない。

　わたしはエレベーターから降りて部屋に入ると、すぐに眠ることにした。




　美容院を予約していた土曜日の十三時。梅雨の晴れ間で今日はとてもいい天気だ。

　会社近くにある美容院は、木造の建物に、緑の植物がたくさん飾られていてカフェのような雰囲気。学生のときから通っていて、二児の母親である美容師の亜あ紀きさんとも十年以上の付き合いだ。

「じゃあ、先にシャンプーしようか」

　いつも同じ髪型をリクエストするので、ここ数年、亜紀さんにどうしたいか聞かれていない。今まではそれでよかったけど……。

「あ、あの……亜紀さん！」

　わたしをシャンプー台へ促す亜紀さんを引き止める。

　亜紀さんは「ん？」と優しげに首をかしげた。

「どうしたの？」

「実は……今日は、ちょっと……髪型……変えてみたくて」

　言いながら、語尾が小さくなっていく。藤本さんは自分のスタイルを貫いているけど、桃原さんは髪型をしょっちゅう変えているし、女性ならいろんな髪型をしてみたいと考えるものだと思う。だから、なにも変なことを言ってはいないのに、妙に恥ずかしくなってしまった。

「えっ、どうしたの？　珍しい……ていうか、初めて？」

　亜紀さんは驚いて声をひっくり返しながらたずねてきた。

「た、たまにはいいかなぁ……なんて」

「もしかして、彼氏でもできた？」

「そうじゃないよ、なんとなく……ね」

　そういえば、風馬と付き合ったときも別れたときも、髪型を変えたいとは思わなかった。これでは魅力がないと、風馬に本気で思われていても仕方がなかったかもしれない。

「わかった、わかった。じゃあ、どんな髪型にするか……先に聞かせてもらおうか」

　シャンプー台へ行くのをやめ、鏡の前で実際に髪を触りながら相談した。

　黒原さんが言っていたことを、そのまま伝える。前髪はこのまま伸ばして、髪は全体的に軽くして動きを出して……。

「こんな感じだけど……どう？」

　初めて毛先にワンカールだけパーマを当てた。ドキドキしながら確認すると、思っていた以上にしっくりきて、違和感はない。むしろ……似合っている。

「うん……いい、かも。ありがとう」

　恥ずかしくてドギマギしながらお礼を言うと、亜紀さんが肩をポンと叩いてきた。

「いやー、可愛くなったね。ううん、綺麗になったって言うほうが合ってるかな。すごく似合ってるわよ」

「うんっ……！」

　亜紀さんにも褒められ、わたしは嬉しさを噛み締めながら美容院を出た。

　すぐに帰るのはなんだかもったいなくて、ブラブラしてどこかでお茶でもしようと思いつく。

　髪型を変えて綺麗になると、いろんな洋服を着てみたくなる。ウィンドウショッピングもいつもより長く時間を費やし、店の窓ガラスに映る自分をつい何度も見てしまった。

「お給料入ったら、これ買おうかなぁ……」

　今まであまり手を出さなかった大人っぽい服にも、つい挑戦したくなる。買いたい物を考えながら、店から店へと歩いていると、モデルのような男性が目についた。

「あれ……？　も、もしかして黒原さんじゃ……」

　白のＴシャツに七分袖のカーディガンを羽織り、細すぎずゆるすぎないパンツをはいたスタイルのいい人が前から歩いてくる。道行く女性達がチラチラと横目で見ながらすれ違っていくのに、その視線をまったく気にしていない様子。

　近くまで来ると、黒原さんがやっと気づいてくれたらしく、声をあげた。

「わっ、水門ちゃん!?　びっくりした……髪型、変えたんだ」

　目を何度も瞬かせ、それからふわりと柔らかく笑った。

「うん、すごく似合ってる。前も可愛かったけど、綺麗さがプラスされたかな」

「あ、ありがとうございます」

　亜紀さんに言われた感想と同じなのに、まったく違う。くすぐったくて、照れくさい。これ以上、見られたくないような、もっと見てほしいような、矛盾した気持ちが入り混じる。

　そんなわたしの心境を察することなく、黒原さんは近づいてきて髪をひと房取った。身体ではなく髪に触れられているだけなのに、全身が熱くなっていく。

「俺が言ったこと……意識してくれたの？」

　なにもかもお見通しとでも言いたげに口角を上げて、わたしを見てきた。

「い、いえ……別に。ちょっと気分転換です」

　恥ずかしくなり、肩をすくめてうつむいてしまう。

「そっか……あっ、じゃあさ、気分転換にお茶でもしない？」

　黒原さんはひらめいたとばかりに、わたしを誘ってくる。

「はい……でも、黒原さんは用事とか大丈夫なんですか？」

「うん。ちょっとアンティークショップに行きたいなって思って、歩いてただけだから。お茶したあと、よかったら付き合ってくれない？　もちろん、ごちそうするよ」

「アンティークショップは行ってみたいですが、お茶はわたしにごちそうさせてください」

　いつもごちそうになってばかりだから、今こそ、そのお礼をするときだ。

　わたしが食らいつくように申し出ると、黒原さんは「いいから、いいから」と言ってサラリとかわす。

「で、でも……」

「じゃあ、行きたい場所を教えて。俺、カフェとかよくわからないし、お店決めてよ。それでチャラにしよう」

　全然おごってもらう理由にならないけど……。

　黒原さんにはなにを言ってもうまく丸め込まれる気がしたので、わたしはバッグからスマホを取り出した。前から行きたいカフェがあり、これからそこへ行こうと思っていた。人気の店で、友達連れやカップルが多いので、ひとりだと入りづらいかもしれないと思っていたけど、黒原さんが一緒だと心強い。

「ここに行きたいんです」

「わかった。じゃあ、そこにしよう」

　黒原さんは、わたしがスマホで見せた地図を確認すると、わたしの歩幅に合わせて歩きだした。街中を、黒原さんと私服で歩く。……変な感じだ。

　いつも仕事で並んで歩いているのに、今日はどこか気恥ずかしさがつきまといつつ、気分が弾む。浮き足立つような感覚は久しぶりだった。

　目的のカフェは、有名な空間プロデューサーが手がけた店。高い天井にたっぷり陽光が差し込む天窓、観葉植物の配置や壁紙の色……計算され尽くした開放的な店内はほかのカフェにはない雰囲気がある。

「へぇ……面白い店だね」

「はい。ネットで見ていて、ずっと気になっていたんです」

　店内は混んでいたけど、ちょうど出ていくふたり組がいて待たずに座れた。人気メニューのフレッシュハーブティーを頼み、日常を忘れてしまうような緑溢れる空間を満喫する。

「水門ちゃんからは新しいことをたくさん教えてもらってるね」

「わたし、なにか教えましたか？　むしろ、わたしのほうが学ばせてもらってばかりですけど」

「この店もそうだし、チーズケーキの店とか、栄養ドリンクの効能とか」

　栄養ドリンクの効能っていっても……黒原さん、まだ飲んでないし。というか、食べ物ばかりで悲しくなってくる。

　話をしていると、ハーブティーが運ばれてきた。いい香りが漂い、ひと口飲むと身体の芯からリラックスできる気がした。

「黒原さん……わたしに気づかされたことって、食べ物以外にないんですか……」

　仕事面ではわたしが教えられることばかりで仕方ないけど、もっとなにかあってほしかった。女性的な気遣いを学んだとか、インテリアの大切さを改めて知った……とか。

　……無理か。黒原さんは自由なようでいて気遣いはできるし、インテリアはわたしより大好きだし。

「ないですよね。すみません……」

　自己完結して頭を下げると、黒原さんは不思議そうな顔をした。

「なに言ってるの、あるよ」

「え、本当ですか!?　なんですか？」

「ナイショ」

　食らいつくようにたずねたけれど、黒原さんは意味深に微笑むだけ……それから、わたしがハーブティーを飲み干しているのを確認して席を立った。

　そこのカフェからアンティークショップは歩いて十五分くらいだった。倉庫のような外観で、看板は小さな物しか出ていないので、なにも知らなければ通り過ぎてしまいそうだ。

「日本にいる頃はよく来てたんだ。無名の物から高級品まで、年代物のインテリアが揃っていて楽しいよ」

　心なしか、黒原さんの声のトーンが上がっている。ウキウキしているみたい。

　その店は、中に入るとコンクリートが打ちっぱなしでだだっ広く、やっぱり倉庫みたい。レイアウトなども特に気を遣われている様子もなく、商品が無造作に並べられていた。お客はわたし達以外にも数人いるけど、インテリアを眺める目が黒原さんに似ている。どうやら、マニアに人気の店のようだ。

「あ、リコルディがあるな」

　イスが並べられたところに来ると、黒原さんが声をあげて足を止めた。

「リコルディって……あの、リコルディのイスですか？」

　黒原さんの横に並んで見ると、猫足に繊細な装飾が施されたエレガント調のイスがあった。以前、黒原さんに見せてもらったリコルディのイスの、ボルドータイプだ。

　確かに……生で見ると、なんとも言えない気品と高貴な雰囲気がある。中古品で、手すりに微細な傷があるけど、それはそれで味になっていた。

「うん、やっぱり美しいね。水門ちゃん、ちょっと座ってみて」

「えっ、いいんですか!?　結構なお値段するのに……」

　今はもう作られていない物だからか、想像していたよりゼロが多い。

「いいよ。ここの店主は、イスのよさは座ってみないとわからないっていう考えの人だから」

　どうやら、黒原さんは店主と知り合いみたい。それなら……と、ドキドキしながら腰をかける。思ったより座面がふっくらとしていて、背筋がシャンと伸びる。

　黒原さんを見ると、うっとりした目をしていた。

「思った通り……すごく似合う。綺麗だよ」

「そ、そうですか……」

　褒めてくれるのは嬉しいけど、熱く見つめられると、照れくさくなってどんな風にお礼を言っていいかわからない。

「でも、イスが素敵だから、そう見えるだけじゃないですか？」

　心とは裏腹に、ついひねくれた言葉を言ってしまう。しかし、黒原さんは首を横に振った。

「いや、このイスは人を選ぶ。俺はそう思ってる。水門ちゃんは、本当に綺麗だよ」

　わたし自身に言ってくれているのか、それともイスを含めて言われているのかわからなくなってくる。ただ、妖艶な瞳に翻ほん弄ろうされるばかりだった。

　イスから立ち上がろうとすると、手を差し出された。

「ボルドーも悪くないけど、やっぱり水門ちゃんはアイボリーかな。今度、ウチにおいで」

「は、はぁ……」

　サラリと誘われ、答えに詰まる。本気で誘っているのだろうか。

　店の中を一時間かけてくまなく見ると、わたし達は駅に向かうことにした。

　夕陽で染まる街中を、黒原さんと並んで歩く。腕時計の針は十八時を指していた。数時間一緒にいたからそろそろ慣れてもいいはずなのに、やっぱりまだ落ち着かない。

　ポツリポツリと交わす会話のテンポと同じように、一歩一歩ゆっくりと歩く。

「水門ちゃんさぁ……」

「はい？」

　ちょっと声を抑えぎみに聞かれ、黒原さんを見上げた。

「白矢木課長のどこに惚れたの？」

「えっ……惚れた？」

　改めて、自分がすごいことを口走ってしまったと気づく。

「ほ……惚れていませんよ」

「そうなの？」

　黒原さんは目を丸くする。

　駅に到着し、ふたりとも足を止めた。

　わたし達は帰る方向が逆なので、本来はここでお別れだけど、誤解を解いたほうがよさそうだったので、とりあえずみんなの邪魔にならないよう隅に寄る。

「白矢木課長って社内恋愛しない主義らしいので……わたしもそういう対象で見ていません」

「えっ、なんだ……知ってたんだ……」

　先ほど目を丸くした黒原さんは、今度は呆然としている。いつもはわたしがコロコロと表情を変えてばかりだったけど、今日は黒原さんの番だ。

「じゃあ、なんで気になる……なんて言ったの？」

「え、えっと……それは……」

　なんでって……それは黒原さんが迫ってきたから、逃れようとして咄嗟に出た言葉だったけど……もっといいセリフがあったのかもしれない。

「わ……わたし、変なんです。黒原さんが現れてから……振り回されて、考えさせられて、寝不足にされて……おかしいんです。だから、変なことも言って……苦しくて」

　言いながら、視線がウロウロする。

「とにかく、全部黒原さんのせいなんです」

　今、本当に伝えたい言葉が出てこないのも黒原さんのせいだ。まだ……恋なんて当分するつもりなかったのに。

　唇を噛み、そっと上目で黒原さんを睨む。わたしと目が合うと、彼はニヤリと不敵に笑った。

「俺のせいなら、ごめんね」

　謝りながら、わたしの髪に触れる。そして、右頬にかかっていた髪を耳にかけ、唇を寄せてきた。

「でも……俺を好きになるといいよ。そうしたら、全部解決する」

　ワントーン下げた甘く低い声に、思わずビクッと肩が震えた。全身が痺しびれていくみたい。

『好きになるといい』……って、もう……好きだよ。風馬のことを忘れられたのも黒原さんがいたから。でも、今まで散々振り回されて、からかわれてきたから……今回も冗談かもしれないと思うと、なかなか一歩を踏み出せない。

　黒原さんに〝好きだ〟と伝えたら、全部解決するの？

　答えが出ない疑問に、頭が混乱してくる。なにより、黒原さんに近づかれて心臓が爆発しそうなほどドキドキ鳴っている。

「し、失礼しますっ……！」

　わたしは逃げるように階段を下りると、ホームまで駆けていった。

　風で、頬の熱が引けばいい。黒原さんに灯された熱が……。










[image: ]現状報告４：本気出しています。［黒原 薫ＳＩＤＥ］




　土曜日の飲み屋街で見る顔ぶれは平日と少し違う。ほとんどが私服姿で、年齢層も若い。

　騒がしい中をすり抜け、ビルとビルの間の狭い路地に入った。

「いらっしゃいませ」

『nook』のドアを開けると、カウンターにいるオーナーが口元をほころばせた。まだ早い時間だからか、店内には誰もいない。静かなので声がよく響いた。

「黒原さん、休日に珍しいですね」

「たまたま近くまで来たんで。テキーラトニックと軽くつまめる物をください」

　早速注文すると、オーナーの目の前に腰かけた。

　イタリアにいるときは、連休のときしか日本に帰ってこられなかったので、この店にはいつも土日祝日に訪れていたけど、こちらに帰ってきてからは平日しか来ていない。もちろん、イタリアへ行く前も平日だけだった。

　今日も、水門ちゃんに会わなければアンティークショップを見て、そのまま帰る予定にしていた。だけど、彼女とお茶をして少し時間も遅くなって、なによりいい気分だから飲みに来たくなった。

　しばらくして、カクテルと生ハムとチーズの盛り合わせが用意される。グラスを口へ運びながら、先ほどのことを振り返る。

　水門ちゃん、顔が赤かったな……。

　彼女の頬や髪に触れた指先を見つめ、感触を思い出すように握り締めた。

　水門ちゃんが白矢木さんのことを『気になっている』と言いだしたときは焦った。焦って、動揺して……つい気持ちが溢れて、想いを伝えてしまった。コップのギリギリまで水が入っていたところへ、予想外の氷を突然入れられたようだった。まだそのタイミングじゃなかったけれど、どうしようもなかった。

　もう少し様子を見て、伝えようと思っていたんだけどな。……まったく、白矢木さんのせいだ。

　しかし、一方でこれがいいタイミングだったのかもしれないとも思っている。なので、彼を責める気は毛頭ない。

　今日は、白矢木さんはいない。土日には来ないのか、それとも時間帯のせいか。長く一緒に仕事をしていても、あの人の私生活は想像できない。

「なにか、いいことがありましたか？」

　カウンターの中でグラスを磨きながら、オーナーがたずねてきた。

　さすが鋭いと思う。

「どうして、そう思うんですか」

「とてもウキウキしているように見えたので」

　オーナーの口調は静かだった。

　ウキウキか……確かに、まさか休日に水門ちゃんに会えると思っていなかったし、一緒にショップを回れて楽しかった。しかも、水門ちゃんの髪型が変わっていた。俺がアドバイスした通りに……。

　気持ちを伝えた以上、本気を出そうと思い、今まで培ってきた経験のすべてを活かして、彼女をオトそうと決めていた。そんな最中だったので、正直手ごたえを感じた。

　ひとりでニヤけそうになり、奥歯を噛み締める。

「ちょっとだけ……いいことがあったんです」

　水門ちゃんの答えがハッキリとわからないから、すごくいいこととは言えない。おみくじで言えば小吉といったところだ。

「ちょっとだけ、ですか」

「はい。今、珍しく仕事以外で本気を出していることがあって……それが、少しいい感じかな……と」

　再び頭に水門ちゃんの赤らんだ顔が浮かび、つい語尾がふわふわとゆるんだ口調になった。

　水門ちゃんの表情ひとつで、焦ったり幸せな気持ちになったりする。彼女から教えてもらったものは、恋の楽しさだ。

「そうですか」

　オーナーはうなずくだけで、それ以上なにも聞いてこない。それくらいの距離感が俺にはありがたかった。

　テキーラトニックを飲み干すと、次を注文する。

「なにか……ウキウキした気分にピッタリなカクテルをお願いします」

　特に飲みたい物がなくて、適当に作ってもらうことにした。

「かしこまりました」

　オーナーはニッコリ微笑むと、カクテルを作り始めた。柔和な顔を動かすと、時折、シルバーのピアスがキラリと光ってカッコいい。手際よく作り終えると、緑、黄、ピンクのカラフルな層ができたカクテルを差し出してくれた。

「スプリング・オペラです」

「へぇ……綺麗ですね」

　確かに、ウキウキしてそうな春っぽいカクテル。桜色がなんとも水門ちゃんっぽくて、飲み干すのがもったいなく思えた。

　まぁ、水門ちゃんを例えるなら、リコルディのアイボリーが一番合っている。

　春色のカクテルを喉に流し、ついそう思ってしまう。

　スマホのロック画面を表示し、壁紙になったイスを見る。このイスを気に入ったわけは理屈でいくらでも説明できるけど、一番は直感でいいと思ったから。このイスを一生大事にしたいと思う。

　そう思える家具に巡り合えるのは、とてもありがたいことだ。ずっとインテリアに携わってきたからこそわかる。

　だから、それが人となるともっと貴重なこと。それゆえに、余計にハマッてしまうのかもしれない。

「あと、もうひと押しなんだけどな……」

　女王様が、わずかにこちらに歩み寄ってきている気配がする。

　でも、なかなか素直じゃないからなぁ……水門ちゃんは。

「やっぱり、臆病になっているんだろうな……」

　柿崎くんに浮気をされたことが、思ったよりも深い傷となっている。それで、あと一歩が踏み出せずにいるのだろう。

　俺は浮気をしたいとは思わないし、ほかの人から水門ちゃんについて聞かれたら大いに褒めるけど……そう言い聞かせたところで安心してもらえるわけがない。要は彼女自身が過去を乗り越えるしかない。

　もう少し攻めるべきか、様子を見るべきか……。水門ちゃんが、過去を忘れられるくらい俺を好きになってしまえばいいのに。

「誰かのことをこんなに考えるときがくるなんて……思わなかったな」

　独り言を漏らす。

　ただ、後悔はしたくない。せっかく、彼女と出会えたのだから。もう少し、本気を出してみようか。

　可愛いカクテルを飲み干すと、辛口のカクテルを注文した。
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「最近、憂鬱な日が多いなぁ……」

　仕事がイヤなわけではなく、黒原さんにどんな顔をしていいのかわからないから、億おっ劫くうになってしまう。黒原さんは意識していないのだから、わたしも普通に……と思うけど、なかなかそうはできない。

　もそもそと出勤の支度をしていると、いつもより遅い時間になってしまった。わたしは慌てて白い半袖のブラウスにベージュのジャケット、コーラルオレンジのフレアスカートを合わせて、ベージュのパンプスとキャメルの大きなバッグを持って家を出た。

　六月の中旬となると梅雨本番で、外は湿度が高く、少し蒸し暑いくらい。スマホで確認した今日の天気予報では、一日中晴れとなっていたけど、駅へ向かいながら見上げた空は、うっすらと雲がかかっていた。

　あー……天気予報信じて、傘持ってきてないよ……折り畳み傘はあったかな？

　ホームに着くと、雨が降りそうな気配に心配になってバッグを探る。午後からクライアントのところへ出かける予定が入っていた。

　この時期は折り畳み傘を持ち歩くようにしているけど、バッグを変えるとつい忘れてしまう。……どうやら、今日はその〝つい〟をやってしまったらしい。

　気を落としているところで、電車がホームへ入ってきた。

　デスクの引き出しに折り畳みの置き傘があったはずだから確認してみよう。

　そう決めると、混み合う電車へ乗り込んだ。




「おはようございます……」

　インテリア事業部のオフィスに着くと、わたしは身を小さくしてコーディネート課にある自分の席まで歩いた。黒原さんは隣の席だから、結局は気づかれてしまうのに。

「おはよう」

　黒原さんはニコッと爽やかな笑顔を見せてくる。どこか胡う散さんくささを感じ、わたしは小さく挨拶だけしてすぐに目を逸らした。そんなわたしを、黒原さんは覗き込むようにして、イスごと近づいてくる。

「水門ちゃん、俺のこと好きになってくれた？」

「なっ……へ、変なこと言うのやめてくださいっ」

　近くにはいないけど、何人かの先輩や同僚はもう出勤している。変に誤解されてしまったら、仕事がやりづらくなってしまう。

　わたしが慌てていると、黒原さんはそれを面白がるようにさらに口を開いた。

「そんな慌てなくても大丈夫だよ。どうせみんな、俺がバカなこと言ってる……としか思わないから」

　確かに、藤本さんならそう思いそう。

「でも……みんながみんな、そんな風に思うとは限りませんから」

「まぁ、いいじゃない。それより、せっかく気持ちが楽になる方法を教えてあげたんだから、早く俺を好きになったほうがいいよ」

　黒原さんは冗談めかして言うと、仕事をし始めた。

　またそういうこと言う……。

　呆れながら周りを見ると、ほかの人とおしゃべりをしたり、席を立ったりと、特にわたし達の会話を聞いている人はいなかった。ひとまず、ホッと息をつく。

　黒原さんを好きに……か。わかっているんだけど……。

　冗談っぽく言われると、正直黒原さんの気持ちを疑ってしまいそうになる。

　こんなときは誰かに相談したい……。

　わたしはスマホを取り出すと、未香子をお昼ご飯に誘うことにした。




「珍しいわね、和紗が『外に食べに行こう』だなんて」

　昼休み、未香子と一緒に会社の近くにあるイタリアンレストランに来ていた。向かいに座った未香子が、ムール貝とトマトのパスタを頬張りながら不思議そうにたずねてくる。

「今日はちょっと……そういう気分だったの」

　未香子になんて話そうか。相談したいと思ったものの、そもそも黒原さんとのあれこれを話すのも恥ずかしい。

　わたしは言うタイミングを考えながら、カルボナーラを口に運んだ。

「そういえば、黒原さんに変わった様子はない？」

「えっ……く、黒原さん!?」

　思わず声が裏返る。未香子のほうから黒原さんの話題を振ってくるとは思わなかった。

「ど、どうして？」

　水で喉をうるおしてからたずねると、未香子は神妙な面持ちで口を開く。

「黒原さん、異動のウワサがあるんだけど……」

「い、異動!?　黒原さん、四月にコーディネート課に来たばっかりだよ？」

　しかも、業績改善を担う一員として。だから、そんなにすぐには異動しないはずだけど……。

「実はイタリア支社の課長が持病の悪化で入院するみたいなの。それで、日本に帰ってくるって……。もうすぐイタリア支社に配属されて三年になるし、そのまま本社に戻ってくる可能性もあるんじゃないか、って先輩達が言ってる」

「でも……どうして黒原さんが？　前にイタリア支社にいたから？」

「それもあるけど……黒原さん、課長の昇進試験も受かってるでしょ。イタリアの環境にも慣れているし、取引先にも顔が利くし……しかも独身だから異動させやすい。イタリア支社に配属される理由がたくさんあるのよ」

　未香子はパズルのピースをひとつひとつ嵌はめていくかのように説明してくれた。それを聞いて、わたしは呆然としてしまう。

「そんな……」

　黒原さんがいなくなる？　そんなの……イヤだ……寂しい。

　途端に胸がズシリと重たくなる。目の前が真っ暗になりそうだった。

　午後からの打ち合わせは、内容が最終的な確認だったため、滞りなく終わり、クライアントのビルから駅まで歩く。

　湿っぽい空気が身体にまとわりつき、いよいよ雨の気配を感じて空を見上げると、先ほどよりも分厚い灰色の雲で覆われていた。

　ひと雨きそう……会社に着くまで降らなきゃいいけど。

　会社にあると思っていた置き傘はなかったので、心配になりながら電車へ乗り込む。二十分ほど揺られ、会社の最寄り駅に到着して外へ出ると、ポツポツと雨が降り始めていた。

　これくらいだったら大丈夫だと思い、早足で駅の屋根から飛び出す。しかし、急に雨が強くなってきて、会社へ着く頃にはびしょ濡れになっていた。

　オフィスに戻る前に、一階のお手洗いに寄って、自分の姿を確認する。

「うわっ……グチャグチャ……」

　髪はしっとりと濡れ、上を向いていた睫毛も心なしか下がっている。まずはジャケットを脱ぎ、半袖のブラウスになってハンドタオルで髪を拭く。簡単にメイク直しをすると、それなりに見える顔になった。

　コーディネート課へ戻ると、黒原さんがわたしの姿に気づき、心配そうな顔をした。

「水門ちゃん、降られちゃったんだ」

「はい……」

　うつむき加減で答えてしまう。

　髪も濡れ、メイクも直したとはいえ万全ではないので、なんとなく見られたくない。しかもオフィスは空調が効いていて少し肌寒い。

　ジャケットはまだ濡れているし、カーディガンも置いていないし……。

　腕をさすりながら、なにかないかと考える。

　すると、黒原さんが自分のジャケットを差し出してきた。

「水門ちゃん、これ羽織る？」

　どうやら、寒そうにしているのを気づかれたみたい。

「い、いいですよ。周りから怪しまれちゃうので」

「えー……そんなの気にせず、素直に甘えればいいのに」

　黒原さんはゆるいパーマがかかった髪をかくと、オフィスから出ていった。




　素直って……そっちだって、異動のことなにも言ってくれないじゃない。

　恋人でもないので当たり前だとわかっているけど、ついすねてしまう。やさぐれた気持ちでキャビネットを探っていると、冬にひざかけ用として使っていたストールが出てきた。

　これで少しは寒さがマシになる。ホッとしていると、桃原さんが社内での打ち合わせから戻ってきた。

「わっ、水門さん……どうしたの、その髪。わたしのドライヤー貸してあげるから、乾かしておいでよ」

　わたしの様子に驚いた桃原さんは、キャビネットから携帯用の小さなドライヤーを取り出すと貸してくれた。

「ありがとうございます。助かります！」

　髪が乾くだけでもかなり違う。すぐにお手洗いへ行って乾かすことにした。

「さすが桃原さんだなぁ……」

　傘を忘れ、置き傘さえもない自分との女子力の差を感じる。髪を乾かすと、席へ戻った。

「桃原さん、ありがとうございました」

　桃原さんにお礼を言ってドライヤーを返す。先ほどより肌寒さもマシになり、ストールを肩からかけていれば充分過ごせそうだと思った。

　本当はなにかあったかい飲み物が欲しいけど……。

　ビルの中の自動販売機は、先週すべて冷たい飲み物に変更されていた。温かい飲み物は近くのコンビニにしか売っていない。

　どうしよう、買いに行こうかな。

　コンビニまで行こうかと迷っていると、オフィスから出ていった黒原さんが戻ってきた。

「はい、水門ちゃん。これ」

　そう言ってテーブルに置かれたのは、ミニペットボトルの温かいミルクティー。

「黒原さん、これ……」

　手に取ると、ほんのりとした温かさが冷えた指先に染みわたっていく。

　わざわざコンビニまで買いに行ってくれたみたい。

「あ、ありがとうございます……」

　まだひと口も飲んでいないのに、心の奥からじわりと温かくなってくる。両手で握り締め、体温でもその温もりを感じた。

　わたしを気遣ってくれたこと、わざわざ買いに行ってくれたこと……すべてが嬉しい。これを飲み干してしまえば、その嬉しさも消えてしまいそうでもったいなくて飲めない。

　ペットボトルを握り締めたままでいると、黒原さんがクスリと笑ってきた。

「俺が水門ちゃんからもらった栄養ドリンク……飲めない気持ちがわかったでしょ？」

　黒原さんもこんな気持ちだったの？

「えっ……と、こっ、これは……あったまってるだけです……」

「水門ちゃんはウソつけないくせに、素直じゃないんだよなぁー……」

「だ、だってホントに温まってるだけですもん……」

　本当は黒原さんの気持ちが少しだけわかった。こんな思いでいてくれたのなら嬉しい。飲んでもらわなくてもいいかも……ううん、元気になってくれたほうがいいけど。

　もらったペットボトルをまだ握り締めていると、社内会議に出ていた白矢木課長が戻ってきた。

「黒原くん、ちょっといいですか？」

　白矢木課長が黒原さんを手招きする。穏やかな口調だけど、いつもの柔和な表情が引き締まって見えた。

　まさか、異動の話……？

「く、黒原さん……っ」

　思わず、席を立とうとしている黒原さんを呼び止めてしまう。

「ん？」

　黒原さんは呼び出される理由を知らないのか、目をキョトンと丸くした。

「い、いえ……すみません。行ってください」

「うん、水門ちゃんは温まってね」

　黒原さんはわたしの肩をポンと叩くと、白矢木課長と一緒にどこかへ行ってしまった。

　どうか、黒原さんが異動しませんように……そう願いながら、黒原さんの背中を見送った。




　黒原さんがオフィスを出ていって三十分が経った。白矢木課長も戻ってこない。

「黒原くん、異動かなぁ……」

　向かいの席に座っている桃原さんがポツリと呟く。

「桃原さん、その話って……」

「あ、うん……ちょっと小耳に挟んだの。ほかの人もウワサしてたよ」

　黒原さんの異動のウワサはいろんなところに広まっているみたいだ。

「異動っていっても、イタリア支社の課長になるんでしょ？　いきなりそんなことってあるの？」

　桃原さんの隣にいる藤本さんが訝いぶかしげに眉を寄せた。

「黒原くんならあり得るんじゃないですかぁ。水門さんはどう思う？」

「わ、わたしですか!?　わたしは……」

　行ってほしくない……。一番にその言葉が浮かんだけど、それは質問の答えになっていない。

「わたしは、デキる人だからこそ本社に必要だと思います。それに、業績改善のために戻ってきたので、異動はしないと思います」

　そうであってほしい。思うのではなく、願いだ。

　わたしの言葉を聞くと、桃原さんと藤本さんは「それもそうか」とうなずくだけだった。

　黒原さん……なんの話をしてるんだろう。やっぱり異動の話は本当なのかな。

　白矢木課長に呼ばれたとき、なにも知らないような顔をしていた。本人にはすでに話がいっているのかと思っていたけど、彼はウワサ話さえも聞いていないのだろう。

　黒原さんに〝異動なんてするわけないよ〟と軽く笑ってほしい。早く……安心させてほしい。ただ、イタリアへ行ったほうが黒原さんのためになるなら……寂しいけれど笑顔で見送りたいとも思う。

「じゃあ、わたし会議に行ってくるわ。水門ちゃん、黒原くんの異動が本当なのか、ちゃんと探っておいてね」

　藤本さんはサッパリとした口調で言うと、資料とノートパソコンを持ってオフィスを出ていく。

「わたしもクライアントと約束があるから。いってきまぁす」

　桃原さんも腕時計を確認してジャケットを羽織ると、バッグを片手に出かけていった。

　残っていた人達もひとり、ふたりと会議や打ち合わせに出ていき、気がつけばコーディネート課はわたしひとりになっていた。

　わたしもちゃんと仕事しなくちゃ……。




　気もそぞろで仕事をしていると、一時間ほど経ってから、やっと黒原さんが戻ってきた。白矢木課長も一緒だ。

「く、黒原さ……」

　声をかけようとしたけど、黒原さんはすぐにパソコンのほうへ向き直った。珍しく、深刻そうな顔をしている。後ろにいた白矢木課長も穏やかな表情ながら、なにか考えている様子だった。

　なにを言われたんだろう……ふたりでなにか話し合っていたのかな……。

　聞きたいけど、聞くのが怖い。異動については、原則辞令が出るまで誰にも言えないだろうから、聞いたって教えてもらえないかもしれない。……それはそれで、仕方ないとわかっているけど寂しい。

　わたしがついチラチラと横目で黒原さんの様子をうかがっていると、彼がそんなわたしに気づいた。

「水門ちゃん、なにか聞きたそうだね」

　心臓がドキリと跳ね上がる。

　聞きたい……でも、聞けない。微妙な感情の狭間でどうしていいかわからなくなる。

「黒原さん……」

　目が合うと胸に不安が押し寄せてきた。黒原さんがいなくなったら……絶対寂しい。わたしは、このままでいいんだろうか……。

　彼の瞳の奥に答えがあるわけでもないのに、ついじっと見つめてしまう。

「なんて顔してるの」

「えっ……！　あっ、す……すみません」

　複雑な心境が顔に出てしまっていたらしい。黒原さんに困ったように笑われた。

「すごく……寂しそうな顔してるよ」

　黒原さんが瞳を細め、穏やかな口調で教えてくれる。『寂しそうな顔』って、これでは引き止めているみたいだ。

「別に……そんなこと、ないですよ」

　言葉を途切れ途切れに紡つむぎ、ウソをつく。こんなときくらい、ウソが上手につけたらいいのに。黒原さんには……きっと、見抜かれているだろう。




　二十分くらい経った頃、黒原さんは腕時計に視線を落として、軽く息をついた。

「そろそろ時間か……水門ちゃん、元気もらうね」

「元気……？」

　わたしはなにをすればいいのだろう。そう思っていると、黒原さんはデスクに置いていた、わたしがあげた栄養ドリンクを手に取った。

「えっ、く、黒原さん？」

　わたしが驚くのもかまわず、黒原さんは一気飲みする。

「うん……ありがとう、元気出た」

「そ、それは……よかったです」

　どうして、今飲んだんだろう。

　黒原さんは立ち上がって、イスにかけていたジャケットを羽織ると深呼吸し、表情を引き締めた。

「白矢木課長……答えが決まりました」

　席で仕事をしていた白矢木課長に声をかけると、ニコッと笑ってみせる。いつもの色気が漂う柔らかな笑みではない……決意を固めた、意志の強そうな笑顔だ。

「そうですか。では、いってらっしゃい」

「はい、いってきます」

　白矢木課長の穏やかな見送りにうなずき、黒原さんが歩きだす。すれ違うとき、わたしの肩にポンと手を置いた。

「水門ちゃん、ちょっと席外すね」

「い、いってらっしゃい……」

　わけもわからず、ただ見送る。肩に置かれた手の温もりが、やたらと熱く感じた。

　オフィスのドアが閉じられ、黒原さんの姿が見えなくなると、急に不安が襲ってきた。黒原さんがどこか遠くへ行くような……大げさだけど、それと似たような不安だった。

「あの、白矢木課長……黒原さんはどこに……？」

　もっとちゃんとした声が出ると思ったのに、弱々しい声しか出なかった。

　そんなわたしに、白矢木課長は唇にゆるやかな半円を描く。

「総務人事部ですよ」

「え……」

　黒原さんの、決意を固めた凛りんとした表情が頭をよぎる。

　黒原さんにとってはいい話だと思う。イタリア支社で課長なんて、なかなか経験できないし、今なら日本に帰ってきたばかりなので土地勘も鈍っていない。最年少課長となれば社内での評価も上がる。

　だから、もし黒原さんがイタリアへ行くなら……わたしは、お祝いしなくちゃ……ううん、お祝いしたい。

　そう思うのに、心の中には引き止めたい感情が渦巻いている。

　黒原さんが戻ってくるまでなんとなく落ち着かず、仕事をしても全然進まない。

　ち、ちょっとお手洗いにでも行って落ち着こう……。

　廊下に出て、少し歩いたところにあるお手洗いへ入る。洗面所に映る自分の顔は、髪型のおかげで以前より大人びて見えた。

　髪型を変えたのは、黒原さんの言葉を意識したから……それに、もし彼がイタリアへ行くなら寂しいし、引き止めたいと思っている……。

　風馬のときのように、裏切られるのを怖がって、これ以上近づこうとしないわりには、全身で黒原さんを好きだと言っている。

「矛盾してるなぁ……」

　いや、矛盾というより、臆病になっているだけだ。黒原さんがわたしのことを本気で好きなのか……わからなくて、怖いのだ。

　恋愛なんて、お互いに信じる気持ちがなくちゃ成立しないのに。彼のどこに、信じられない要素があるんだろう……いつもからかわれているから？　振り回されているから？

「違う……わたしが、過去に引きずられているだけだ……」

　黒原さんだから信じられないのではなく、わたしが男性を信じようとしていない。それじゃあ、黒原さんじゃなくても……この先誰が現れても、好きになれない。

　お手洗いから出て、オフィスへ戻る途中、見慣れた後ろ姿があった。

「黒原さん……っ！」

　思わず駆け寄ってしまう。

「水門ちゃん、どうしたの。まさか、俺の帰りを待っててくれた？」

　黒原さんは得意の艶っぽい笑みを浮かべ、からかってくる。いつもなら反論するところだけど……。

「そうです。待っていました……あのっ、異動は!?　イタリア行くんですか？　いつからですか!?」

「ストップ。水門ちゃん、落ち着いて」

　わたしが矢継ぎ早に質問するので、黒原さんは苦笑して両手を上げた。わたしをどうどう、と抑えている。

「せっかく、待ってくれてて嬉しかったのに。もうちょっと幸せを噛み締めさせてよ」

「そんな場合じゃないんです。異動は……どうなったんですか？」

　わたしが質問を繰り返すと、黒原さんは困ったように笑った。

「異動は……」

　黒原さんがわたしの反応をうかがうように、言葉を切る。

「い、異動は？」

　心臓がドッドッドッと大きく脈打つ。もったいぶらずに、早く教えてほしい。

「……異動はしない」

　ケロッとした顔で言われ、一気に力が抜ける。一生分の緊張を使い果たしたみたいだ。

「あ、あれ……？　でも、イタリア支社の課長が入院して……」

「うん、水門ちゃん知ってたんだ。俺もお世話になったし、すごく心配だよ。そんなわけで人事から正式なイタリア行きを誘われたけど、断ったんだ。しばらく日本にいさせてくださいって。ただ、イタリア支社も大変だろうから、来週から二か月だけ応援に行くことになった。……課長代理として」

「課長代理……？　じゃあ、正式な課長はどうなるんですか？」

「まだ内緒なんだけど……二か月後、白矢木課長がイタリア支社に配属されることとなる」

「そうだったんですか……」

　白矢木課長がイタリア支社……想像つかなかったけど、仕入物流部にいたこともあるし、経験は豊富。コーディネート課との連携もスムーズにできるし、いいのかもしれない。

「白矢木課長が今の仕事を片づけている間、俺が課長代理で行くだけ。日本に戻ってきたら、俺がコーディネート課の課長になる。本当は役職なしでのんびりやっていきたかったけど、そこはさすがに断りきれなかったな」

　黒原さんは指で頬をかく。課長になることに不服そうだ。

「……よかった」

　黒原さんが異動しなくてよかった。心からホッとし、安堵の息が漏れる。

「俺が異動しなかったからよかったの？」

「はい……」

「さっきからやたら素直だね。ちょっとズルイなぁ」

　黒原さんはまいったように笑う。この笑顔を信じようとしなかったわたしは、ちゃんと黒原さんを見ていなかったんだ。

　それから、ふたりでオフィスまで戻る。ドアのセンサーにＩＤカードをかざす前、黒原さんがこちらを振り返った。

「水門ちゃん。今夜、予定空いてる？」

「空いてますけど……？」

「じゃあ、ご飯でも食べに行こう。俺のために、空けておいて」

　軽く白い歯を見せると、ＩＤカードでロックを解除し、ドアを開いた。

　黒原さんと食事……前に誕生日をお祝いしてもらったときも緊張したけど、それとは別の緊張が身体中から溢れてくる。

　誘われて嬉しいのに、そわそわして落ち着かない。長い時間、一緒にいると自分が黒原さんを意識していることがバレてしまいそうだ。

　気持ちが伝わればいいのに、と思う一方、知られるのは照れくさい気持ちもあった。




　仕事が終わり、わたしは前に一度行った、黒原さんの従兄弟のレストランへ向かった。そこで黒原さんと待ち合わせている。

　会社近くの駅やコンビニで待ち合わせると、職場の人に見られるかもしれないので、わたしのほうから現地で会うことをお願いした。

「いらっしゃいませ。こんばんは、水門さん……ですね」

　店へ入るなり、黒原さんの従兄弟である恭弥さんに迎えられる。花が咲きほころぶような笑みはこの店の雰囲気と合っていた。

　奥の席へ案内されると、すでに黒原さんが待っていた。黒原さんは夕方、打ち合わせもあって、ホワイトボードに〝直帰〟と書いていた。遅くなるかと思ったけど、早く終わったみたいだ。

「すみません、遅くなって」

「ううん、俺が水門ちゃんとの食事を待ちきれなくて、早く着いちゃっただけだから」

　恭弥さんとはまた違う、心の隅っこをくすぐるような艶っぽい笑みを向けられ、わたしの胸はトクンと高鳴った。

　来週から二か月……この笑顔が見られなくなるんだ……。

　黒原さんがやってきたばかりの頃は、振り回されることが多くて、この、人を惑わすような笑顔が苦手だった。それがいつの間にか……ドキドキしながらもずっと見ていたいと思うほどになっている。

　特に、自分の気持ちを受け入れてから、その高鳴りは強まっている。人を好きになるってすごい。

　それと同時に、また人を好きになれたことに、心のどこかで安心する。風馬に浮気され、自信をなくしていたけど、こうやってまた誰かのそばにいたいと思えるようになった。

　席に着くと、それぞれメニューを見ながら、メイン料理をなににするか決める。

　この前は魚だったし、今日はお肉にしようか。黒毛和牛サーロインのグリエか豚肩ロースのロティか鴨肉のコンフィか……。

「水門ちゃん……せーの、で指差してみる？」

　向かいの席にいる黒原さんが、上目遣いで提案してくる。また食べたい物がかぶるかどうか、試したいみたい。メニューをひとつだけテーブルの上に置き、ふたりで顔を見合わせた。

「いいですよ。じゃあ、せーのっ……！」

　小声で合図し、わたしは鴨肉のコンフィを指差す。黒原さんも同じ物を差していた。

「今回も見事に同じだったね。俺も鴨が食べたい気分だったんだ」

　黒原さんが優しく微笑む。わたしも照れくさくなって、小さく笑った。

　やっぱり、好みが似ているのだ。

「一緒に住むようになったら、料理作るときも楽でいいね」

「そっ、そうですね……」

　まだ正式に付き合うとか、そういう言葉を交わしていないのに……すでに同どう棲せいか結婚でもするかのようなノリ。それでも否定はしない。こんな風に考えてもらえて嬉しい。

　注文すると、ふたりで黄金色のシャンパンで乾杯した。

　それから少し間を置いて、綺麗に盛りつけられた前菜が運ばれてくる。

「たまには俺も料理するよ。あ、そうだ。今度食べにおいでよ」

「い……家に、ですか？」

　一瞬ドキッとしつつも、口にしてから切なさが込み上げる。黒原さんは、来週にはイタリアに行ってしまう。

　二か月も会えないなんて……。

　黒原さんも口を軽く開いたまま、言葉が出てこないようだ。

　こんなに……寂しい顔をさせたかったわけじゃないのに。

「に、二か月なんて……あっという間です。その間、わたしは仕事をすごく頑張って、黒原さんの右腕となれるくらいのキャリアウーマンになってみせます！」

　わたしが大げさに胸を張って言うと、黒原さんは口元に美しく弧を描いた。しかし、その瞳はわずかに揺れている。

「俺は……寂しいけどな」

「そっ……それはわたしだって……」

「でも、水門ちゃんが一生懸命やってるって思ったら、すごく力が湧いてきそうだ。ひとりでイタリアにいた頃も頑張ってたけど、そのときと全然気持ちが違うよ。こういうの……幸せって言うんだろうね」

「黒原さん……」

　わたしの頑張りが、黒原さんの支えになる。それはすごく嬉しいこと。

　やがてメイン料理が運ばれてくると、ふたりで味わいながら話を弾ませた。




　食事を終えて店から出ると、ふたり並んで駅まで歩いた。空を見上げると、地上のネオンの明かりに負けないように星がちらほら輝いていて、青白い月がぽっかりと浮かんでいた。

　湿り気を含んだ六月の風を感じながら隣を見ると、黒原さんも空を見ていた。

「イタリアとの時差……気にせずいつでも連絡くれたらいいからね」

　空を見上げたまま、黒原さんが呟く。

「電話、とれるかわかんないけど……絶対折り返すし、メールも返信するし、俺からもいっぱい連絡するから」

「は、はい……」

　あの、飄々として目を離すとふらっといなくなってしまいそうな黒原さんが、わたしにはマメに連絡してくれようとしている。意外にも、彼女にはちゃんとしているタイプなのかな。なんにせよ、嬉しい。ただ……彼の負担にならないか気になる。

　返事をしたものの、言葉に詰まっていると、黒原さんがわたしの顔を見つめてきた。

「水門ちゃんのこと、負担に感じるほどヤワな男じゃないからね」

「……はいっ！」

　そうだ。この人はいつも余裕があって、手一杯になるような人じゃないから。それに……わたしといると癒されると言ってくれたことだってある。

　それなら……甘えてみよう。

　スキップしそうな気持ちで駅に到着する。帰宅ラッシュはとうに過ぎ、さっき電車が出たばかりということで、駅は閑散としていた。

「じゃあ、今日は……ありがとうございました。また、会社で……」

　黒原さんとはホームが違う。改札を通って、ホームに繋がる階段の前で別れようとすると、手首を掴まれた。

「待って、水門ちゃん」

「きゃっ……」

　腕を引かれ、ちょうど周りから死角になっているところへ引き込まれる。動揺していると、黒原さんの腕の中に閉じ込められた。

「肝心な言葉……聞いていない」

「えっ、こ……言葉って？」

　な、なに!?　〝付き合ってください〟？　それとも、〝好き〟？

　黒原さんの甘い香りと、低く響く声、温かい体温に頭の中が混乱し、なにも出てこない。うろたえていると、黒原さんが少しだけ身体を離して、わたしの頬にかかっていた髪を耳にかけた。指先が耳たぶに触れ、その刺激に肩がピクリと跳ね上がる。

　黒原さんは顔を近づけてきたかと思うと、触れていた耳に今度は唇を近づけた。

「水門ちゃん……俺と付き合ってください」

「っ……！」

　吐息交じりに囁かれる言葉。たったそれだけで、腰が砕けてしまうのではないかと思った。

　周りから見えにくいところとはいえ、こんな誰が来るともわからない駅で抱き締められているのに、彼を押しのけることができない。

「返事は……くれないの？　お預け？」

　ねだるように、耳元で攻め立てられ、思わずうつむいてしまう。

「よ、よろしくお願いします……」

　心臓が飛び出しそうなほど嬉しくて、恥ずかしくて、ちゃんと顔を向けることができない。上目で黒原さんを見つめていると、彼の目の色が嬉き々きとしたものに変わっていく。

　頬が熱い……思わず目を逸らし、下を向くと、黒原さんにクスリと笑われた。

「水門ちゃん……うつむいてると、キスするよ」

「そっ、それは困ります！」

　バッと顔を上げると、黒原さんはフッと噴き出した。焦るわたしがおかしかったのか、クックッと肩を揺らして楽しそうに笑っている。

「ウーソ」

「も、もうっ……！」

　慌てたのに。

　頬がより一層熱くなるのを感じながら、黒原さんの胸板をポカッと軽く叩く。すると、彼の手がわたしの顎に伸びてきて、そっと上を向かされた。

　わたしにグッと顔を寄せると、唇と唇が触れ合いそうな距離で寸止めする。

「……やっぱり、ホント」

　熱い吐息が唇にかかる。黒原さんは、糖度たっぷりの甘く掠れた声で呟くと、目ぶたを閉じてさらに顔を近づけてきた。唇に温かく柔らかな感触がする。チュッと音を立てて離れると、黒原さんにキスされたとやっと理解できた。

「く、黒原さんっ……！　キスしないって……『ウソ』って言ったのに！」

　黒原さんの腕から慌てて離れ、両手で口元を押さえる。

「水門ちゃんの真っ赤な顔を見たら、キスしたくなっちゃったんだよね。イヤだった？」

　その質問は反則だ。イヤだったら、今頃涙をボロボロ流して、この場から去っていることだろう。

「……イ、イヤ……では、ない……ですけど」

　ポツリポツリと言葉を紡いでいくと、黒原さんは「よかった」と息をついた。それから手を伸ばしてきて、わたしの前髪を大きな手で愛おしそうに梳く。

「水門ちゃん……好きだよ」

　わたしを見つめてくる目は、唯一の宝物に向けられるように優しい。

「わたしも……好きです。黒原さんが、好きです」

　言葉にすると胸の奥がジンと震えた。

　伝えたいと思っていた言葉だった。やっと伝えられた満足感と、なにより黒原さんと想いを交わした幸福感が込み上げてくる。

　幸せな気持ちに浸っていると、ふいに黒原さんが近づいてきた。前髪をかき上げられて露わになった額に不意打ちのようにキスをされる。

「黒原さんっ……場所を考えてください！」

　今度は唇ではなく額を押さえ、黒原さんと距離をとった。彼は悪びれる様子もなく、平然としている。

「水門ちゃんが考えられなくしたんだよ。自覚を持ってよ」

「わ、わたしのせいですか!?」

「あー……そんなこと言ってたら、電車来ちゃったよ」

　改札周辺までガタンガタンと電車が走り込んできた音が響く。

「えっ、ちょ……も、もうっ！　また明日、怒りますからね」

　ホームへの階段を上がりながら、黒原さんを振り返って注意する。まったく怒気を孕んだ声にならなくて、ちょっとだけ情けなくなった。どうやら、わたしは黒原さんに甘いみたいだ。

「うん、楽しみにしてるね。おやすみ」

　怒るって言ってるのに。そこは〝反省します〟じゃないのかな。

　だけど、黒原さんの笑顔を見ていると、わたしもつい頬がゆるんだ。

「おやすみなさい」

　階段を駆け上がりながら言った挨拶は思ったよりよく響いて、恥ずかしくなりながら電車に乗り込んだ。

　心臓がバクバク鳴っている。走ったからじゃない……これは、黒原さんのせい。










現状報告10：幸せです！




　キスをするのは初めてではない。それでも、好きな人との初めてのキスは、特別。

　昨夜の甘い余韻がまだ残っている。ドキドキして目が冴えてしまい、寝つきが浅かったものの出勤する足取りは軽やか。理由はもちろん……黒原さんに会えるから。

　今までからかわれるのがうっとうしく感じたこともあったし、会いたくないとさえ思ったこともあったのに。好きだということを自覚し、彼氏になった途端、会いたくてたまらなくなる。

　帰ってから、食事のお礼とおやすみの挨拶をメールした。口では散々『俺にオチて』とか『幸せにする』とか言っていたから、メールの返信でもさぞかし甘い言葉を言われるのかと期待半分、冗談半分で楽しみにしていたけど、意外にも【おやすみ】というシンプルなものだった。

　メールで言うのは苦手なのか、それともわたしをヤキモキさせたいのか、ただそういう気分だったのか……なんにせよ無意識だとは思う。わたしは肩透かしを食らって、余計に彼のことが頭から離れなくなってしまったのだった。

「おはようございます」

　出勤して、オフィスに入るなり確認したのは、黒原さんの姿だった。ストライプのシャツにネイビーのパンツとネクタイを合わせ、すでに仕事を始めていた。

「おはよう」

　わたしを確認すると、仕事の手を止めてニッコリと微笑んでくれる。胸の奥が甘く疼うずくのがわかった。自覚すると、今まで以上に胸の鼓動が反応するから困る。

　席に着いて仕事の準備を始めていると、黒原さんはまだこちらを見ていた。

「水門ちゃん、今夜ご飯行かない？」

「えっ……ご、ご飯ですか!?」

　藤本さんも桃原さんもいるところで誘われ、焦ってしまい声が裏返る。ふたりともチラッとこちらを見てきた。わたし達の関係はもちろん、わたしの気持ちもバレていないはずなのに、そんな風に見られると普通に返事ができない。

「ちょ、ちょっとスケジュールを確認して、あとでお返事します」

「うん、大丈夫だったら嬉しいな。また返事ちょうだい」

　そう言って、黒原さんはデスクに置いていた財布をズボンのポケットに入れると席を立った。

「ちょっと水門ちゃん、黒原くんとずいぶん仲良くなったのね」

　藤本さんが目を丸くしてたずねてくる。そこには探りや嫉妬はなく、本当に驚いている様子しかなかった。

「あ、あれは……別に……」

　まさか付き合っているとは言えない。

　口ごもっていると、なぜか藤本さんは納得したようにうなずいた。

「わかってるわよ、黒原くんが勝手に水門ちゃんを可愛がってるだけでしょ。いいじゃない、おごってもらいなさい。ただ、泣かされないようにね」

　藤本さんの中では、わたしは黒原さんを好きではなく、黒原さんはわたしを妹のように可愛がっているという図式が完全にでき上がっているらしい。

「そうよ、美味しい物食べさせてもらっておいで。それで、行ったお店を教えて。そろそろ旦那の誕生日なんだよねぇ。黒原さんならオシャレなお店、知ってそうだし」

　桃原さんはただ店の情報を仕入れたいだけみたい。ほかの人達はさしてわたしに干渉してこないし、これなら社内恋愛も隠し通せるかな。そう思っていると……。

「おはようございます」

　白矢木課長が出勤してきた。荷物をデスクに置き、席に着く。

　あ……白矢木課長は気づくかな……黒原さんと仲がいいみたいだし。それでも、この人なら秘密を守ってくれそうだし、なんとなく言いたい気もした。

　それに……白矢木課長、イタリアに行っちゃうんだよね……。

　胸が静まり返ったように切なくなる。

　すると、おもむろに席を立った白矢木課長が、みんなに呼びかけた。

「コーディネート課のみなさん、今から少し朝礼を始めます」

　白矢木課長の声に、みんなが起立して、課長を中心に半円を作って並んだ。

　朝礼は毎月、月初めに一回行っているだけなのに、急な招集だ。

　コーヒーを買って戻ってきた黒原さんは、デスクにカップを置くと、なにか察したように姿勢を正した。

「実は、イタリア支社の課長が急遽帰国することになりました。それで、早急に対応が必要なため、来週から二か月間、課長代理として黒原くんに行っていただくことが決まりました。そして二か月後、黒原くんはコーディネート課の課長に、わたしがイタリア支社の課長に配属されることが昨日決定しました」

　みんながざわめきだす。

「ウソ……白矢木がイタリアに……？」

　わたしの隣で話を聞いていた藤本さんは呆然としている。胸の前で握り締めた手が、わずかに震えている気がした。

「本来なら辞令が出てからお伝えすべきですが、なにせ黒原くんが来週から飛び立ってしまうので……このような説明とさせていただきます」

　黒原さんも表情を引き締め「よろしくお願いします」と挨拶をした。堂々とした姿で、すでに課長の風格が漂っている。

「では、通常通り業務を行ってください」

　白矢木課長のひと言で、みんな自分の席へと戻る。白矢木課長がオフィスから出ていくのが見えたので、わたしはそのあとを追った。

「白矢木課長……！」

「水門さん、どうしましたか？」

　わたしが呼びかけると、柔らかい笑みを浮かべてこちらを振り返る。

「白矢木課長には今までお世話になったので、すごく寂しいです……」

　胸になんともいえない気持ちが募る。二か月後、会社でこの穏やかな笑顔を見ることはできなくなる。たとえ数年後本社へ戻ってきても、一緒に仕事をする機会はないかもしれない。

「でも、黒原くんと離れるよりいいでしょう？」

「えっ、し……白矢木課長!?」

　白矢木課長がクスクスと笑いだす。どうして、どこでバレたのか……。

「てっきり、うまくいっているのかと思っていましたけど」

「いえ、あの……っ」

　なんて答えたらいいのか。白矢木課長には伝えたほうがいいのかどうか考えていたけど、まさかもう知られているとは思わなかった。

　それとも、カマをかけられているだけなのかな……。

　黒原さんがもう白矢木課長には伝えているのかもしれないし……と答えあぐねていると、後ろから駆け寄る足音が聞こえた。

「白矢木……イタリアってどういうことなの!?」

　声の主は藤本さんだった。振り返ると、見たこともないほど焦った顔をしている。

　藤本さん……白矢木課長と同期だし、やっぱり特別な思いがあるんだろうな。

　白矢木課長にはいつも素っ気なくしているけど、もしかしたらそこには女性の複雑な感情があるのかもしれない。

「あっ、わたしまだ仕事がたくさん残っているので……失礼します」

　わたしはふたりに頭を下げると、そそくさとオフィスへ向かった。




　昼休みは、黒原さんの異動を気にしていた未香子に誘われて、食堂で一緒に食べることとなった。

　定食が乗ったお盆を持って未香子が待っている席へ行くと、風馬の姿もあった。

「和紗、お疲れ！」

「お疲れさま……って、どうして風馬がいるの？」

　風馬も誘ったのかと、未香子を見ると、彼女は眉をハの字に下げた。

「たまたま定食を選んでたら、そこで会ったのよ。しかも、同じ定食選ぶし」

　未香子がわざとイヤそうに言うと、風馬は「そんなこと言うなよ」と軽くすねていた。ふたりのやり取りが微笑ましくて笑ってしまう。

「なんか、食堂で三人集まってご飯なんて変な感じだね」

「そうよねぇ……飲み会はたまに開いていたけど、こうしてお昼を食べるのは、入社したての頃以来じゃないかな」

　未香子の言う通りだ。みんな自分の部での人間関係もあったり、仕事が忙しかったり、わたしと風馬が付き合っていたこともあったりして、社内で三人で集まることはほとんどなかった。

　新入社員のときに戻ったような懐かしさと、だけどいろいろなものを乗り越えてきた余裕もあり、不思議とこの関係がしっくりくる。

　風馬ともやっと落ち着いたし……これくらいがちょうどいいな。

　彼も同じように思い始めたのか、最近はなにも言ってこないし、今もとても穏やかな表情をしている。

「ところで、黒原さんよ！　本社に残ることを決めたらしいね」

　未香子の表情が途端にイキイキしだした。

「み、未香子……やたら嬉しそうだね。黒原さんのこと好きだったっけ？」

　総務人事部の先輩が目の保養になると言っていたり、食事に誘ったりしているのは聞いたけど、未香子自身も興味があったとは聞いていなかった。

　わたしがたずねると、未香子は大きく首を振った。

「違うわよ。そうじゃなくて、黒原さんが本社に残った理由って、もしかして和紗のためかなぁ……なんて思ってたの」

「な、なんでわたしのためになるのよ」

　まだ付き合ってるなんて言ってないのに。勘が鋭い未香子に、動揺してしまう。

「えー……だって、よくちょっかいかけられてたんでしょ？　気に入られてる証拠じゃん。柿崎くんにもいろいろ聞いたし」

　風馬……。

　じとっと睨みつけると、風馬は小さくなっていた。

　未香子はわたし達の微妙なやりとりに気づかず、会話を続ける。

「じゃあさ、理由は聞いたことあるの？」

「聞いたことはないけど……仕事が好きだし、もっと本社でやりたいことがたくさんあったんじゃないかな」

　そう言いながら、少し胸が重くなった。

　黒原さんが本当はイタリアに行きたかったけれど、わたしがいるせいで日本に残ると決めたのだとしたら……彼の人生を大きく変えてしまったのかもしれない。

　本社のほうが、意見も通しやすいからやりたいことはできると思う。でも、イタリアにもたくさんやりがいのある仕事は転がっているし、なにより自由が好きな彼の性格には合っている。

　未香子の言う通り、わたしが黒原さんに寂しそうな顔を向けたから……それでやめた？　そのときは付き合っていなかったのに……？

　考えあぐねていると、風馬も口を開いた。

「俺だったとしても本社に残るなぁ……まぁ、仕入れとコーディネートじゃ仕事内容が違うから一概には言えないけど。それに、本社にいたほうが出世できそうじゃん」

「そう？　関係ないと思うけど」

　風馬の言葉に未香子が首をひねる。

　わたしも出世についてはよくわからない。だけど、役職につきたくないと言っていた黒原さんが、出世に興味ないのは確かだ。

「理由なんて、本人じゃないとわからないよ……今日、食事に行く予定があるからちゃんと聞いてみる」

「えっ、食事に行くってなに!?　やっぱり付き合ってるの？」

　未香子が興奮ぎみに前のめりになってたずねてくる。

「えっと……ま、まぁ……」

　未香子は会社の同期という関係以上に、なんでも話せる親友。黒原さんとのことは言っておきたいし、彼も話していいと言ってくれるはず。

　コクンとうなずくと、ふたりとも漫画のように目と口を真ん丸に見開いた。

「えーっ！　ホントに!?　あの黒は――」

「ちょ、未香子……声が大きいよ！」

　会社では内緒にしているつもり。大きな声で叫ぼうとする未香子の口を、慌てて押さえた。隣の風馬は「マジか……」と言って、顔面を両手で覆い、仰のけ反ぞるようにして上を向いた。

「それなら、なおさら和紗といるためじゃない！　そもそもなんで残るって決まったときに聞いてないのかが疑問だわ」

　未香子のごもっともな突っ込みに、自分が情けなく思えてくる。

「う……そのときは黒原さんが残る嬉しさでいっぱいだったんだもん」

　モゴモゴと言うと、それをちゃんと聞き取った風馬が、今度はテーブルに肘をつくと、大げさに頭を抱えた。

「そういうことサラッと言うなよぉ。友達になるって決めたとはいえ、まだ引きずってるんだから……」

「柿崎くんは引きずって、引きずりまくってのたうち回ればいいのよ。遊びとはいえ浮気までしたんだから」

　未香子の鋭い突っ込みは冴えわたり、食事の時間は風馬にとって反省と後悔の時間になってしまった。

　それからまた今度同期会をすることにし、わたし達は解散した。




　夜、黒原さんとは昨日と同じく、彼の従兄弟の店で待ち合わせをした。彼は別の店にしようと言ってくれたけど、わたしのほうからそこをお願いした。

　ご飯は美味しいし、落ち着く。行きつけの店ができるのは、居場所が増えたみたいで嬉しいものだ。なにより、黒原さんと初めて一緒に行った店だから、大切にしたい。

　いつものコースを頼み、今日はメインを別々に頼んで少しずつ分け合うことにした。

　黒原さんに本社に残る理由……聞いてみようかな。

　迷いながら、黒原さんの顔をチラチラと上目で見ていると、彼が「ん？」と首をかしげた。

「いえっ……また、ここで食事ができて嬉しいなって……」

　聞けない。どうして……。

　たったひと言〝日本に残る理由はなんですか？〟って言えばいいのに。その先の答えに〝本当はイタリアに行きたかったけど、水門ちゃんが……〟と言われるかと思うと……怖くて聞けない。

　午前中まではただ単純に風馬と同じ考えだったけど……未香子の言う通り、わたしが原因だったとしたら……。

「なにか聞きたいことがあるんでしょ？」

　黒原さんはわたしの様子から察し、質問を促してくれる。

　……聞かなくちゃ。どんな答えでも、本人に聞かなくちゃ、考えても答えは出ないと昼休みに思ったはずだ。

「えっと……その……黒原さんは、どうして日本に残ることを決めたんですか？」

　恐る恐る黒原さんの顔を見ると、優しく微笑まれた。

「なんだ、そのことが聞きたかったの？　もっと色っぽい質問かと思った」

「色っぽいって……どんな質問ですか？」

「ほら、過去の彼女のこととか、経験人数とか……女性って意外と過去を気にするでしょ」

「そっ、それは……気にならないこともないですけど……今はそうじゃなくて、ですね！」

　黒原さんはモテるんだから、過去を聞くとヘコみそうなのでまだ触れられない。それより、今は仕事の話だ。

「わかってるよ。残る理由でしょ？　でも、簡単なんだよなぁ」

　黒原さんはナイフとフォークを皿に置き、ワインを口に運ぶとひと呼吸置いた。

「とりあえず、俺は俺自身のために日本に残ることを決めた」

「黒原さん自身のため……それって、本社でする仕事が楽しいからですか？」

「うん、仕事が楽しいし、あと……水門ちゃんもいるし。仕事も大切にしたい人も日本にあるのに、どうしてイタリアに行く必要があるの」

　黒原さんはおかしそうに笑った。

　やっぱり……黒原さんはわたしのことも考えて日本に……。だけど、黒原さんの口調が優しいからか、不思議と自分が重荷に感じられている気にはならない。

　それでも曖昧な表情しかできずにいると、黒原さんが顔を覗き込んできた。

「もしかして……重荷になっているんじゃないかとか気にしてる？」

「ち、ちょっと……」

　うつむきながら答える。黒原さんに言い当てられて、なんだかバツが悪い。

「バカだなぁ、水門ちゃんは」

　黒原さんがフッと笑い、身を乗り出して頭をポンポンと撫でてくれた。

「いや、バカなのは俺かな。ひとり勝手に突っ走って申し訳ないけど、俺が描く未来には水門ちゃんが欠かせないんだよね。だから、俺が水門ちゃんといることを選んだ。水門ちゃんはなにも心配しなくていいからね」

「黒原さん……」

　黒原さんの決断の中に、わたしが存在していて。それは未来にも存在しているということで……。

　それって、重荷だと心配する前に、幸せなことだと気づかなくちゃいけなかった。

「黒原さん……ありがとうございます」

　わたしのことを気にしてくれて、わたしを大切にしようとしてくれて……わたしとの未来を考えてくれて。

　わたしは幸せだ。そのことを自覚すると、自然と頬がゆるんだ。わたしは照れくさくなり、ナイフとフォークを手に持って食事を再開した。

　満たされた気持ちでメイン料理である豚肩ロースのロティを口へ運んでいると、黒原さんがじっと見つめてくる。

「水門ちゃん……」

「はい？」

　ナイフとフォークを扱いながら、上目で黒原さんを見る。彼はまだ食事の手を止めたままだった。

「キスしたい」

　サラリと欲求を零す。まるで挨拶みたいだ。

「なっ……！　ダッ、ダメですよ！　ほっ……ほらっ、ご飯食べてください」

　焦って、飲み込もうとしたお肉が喉につっかえる。軽くむせながら、やっとのことで黒原さんに言い返せた。

「うん。ずっと、こうして一緒にご飯食べたり、話したり……笑い合ったりしていきたいね」

「……はい」

　黒原さんの言葉が胸に染みて、わたしもゆっくりとうなずいた。




　ご飯を食べ終えると、店を出た。わたし達のことを雰囲気で察したらしい恭弥さんからは、『仲良くね』とニッコリ微笑まれてしまった。

　そんなことを思い出しながら、駅までの道のりをふたりで歩く。

「恭弥さんにいつの間にバレたんでしょう……」

「うーん……恭兄、勘が鋭いから。店に入ってすぐにバレたのかも。俺がデレデレしてるって」

「デレデレ……してたんですか？」

「してるよ、今だって……すっごいデレデレして、ニヤニヤしてる」

　そういってわたしに顔を見せてくる。でも、いつもと変わらない綺麗な顔をしているだけだ。

「ウソですよ、しっかりしてます」

「ホントだよ。水門ちゃんがそばにいるとき、いつも舞い上がってる」

　からかってる……と思いつつ、じとっとした視線を向ける。

「またそんな目をして。水門ちゃんの反応に、俺はいつも振り回されてるんだよ」

「それ、わたしのセリフですよ」

「じゃあ、お互いがお互いに夢中ってことか」

　夢中か……。だから、相手の一挙一動に振り回されてしまうのか。

「そうですね……そういうことです」

　クスクス笑い合うと、不思議な沈黙が訪れた。

　足を止めた黒原さんがそっとわたしの頬を撫で、顎先に触れる。クイと上を向かされると、艶を帯びた瞳と目が合った。

「お互いっていっても……違うね……俺のほうが相当好きみたい」

「そ、そうですか？」

「今も、このまま抱き締めたくてたまらない」

　そう言って唇を寄せてきた。

「んっ……」

　柔らかな感触が胸にまで染みわたる。

「でも……これ以上は、二か月後のお楽しみにするよ。イタリアに行きたくなくなったら困るしね」

　黒原さんがいたずらっぽく笑った。

　わたしはすでに、行ってほしくないと思っているというのに。黒原さんを困らせたくないから、寂しさにそっとフタをする。

「お土産、楽しみにしてますね」

「もちろん。お土産を買う相手がいるのも、なかなか新鮮でいいな」

　わたしの存在を喜んでくれる黒原さんに、また胸が熱くなった。




「お別れのキスする？」

　空港で黒原さんがニッコリ笑って言ってきた。

「しません」

　ツンと顔を背けると、彼は「手厳しいなぁ」とおかしそうに笑った。

　ついに黒原さんがイタリアへ出発する日となってしまった。離れるのは二か月間。過ぎてみれば早いのだろうけど、すでに一週間先のことも考えられないくらい切ない。

　たくさんの人が行き交う空港は騒がしくはないけど、どこか慌ただしい。わたし達と同じように別れを惜しんでいる人もいれば、これから始まる旅について、楽しそうに話している人達もいる。

「いつか、水門ちゃんと旅行でイタリアに行きたいな」

「わたしも、黒原さんに案内してもらいたいです」

　サン・ピエトロ大聖堂やトレヴィの泉、バチカン美術館も行きたいし、青の洞窟や真実の口も見逃せない。街のインテリアショップも巡りたいし、家具の展示会にも行ってみたい。

　黒原さんがブランドスーツを着て床に這いつくばる姿を、イタリアの人達はどんな風に見るんだろう。それも気になる。

「水門ちゃん……二か月間離れ離れだっていうのに、楽しそうだね」

　黒原さんとのイタリア旅行を想像して、つい口元がゆるんでいた。

「ち、違うんですよ。寂しいことは寂しいんですが……って、そんなことばかり言われても困りますよね」

　思わず口を塞ぐ。

　黒原さんはフッと軽く息をついた。

「ううん、結構……いいかな」

「うっとうしくないんですか？」

「そうやって俺を気遣ってくれる水門ちゃんだからこそ、本音を言ってくれるのが嬉しいんだよ」

　頭をポンポンと撫でられる。嬉しい気持ちと照れくささが混ざって、どんな顔をしていいかわからない。

　そうこうしていると、黒原さんが乗る飛行機の出発時間が迫ってきた。

「そろそろ行かないと」

　黒原さんが小さく呟く。途端に切なさが大きく膨れ上がってきた。

「……いってらっしゃい」

　やっと絞り出した声で告げると、黒原さんがクスッと笑った。

「やっぱり、キスする？」

　黒原さんが軽い口調でたずねてくる。わたしが〝しません〟と答えると思っているみたいだ。普通ならそう言うけれど、今は普通じゃないくらい……心細い。

「し……します」

「えっ……」

　戸惑う黒原さんの腕を引っ張り、彼を引き寄せて頬にキスをした。柔らかく温かな頬……二か月間、お別れだ。

「ちょっと、水門ちゃん……不意打ちはズルイよ」

　わたしを咎める黒原さんの顔は、フニャリと柔らかく蕩けていた。

　大胆なことをしてしまったな……と思うと、急に顔が熱くなってくる。ちょっとだけうつむくと、黒原さんの指がふにっと頬をつまんできた。

「あと、自分からキスしておいて赤面するのもズルイ。離れらんないじゃん」

「す、すみません……」

　謝ると、つまんでいた指先がスルリと解け、わたしの頬を撫でた。

「大丈夫、二か月なんて……すぐだよ」

　そういう黒原さんの顔も切なげで、自分に言い聞かせているようだった。

「はい……」

　うなずくと、黒原さんがスマホをこちらに向けてきた。なんだろうと思っていると、カシャリと音を鳴らす。

「ちょ、ちょっと黒原さん!?」

　まさか、今の顔……写真に撮ったの!?　だって、今はスマホを向けられてぼうっとしてただけなのに……！

「これでヨシ……っと。この二か月、水門ちゃんの待ち受けで乗りきるからね」

　黒原さんはいたずらに笑うと、リコルディのイスからわたしの顔に変更した待ち受け画面を見せてきた。

「えっ、ちょ……ちょっと、変な顔してるじゃないですか！　恥ずかしいので変えてくださいっ。イヤですよ、そんな待ち受け……！」

　わたしは手を伸ばして黒原さんからスマホを取り上げようとした。届かなくて何度もジャンプしたり、彼の前に回り込んだりする。

「えー……もう行かなくちゃいけないし。電源切っちゃったから」

「電源切らなくても機内モードっていうのがあるんですよ！　知ってますよね……ていうか、電源切ってないですよね!?」

「どうかなぁー……じゃあ、行ってくるね」

　黒原さんはのらりくらりとわたしをかわし、手を振りながら歩いていく。

「黒原さんっ！　身体に気をつけて……ちゃんと帰ってきてくださいね」

　まさか自分が、空港で大きな声を出すなんて思わなかった。

　黒原さんは振り返ると、優しげに目尻を下げて、色っぽく微笑んだ。

「うん。いい子で待っててね」

　口角をキュッと上げ、笑顔で言うと颯さっ爽そうと歩いていった。

　わたしは彼の姿が見えなくなっても、しばらくその場から動けずにいた。

「行っちゃった……」

　でも、心にぽっかりと穴が開いたような感覚はなく、なぜか身体の奥からじわじわと熱い想いが湧き上がってくる。

「わたしも……頑張ろう」

　離れていても、黒原さんの励みになれるように。そして、彼が帰ってきたとき、胸を張って会えるように。

　空港から出ると、梅雨明けの太陽の光がサンサンと降り注いでいた。もうすぐ七月。黒原さんが帰ってくるのは……残暑が厳しい頃だ。




　そして二か月が経った、九月の初め――。

　黒原さんがイタリアから帰ってきて、その一週間後の昨日、白矢木課長が旅立っていった。一緒に見送りに行った藤本さんは、目にいっぱい涙をためていた。

　やっぱり藤本さん、白矢木課長に特別な想いを抱いてたのかな……。

「黒原さん、帰ってくるなり引き継ぎに追われて、疲れはないんですか？」

　車を運転する黒原さんにたずねた。窓から太陽の光が差し込み、眩しそうに目を細めている。イタリアへ行く前に切った髪は、少し伸びてまたもと通りの長さになっていた。ゆるくかかっていたパーマはさらにゆるくなっていたけど、それがまた黒原さんの気だるげな色気とマッチして雰囲気が出ている。

「あんまり疲れてないんだ。なにより、水門ちゃんと二か月ぶりに会えたのに……デートしないなんて、ないでしょ」

　この一週間、黒原さんは白矢木課長の仕事を引き継ぐため連日残業で、なかなか会えないでいた。そして少し落ち着いた今日、ようやくデートすることができたのだ。確かに、二か月は長かったし、会いたいと何度も思った。けれど、毎日メールをくれたし、ヒマさえあれば電話もしてくれていたので、あまり距離を感じなかった。

「身体が平気ならいいんです。でも、あまり無理しないでください」

「わかってるよ。水門ちゃんに心配かけるデートはしませんって」

　黒原さんは得意気に言うと、ハンドルを街中へ向けて切った。

　まだ夏真っ盛りと言っていいほど暑い。車をコインパーキングに停め、街を歩いていると肌が汗ばんでくる。

　最近できたばかりのカフェへ入ってランチを楽しみ、雑貨屋で最新の便利なキッチンツールを見たり、ファッションビルで黒原さんに洋服を見立ててもらったりした。

　そうしていると時間はどんどん過ぎていき、いつの間にか夕方になっていた。

「ちょっと、場所変えようか。ゆっくりできるところへ行こう」

　黒原さんにそう言われ、車へ乗り込んでやってきたのは客船ターミナルがある港の公園だった。噴水があり、緑の木々が生い茂っている。

　海のほうを向いたベンチに座ると、ちょうど夕陽が見えた。水面をオレンジに染めながら、ゆっくりと水平線の下へ沈んでいき、空は徐々に紺色へと変わっていく。幻想的な光景だった。

　黒原さんはベンチに背を預け、大きく背伸びした。

「あー……日本に帰ってきたんだなぁ。やっと今、実感湧いたよ」

「夕陽を見たからですか？」

「いや。今日一日、水門ちゃんと過ごして……幸せだなって感じて」

　黒原さんはなんでもない顔をして言った。そのたったひと言が、わたしを飛び上がらせるほど嬉しい言葉だと知らないみたいだ。

「イタリアにいるとき……一日がすごく長かったよ。仕事は好きだし、その前に四年間いたときは平気だったのに……誰かがいると思うとさ、日本に早く帰りたかった」

「黒原さん……」

「水門ちゃんに、会いたくて……たまらなかった」

　風が吹き、乱れた前髪を黒原さんの長い指がそっと直してくれる。

「わたしも……会いたくてたまらなかったですよ……」

　風に消え入りそうな声で呟くと、黒原さんはクスッと笑った。そして、ズボンのポケットを探ると、スマホを取り出した。

「こうやって……俺のこと、待ち受けにしないから」

　黒原さんがスマホの画面を見せてくる。そこには、空港でふいに撮られたわたしの顔があった。一瞬で撮られたので、本当に驚くほどブサイクな顔をしている。

「あっ……それ、ダメですよ！　削除してくださいっ」

　スマホを取り上げようとするけど、黒原さんにかわされてしまう。

「削除するなら、新しい水門ちゃんを撮らせてもらおうかな」

「そ、それもダメです……って、ちょっとやめてくださいって」

　またスマホをわたしに向けてくるので、再度手を伸ばして遮ろうとすると、黒原さんはわたしから逃れるように立ち上がった。

「水門ちゃん……帰ろうか」

「えっ……も、もう……ですか？」

　伸ばしていた手が急に行き場を失って力なく落ちる。

　黒原さんの身体が心配だし、『無理しないで』と最初に言ったのはわたしだ。それに盛りだくさんなデートだったから、これ以上望むのも贅沢なんだろうけど……。

　でも、まだ離れたくないと思ってしまう。

　無言でついうつむき加減になっていると、黒原さんが目の前にかがみ込んで両手でわたしの頬を包んだ。

「一緒に……俺の家に帰ろう」

「黒原さんの家に……？」

「そう。ご飯作るから、一緒に食べよう」

　黒原さんはふわりと微笑むと、優しく言ってくれた。

『帰ろう』なんて言うから、今日のデートは終わりだと思っていたのに。そういう意味だったなんて。

「も、もう……紛らわしい言い方しないでくださいよ」

　頬から離された黒原さんの手を握る。温かくて、大きな手……まだ、離したくない。

「言いたかったんだよ。早く、本当の意味になるといいんだけどな」

「本当の意味……ですか？」

　黒原さんの顔を見上げる。街灯で照らされた横顔は、綺麗で切なげにも見えて、胸の奥がキュンと震えた。

「うん、早く……一緒に住みたいな……っていうこと」

　嬉しさで顔が熱くなっていくのを感じる。きっと、沈んだ夕陽に負けないくらい真っ赤だ。

　黒原さんはわたしの手を握り返すと、そのまま駐車場まで歩いた。




　それから車で黒原さんのマンションまでやってきた。大きなシューズクロークがある広い玄関で靴を脱ぎ、黒原さんが出してくれたスリッパを履いて廊下を歩く。

「お邪魔します……」

　わたしの住んでいる部屋とは大違いだと感じながら、廊下を進む。両脇にいくつかドアがあり、黒原さんが前を歩きながら、部屋の説明をしてくれた。

「ここがお手洗いで、こっちが書斎。この部屋は物置みたいになってるから、開けないほうがいいよ。あと、ここは寝室だから……また、あとで」

「あとでって……な、なに言ってるんですか」

　黒原さんが冗談めかして言うので、わたしは彼の背中をポカリと叩いた。

「それで、ここがリビングとキッチン。しまったな……荷物、物置部屋に移動させておけばよかった。ごめん、片づいていないけど……気にしないで」

　突き当たりのドアを開けると、黒原さんはまいったように首裏をかいた。黒原さんの横から中を見ると、部屋の隅に段ボールが二、三箱積まれていた。しかし、それ以外はきちんと整せい頓とんされている。

　もしかして……わたしの部屋より綺麗なんじゃ……。

　十三畳くらいありそうなリビングは背の低いインテリアで揃えられていて、スカッと開けて見える。毛足の長いラグの上に、一点物と思われる高価そうな大きいソファも置かれていて、まるでショールームのようだ。

　広々としたアイランド型のキッチンはスッキリしているけど、収納もきちんとできる造りとなっていて、有名なメーカーの食器が整然と並べられていた。

「黒原さん……リコルディのイスはないんですか？」

　黒原さんが心底惚れているというリコルディのイス。ボルドーは実物を見たけれど、似合うと言われているアイボリーを拝んでみたかった。

「ああ、それは別の場所に置いてあるんだ。あとで……ね」

　黒原さんは意味深に微笑むと、買ってきた食材をキッチンに並べだした。ピカピカに磨かれていて、あまり使っていないみたいだ。

「イタリア人は家庭料理が世界で一番美味しいって思ってるんだ。いいよね、そういうの」

　黒原さんは温かい笑みを零すと、手際よく準備を始めた。

「わたしもなにか手伝います」

「じゃあ水門ちゃんには、そこにある野菜を切ってもらおうかな」

　一緒にキッチンに並び、黒原さんに指示をもらいながら手伝った。

　そうしてできた料理は、ミネストローネにカルパッチョ、トマトとナスとバジリコを使ったパスタ。それにパンとワインも用意し、完成となった。

　キッチンがあまり使用されていないみたいだったから、本当に料理ができるのかなとちょっとだけ心配になったけど、味はどれも美味しかった。黒原さんが以前、『料理はできる』と言っていたことは、ウソじゃなかったと判明した。

　こういう時間……いいな。

　店ではなく、家という空間で食卓を囲む。たわいない会話を交わし、一緒に笑い合う。心が深く繋がり、結ばれていく気がする。

　食事を終え、リビングのソファでくつろいでいると、黒原さんがなにか思い出したように声をあげた。

「あっ、そうだ。イタリアでお土産を買ってきたんだ」

　そう言って、黒原さんが別の部屋へ行き、紙袋を持って戻ってくる。受け取って広げてみると、ノースリーブの淡いピンク色のワンピースが入っていた。

「可愛い……ありがとうございます！」

　服の上からあてがってみると、サイズはちょうどよさそう。生地はサラリとしていて肌触りがよく、質がいいのがわかった。

「水門ちゃんに似合いそうなのを探したんだよ」

「そう言って、実はリコルディのイスと合わせたんじゃないですか？」

　わざといじわるく聞いてみると、黒原さんはおかしそうに笑った。

「俺の性格よくわかってるね。でも、違うよ。だって……イタリアにいる間は、水門ちゃんのことしか考えられなかったんだから」

「そっ……そうなんですか？」

　黒原さん、わたしが照れるとわかっていながらこういうこと言ってるのかな。

　そう思っても、つい恥ずかしくて頬が熱くなる。

「水門ちゃん、ワンピース……着て見せてよ。お手洗いの隣がバスルームで、脱衣所と洗面所もあるから。その間、俺は片づけしてるから。ね、お願い」

「わ、わかりました」

『お願い』なんて言われて、断れるはずもない。わたしはおずおずと脱衣所へ向かうと、着替えることにした。

　脱衣所も掃除されてすぐのようにゴミひとつなく、真っ白な洗面所の鏡も曇くもりが一切なく磨かれている。タオルホルダーにはふかふかそうなタオルがかけられていて、ホテルの洗面所みたいだと思った。

　黒原さんの部屋で着替えるなんて、ちょっと変な感じ。ドキドキしながらワンピースを着ると、サイズはピッタリで、質感も心地良かった。

「黒原さん……着替えました。どうですか？」

　リビングへ戻り、洗い物を終えたばかりの黒原さんの前に立つ。彼は一瞬目を丸くし、それから蕩けそうなほど甘い笑みを見せた。

「うん……最高に可愛い」

「お、大げさですよ」

「大げさじゃないよ、ホントに可愛い。あっ、そうだ……ちょっと寝室に来て」

　照れくさくて立ち尽くしていると、黒原さんに手を引かれた。

「し、寝室って……どうしてっ……」

　ちょっと、いきなり展開が早い……。いや、でも……部屋に行くと決めたときから覚悟はしていたけど。でも、ワンピースに着替えたばかりだし、シャワーだって浴びたい……！

　頭の中でグルグル考えていると、一番奥にあった部屋のドアが開かれた。そこは寝室で、大きめのベッドと間接照明、それに……猫足のイスがあった。

　黒原さんが電気をパチンとつけると、そのイスがどんなイスか、より一層ハッキリと見える。

「これ……リコルディのイス……？」

　曲線の美しい猫足に、繊細な刺繍が施された座面。けがれを知らないアイボリーは座ることさえためらってしまう。

「そう、俺が大好きなイスだよ。座ってみて？」

　繋がれたままだった手を引かれ、イスの前に立たされる。今までいろんなイスに座り、座り心地も確かめてきた。なのに今、あり得ないくらいドキドキしている。

　ガラス細工の上に座るかのごとく、ゆっくりと腰を下ろす。肘掛けに手を置き、そっと背もたれに背を預けると、思った以上にしっくりときた。

「あー……美しい」

　黒原さんは床に膝をつき、甘い吐息を漏らしながらうっとりとした目で呟く。まるでわたしが姫で、口説き落とそうとする王子のようだ。

　似合うと言われるのは嬉しいし、イスの座り心地もいいけど……落ち着かない。

「黒原さん……なんで、このイスは寝室に置いてるんですか」

　見たところ、大切にはされているみたいだけど、ほかの部屋に置いても問題なさそうなのに……。陽当たりや湿気など、黒原さんにしかわからないことがあるのだろうか。

「寝室に置いてるのは……こうやって水門ちゃんを座らせて、あれこれなだれ込むっていう展開を毎夜妄想していたからだよ」

「えっ……」

　そんなことを想像されていたのか。思わず声が出なくなる。

　笑いたいのに、笑えない……わたしの視界には、綺麗にメイキングされたベッドが見えているから。

「今までは妄想だったけど……これからは、本当にできる」

　床に膝をついていた黒原さんが、ゆっくりと立ち上がる。

「あのっ、それは……そうなんですけど……」

　しどろもどろになっていると、黒原さんがそっと髪に触れてきた。

「やっぱり、想像通り……このイスに水門ちゃんはピッタリだったね」

　黒原さんの指が髪を梳いていく。

　くすぐったくて、肩を揺らしてしまう。

「でも……もっと水門ちゃんに似合うイスがあるんだよ」

　黒原さんはそう言うと、わたしの膝裏と腰に手を回し、身体を持ち上げた。

「く、黒原さん!?」

　横抱きにされ、足で宙をかく。なんで、こんなことになっているのかと混乱していたら、黒原さんはベッドに腰をかけ、その上にわたしを座らせた。

「水門ちゃんは、俺の膝の上が一番似合う」

「……へ？」

「ほら、すごく可愛い」

　至近距離で得意気に微笑まれ、ドキドキしているのについおかしくなった。

　噴き出すと、黒原さんがわざとらしくむくれた。

「おかしいな……俺の妄想じゃぁ、水門ちゃんはドキッとして、頬を赤らめるはずなんだけど」

「ドキッとはしますけど……なんか、あまりにも黒原さんらしくて……」

　クスクス笑っていると、黒原さんがわたしのこめかみにコツンと額を当ててきた。さらに近づいた距離に、胸の鼓動が速くなる。

「まぁ、なんだっていいか。……水門ちゃんを笑顔にできるなら」

　甘い声が耳元で響く。わたしも身体ごと黒原さんのほうを向くと、額と額が合わさり、自然と惹かれ合うようにお互いの唇を重ねた。

「んっ……」

　黒原さんの優しいキスに、身体の芯がザワザワと騒ぎだす。温かくて、柔らかくて、もっと、もっと欲しくなる。

　欲張りな唇を何度も重ねていると、呼吸を合わせたかのごとくふいにキスがやむ。

「ねぇ……水門ちゃん。まさかこれで、終わると思ってないよね？」

　黒原さんの瞳が試すようにわたしを見つめてくる。

「うっ……は、はい……」

　恥ずかしくなりながらうなずくと、黒原さんは微笑んで、もう一度唇を近づけてきた。

「いっぱい、可愛がらせてね……」

　艶を帯びた瞳を細め、優しいキスを降り注ぐ。

「んっ……く、黒原さん、待って。シャワーとか……っ」

　キスの合間に告げるけど、黒原さんはとりあう気がないらしく、唇だけじゃなくて頬やこめかみ、首筋にも口づけしていく。

「ダメ……待てない。もう……理性なんてないから」

　わたしの耳に唇をくっつけて、吐息交じりにねだるように囁く。それだけで身体の奥がじわりと熱くなり、全身が粟立っていくのを感じた。

「水門ちゃんの全部……俺にくれない？」

　黒原さんが瞳を妖しく光らせ、わたしをじっと見つめてくる。あまりにも強い色香に喉をゴクリと鳴らし、小さくうなずいた。

「はい……わたしも、もっと……黒原さんに触れたい」

　声がわずかに震える。怯えているからなんかじゃない、込み上げてくる〝好き〟という気持ちをどうしたらいいかわからないだけ。

　もう『待って』も『シャワー』も頭の中から消えていく。……黒原さんと、もっと触れ合いたい。

「水門ちゃんほど、俺を煽る人……いないよ」

　黒原さんはわたしの頬をなぞり、髪を耳にかけると、そっとキスをしてきた。

「黒原さん……っ」

　何度も啄ついばむように唇を重ね、甘い吐息を交わし合う。背中にあるワンピースのファスナーに手がかかり、黒原さんがゆっくりと下ろしていった。

「は、恥ずかしい……です」

　肩からワンピースが滑り落ち、下着が露わになる。わたしが両手で胸元を隠すと、黒原さんは優しく笑ってその手を取った。

「そんな反応も……たまんないね」

　妖艶な表情で言うと、首筋に濡れた舌を這わせていく。優しくベッドに寝かされると、黒原さんが覆いかぶさってきた。

「もっと、いろんな水門ちゃんを見せて」

　黒原さんは自分の服を脱ぐと、わたしの緊張を解いていくように、身体中にキスを落としながら、下着をはぎ取っていく。

　全身を甘く強く刺激され、甘ったるい声が漏れる。わたしが手で口を押さえていると、その手を取られ、代わりにチュッとキスをされた。

「水門ちゃんの声、いっぱい聞きたい。いい？」

「黒原さんっ……わたし、もうっ……」

　瞳が与えられる刺激で潤んでいる。覆いかぶさっている黒原さんを見上げながら伝えると、彼は口角を艶っぽく上げた。

「俺も、水門ちゃんが欲しい」

　額に汗を滲ませて色気たっぷりに言うと、わたしに自身の身体を重ねてきた。

「あっ……！」

　ふたりの熱が溶け合い、白い光が頭の中でいくつも弾ける。黒原さんの深い愛を感じ、ふたりで一緒に幸せの高みへと昇りつめたのだった。

「これからも、いっぱい……可愛がってあげるからね」

　愛された身体をベッドで弛緩させていると、横にいた黒原さんにそっと前髪をかき上げられる。その優しい仕草に胸がキュンと震えた。

　わたしは彼の胸板に身体を寄せて甘えてみせる。

「黒原さん……大好きです」

　恥ずかしいので、小声で想いを伝える。彼もあんなに愛してくれたから、同じように答えてくれると思った。……なのに。

「ふーん……」

「黒原さん……？」

　聞こえてきたのは、気のない返事。不安になって、黒原さんの腕の中でそろりと顔を上げると、彼はいじわるな顔をして口角を上げた。

「なに言ってんの。俺のほうが……かなり、好きだよ」

　唇をわたしの耳にくっつけ、甘い吐息とともに囁かれる。落ち着いたと思っていた鼓動が一気に高鳴りだす。興奮で眠れなくなったらどうしてくれるのか。

「も、もう……黒原さんっ！」

　彼の引き締まった胸板をポカリと叩くと、「やっぱり可愛いなぁ」と強く抱き締められた。肌と肌がくっつき、お互いの体温が混じり合う。

「どうしよう……今日、眠れるかな？」

　どうやら、黒原さんも同じことを考えていたらしい。

「わたしも、眠れる気がしません……」

「じゃあ、いいか……今日は、眠らなくても」

　ベッドの中で顔を見合わせて笑う。それから眠たくなるまで、何度もお互いの体温を確かめながら、ふたりで幸せな朝を迎えたのだった。
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　赤と白、それと門松や鶴。つい先日までクリスマス一色だった街中は、いつの間にか正月に向けて様変わりした。

　会社は今日から年末の休みに入った。この休みに入る前はいろいろな案件の怒ど涛とうの完成ラッシュで、多くの現場へ顔を出したり、最終チェックをしたりと大変だった。

　わかっていたけど……課長は楽じゃない。

　大好きなインテリアに触れる機会が減り、嫌いな事務処理の作業が増えた。書類と睨めっこばかりしている。だけど、ほかの人が完成させた空間を見ると、こういうコーディネートをしてきたか、と驚くことも多く、日々の刺激になっている。

　柿崎くんが企画担当で、俺と和紗が関わっていたマンションは、だいたいの人が家具ごと買い取るという大好評で完売した。課長になり、ひとつの企画に集中して携わることができなくなったけど、最後まで頑張ってくれた和紗には感謝しかない。

「ずいぶんとお久しぶりですね」

　一年の……主にここ二、三か月の仕事を振り返っていると、カウンターの中から低く雰囲気のある声で話しかけられた。相手はもちろん『nook』のオーナーだ。

　四年間のイタリア赴任を終えて日本に帰ってきてからは、ほとんど毎日と言っていいほど顔を出していた。それなのに、ここ数か月はあまり来ていない。課長になって、忙しくなったからじゃない。……和紗と付き合うようになったからだ。

　彼女になにか言われたわけじゃないし、俺も意識したわけじゃない。もちろんここが嫌いになったわけでもなくて、自然とそうなった。

「すみません……ここより、居心地のいい場所を見つけてしまったんです」

　そういうことだ。

「それは残念です。……が、よかったですね」

　オーナーが優しく微笑むと、ピアスが照明でキラリと光った。なにも言わなくても、察してくれていて助かる。俺はグラスに入ったノンアルコールカクテルを口に運んだ。

　いつか和紗もここに連れてきてあげたい。きっと、気に入ると思う。

　そんなことを考えながらノンアルコールカクテルをチビチビと飲んでいると、俺以外誰もいなかった店のドアが開いた。

「おや……黒原くん。お久しぶりです」

　柔らかな声と穏やかな口調……振り向かなくてもわかる。白矢木さんだ。

「お久しぶりです。連休はこちらに帰ってこられていたんですね？」

「ええ、昨日帰ってきました。それで、つい恋しくなってここに……」

　白矢木さんは俺の隣に座ると、オールドパルを注文した。〝昔の仲間〟という意味があるカクテル。まさか俺と再会したから？と思うと、ちょっとだけ笑ってしまった。

「黒原くん、あれから水門さんとはどうですか？」

　注文したカクテルを受け取ると、唐突にたずねてくる。思わず笑ってしまった。

「和紗とは、もちろん仲良くやっていますよ」

「和紗……ですか。なるほど」

　白矢木さんは俺が彼女への呼び方を変えていることに気づき、さりげなくいじってくる。くすぐったいような、でもちょっと嬉しかったりもする。

　和紗とはイタリアにいるときも頻繁に連絡していたし、忙しくても会う時間を作っている。彼女の泣き顔より、笑顔が見たいから。全部、俺がしたくてしていること。今までの自分だったら考えられないことで、人を好きになるということのすごさを改めて感じた。

「白矢木さんこそ、藤本さんとはどうなんですか？」

　白矢木さんのイタリア行きがわかったとき、動揺した藤本さんは彼を追いかけていた。きっと想いを伝えたんじゃないかと思う。

「イタリアと日本で、ほぼ社内恋愛じゃなくなりましたから」

　白矢木さんが満足そうに微笑む。要するに、藤本さんの想いが実ったわけだ。

「へぇ、いい人が見つかってよかったですね」

　ついニヤニヤしながら言うと、白矢木さんはわずかに頬を赤らめた。あまり表情を変えない彼にしては珍しい。

「僕のことより黒原くんですよ。今日、水門さんはどうしているんですか？」

　すぐに話題を逸らしてきた。やっぱり照れている証拠だ。

「和紗は、今日……友達と忘年会です」

「心配ですか？」

「いいえ、まさか」

　少しだけ強がった。もしかしたら〝友達〟の中に男もいるんじゃないかと気になっていた。余裕のない男みたいでメンバーについては聞けなかったけど、ひと言聞けばよかったと後悔する。和紗のことは信じているから心配はしていないけど、ほかの男が寄ってきたらと思うと、嫉妬で胸が焼けつきそうだ。

　……自分がこんなに独占欲が強いとは……。

　ノンアルコールカクテルを飲み干すと、今度は炭酸水を注文した。

「黒原くん……今日は飲まないんですね」

「あー……はい。このあと、和紗を迎えに行こうと思っていて」

「ずいぶん献身的ですね」

「いいえ、やりたいからやっているだけです」

　献身的でも優しいわけでもない。和紗に頼まれたわけでもない。むしろ、最初は断られた。無理やり迎えに行くんだから、ただの自己満足だ。

　腕時計を見ると、そろそろいい時間だ。そう思っていると、スマホが短く震えて確認すると、和紗からのメールだった。もうすぐお開きになるようだ。

「じゃあ、俺は帰ります。白矢木さん……今度また、ゆっくり飲みましょう」

「そうですね。そのときには水門さんも一緒に……そして、いい報告もいただけると嬉しいですね」

　白矢木さんがいじわるく笑う。柔和なのにちょっとだけトゲのある笑みに、なんとも言えないむずがゆさが湧き上がった。

「それは……もう少し待ってください」

　まだ付き合って数か月。俺は今すぐにでも和紗を嫁にしたいと思うけど、彼女はどうだろうか。心を決めてくれるだろうか。

「黒原くんが弱腰になるとは……意外ですね」

　白矢木さんは面白がるように言ってくる。弱腰……そう言われても仕方ないか。

　もう一度、彼女を口説かないといけないな……。

　今度は指輪を用意して、永遠の愛を誓う。答えはイエスしか欲しくない。

　ドアを開けると、和紗を迎えに一度家に戻って車を出す。ここから車で十五分ほど走ったところで飲むと言っていた。

　教えてもらっていた店の近くまで来ると、コインパーキングに車を預けて、歩いて向かう。五分ほど歩くと店の看板が見えてきて、入口の前に女性数人が輪になって固まっているのがわかった。その中に、ファーがついた真っ白なコートに身を包んだ和紗を見つける。女性ばかりということに、ホッと息をついた。

　友達と話をしている。少し待つか……と迷っていると、和紗のほうが俺を見つけた。

「薫さん！」

　和紗が手を挙げて俺を呼ぶと、周りの友達が一斉に彼女を冷やかすのがわかった。その様子がおかしくて、つい口元がほころんでしまう。

「薫さん、お待たせしました」

　和紗はしどろもどろになりながら友達の輪から外れて、こちらに駆け寄ってきた。細いヒールのブーツで走るなんて、転ぶんじゃないかと心配になる。

「ううん、もっと友達と話さなくてよかったの？」

「はい。友達とはご飯食べながらたくさん話しましたから。それに、みんなもわたしと同じで……彼氏のお迎え待ちです」

　俺の右側に並ぶと、白い息を吐きながら、俺にエヘヘと笑いかけてくる。

　あー……可愛すぎる。ギューッて抱き締めたいな。

　抱き締めて、温めてやりたい。頭の片隅で、そんなことを思う。

「一緒に、帰ろう」

　まだ本当の意味にはなっていない言葉。でも、今夜帰る場所は同じ部屋だ。

「……はいっ」

　和紗が噛み締めるようにうなずいて、歩きだした。

　どちらからともなくお互いの冷えた手を絡ませると、彼女の手ごと自分のコートのポケットに入れる。その中で、か細い薬指をそっと撫でた。

「和紗……好きだよ」

「えっ、な……なんですか、急に！」

「言いたくなっただけ」

　慌てふためく和紗に、ニヤリと笑って返した。もちろんからかっているわけではない。

「……わ、わたしも……好き、ですよ」

　まさか、和紗が言ってくれるとは思わなかった。和紗は俺に〝振り回されている〟、〝からかわれている〟とよく言っているけど……本当は俺だって振り回されている。だけど、嬉しさや動揺をなんとか隠しているだけだ。

「じゃあ、俺は愛してる」

　こんな風に甘い言葉を言って。余裕の笑みを浮かべて。……和紗の隣で、カッコよくいたいから。

　俺の言葉に顔を赤くした彼女が、ポケットの中で手を握り返してくれる。胸の奥がじわりと優しく締めつけられた。

　この薬指にリングがかかるのも、そう遠くはなさそうだ。
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追加報告、黒ネコ王子をもてあそんでみました！～あとがきに代えて




　付き合って半年。相変わらず薫さんには振り回されてばかり。それなのに、彼のことをどんどん好きになっていくから、なんだか理不尽な気がする。

　たまにはわたしも薫さんをからかって、アタフタさせてみたい。

　そんなことを思ったある日。薫さんの家にお邪魔し、ソファに並んで座っていると、彼がわたしの頭を撫でてきた。優しく引き寄せられ、顔が近づいてくる。

　甘いキスの予感……って、待て待て！　もしや、今が薫さんを振り回すチャンス!?　わたしはふいと顔を逸らした。

「イ、イヤです！」

「えっ、和紗……なんで？　俺のこと、嫌いになった……？」

　薫さんは顔を曇らせ、悲しそうに瞳を揺らしている。こんな表情、見たことない。

　ど……どうしよう。つらい顔なんてさせるつもりなかったのに！

「ち、違います！　薫さんのこと好きです。今のはちょっとからかっただけで……」

　わたしの言葉に、薫さんは「ホント？」と、まだ不安そうな口ぶりでたずねてくる。

「じゃあ、俺の……どういうところが好きなの？」

「え？　や、優しいですし、いつもわたしのことを考えてくれますし……たまにからかわれますけど嫌いになれないというか……と、とにかく大好きなので……ん？」

　ふと見ると、薫さんはニヤニヤと嬉しそうな顔で聞いていた。こ、この顔は……！

「かっ、薫さん！　わたしのこと……からかいましたね!?」

「俺も、そうやってからかわれてくれる素直な和紗が……大好きだよ」

　微笑みながら、わたしを抱き寄せる。怒りたいのに、彼の体温が熱く、甘く……わたしの思考を鈍らせていく。……どうやら、まだまだ薫さんにもてあそばれそうです。





＊　＊　＊　＊　＊






　頑張ってみても、結局黒原にもてあそばれる和紗でした。

　最後までお付き合いいただき、ありがとうございました。今作に携わってくださった方々、お読みくださった皆様に心より感謝いたします。





春はる奈な真ま実み
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		裏 現状報告２：ちょっと気になります。［黒原 薫ＳＩＤＥ］



		現状報告５：セクハラされてます！



		現状報告６：よくわかりません！



		裏 現状報告３：恋……したみたいです。［黒原 薫ＳＩＤＥ］



		現状報告７：混乱しています！



		現状報告８：好き……みたいです！



		裏 現状報告４：本気出しています。［黒原 薫ＳＩＤＥ］



		現状報告９：離れたくないです！



		現状報告10：幸せです！



		裏 現状報告５：幸せです。［黒原 薫ＳＩＤＥ］



		追加報告、黒ネコ王子をもてあそんでみました！～あとがきに代えて



		奥付
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